
論

説賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷

目
次
第

一
章
　
は
じ
め
に

第
二
章
　
賃
貸
料
債
権
に
関
す
る
効
力
規
定
の
立
法
過
程

第

一
節
　
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

一
草
案
で
の
議
論

第
二
節
　
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
草
案
で
の
議
論

第
三
章
　
賃
貸
料
債
権
の
差
押
等
と
土
地
担
保
権
の
効
カ

第

一
節
　
背
景
と
し
て
の

「第
二
抵
当
権
の
危
機
」

第
二
節
　
「処
分
」
該
当
性
を
め
ぐ
る
判
例

・
学
説
の
展
開

第
三
節
　
一
九

一
五
年
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
等
改
正

第
四
章
　
賃
貸
料
の

一
括
前
払
い
と
土
地
担
保
権
の
効
力

第

一
節
　
背
景
と
し
て
の

「建
築
費
用
協
力
金
」

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
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中
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第
二
節
　
建
築
費
用
協
力
金
を
め
ぐ
る
判
例

・
学
説
の
展
開

第
三
節
　
一
九
五
三
年
の
強
制
競
売

・
強
制
管
理
法
改
正

第
五
章
　
む
す
び

八
六

第

二
早
　
は
じ
め
に

わ
が
民
法
で
は
、
抵
当
権
の
効
力
は
そ
の
抵
当
目
的
物
の
賃
貸
料
に
も
及
ぶ
こ
と
と
し

（物
上
代
位
）
、
そ
の
た
め
に
は
抵
当
権
者
に
よ
る

「差
押
え
」
が
当
該
賃
貸
料
の

「払
渡
又
ハ
引
渡
」
前
に
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
す
る

（民
三
〇
四
条
、
三
七
二
条
）。
そ
こ
で
、
賃
貸
料
は
、
こ

れ
が

「差
押
え
」
ら
れ
な
い
う
ち
に
賃
貸
人
に
支
払
わ
れ
れ
ば
、
抵
当
権
の
効
力
か
ら
離
脱
す
る
。
し
か
し
、
賃
貸
料
が
将
来
に
わ
た
っ
て
前
払

い
さ
れ
た
場
合
に
は
ど
う
か
、
法
文
上
、
必
ず
し
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
ま
た
、
賃
貸
料
債
権
が
、
す
で
に
弁
済
期
が
到
来
し
て
い
る
に
せ
よ
、

あ
る
い
は
弁
済
期
が
未
到
来
で
あ
る
に
せ
よ
、
第
三
者
に
譲
渡
さ
れ
た
と
か
、
あ
る
い
は
賃
貸
人
の
債
権
者
が
こ
れ
を
差
し
押
え
た
と
い
う
よ
う

な
場
合
、
こ
れ
ら
譲
渡
や
差
押
え
が

「払
渡
又
ハ
引
渡
」
に
あ
た
る
の
か
、
換
言
す
れ
ば
、
賃
貸
料
債
権
の
譲
渡
や
こ
れ
に
対
す
る
差
押
え
に
も

係
わ
ら
ず
抵
当
権
者
は

「差
押
え
」
を
な
し
、
こ
れ
ら
に
抵
当
権
の
効
力
を
及
ぼ
し
得
る
の
か
、
解
釈
の
余
地
が
あ
る
。

こ
う
し
た
問
題
は
、
か
っ
て
、
価
値
代
位
物
の
典
型
と
も
い
う
べ
き
保
険
金
請
求
権
等
を
め
ぐ
っ
て
判
例

ｏ
学
説
の
展
開
が
み
ら
れ
た（ぇ
、
賃

貸
料
債
権
に
つ
い
て
は
、
バ
ブ
ル
経
済
が
崩
壊
し
た
近
時
、
判
例

・
学
説
上
、
に
わ
か
に
議
論
が
沸
騰
し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
そ
れ
は
と
も
か
く
、

判
例
法
理
一
に
、
賃
貸
料
に
は
、
抵
当
権
の
設
定
に
よ
っ
て
そ
の
効
力
が
及
ぶ
も
の
と
さ
れ
、
賃
貸
料
債
権
の
譲
渡
や
こ
れ
に
対
す
る
差
押
え
は
、

「払
渡
又
ハ
引
渡
」
に
あ
た
ら
ず
、
そ
の
譲
渡
又
は
差
押
え
は
抵
当
権
の
設
定
と
対
抗
関
係
に
た
つ
も
の
と
し
て
規
整
が
な
さ
れ
る
。
抵
当
権
が

完
全
に
優
位
に
た
つ
こ
と
に
な
る
が
、
こ
の
結
果
は
、
賃
貸
料
の
経
済
的
性
格
や
抵
当
権
者
が
担
保
目
的
物
の
換
価
権
を
喪
失
し
て
い
る
わ
け
で



は
な
い
こ
と
に
鑑
み
る
と
、
抵
当
目
的
物
の
賃
貸
料
を
め
ぐ
る
利
害
関
係
者
間
の
利
益
調
整
と
し
て
果
た
し
て
妥
当
な
の
か
、
疑
問
な
し
と
し
な

Ｅ
ド
イ
ツ
民
法
典

（以
下
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
と
す
る
。
）
に
お
い
て
も
、
お
な
じ
く
、
土
地
担
保
権
は
、
担
保
土
地
が
使
用
賃
貸
借

（〓
いｏ↓

又
は
用
益

賃
貸
借

（り
Ｒ
Ｆ
）
の
目
的

（以
下
、
と
く
に
区
別
し
な
い
場
合
に
は
、
賃
貸
借
と
す
る
。
）
と
な
っ
て
い
る
場
合
、
そ
の
効
力
が
、
賃
貸
借
と

の
設
定
の
前
後
を
問
わ
ず
、
使
用
賃
貸
料

（〓
いｏ”Ｎい日
）
又
は
用
益
賃
貸
料

（”
Ｒ
Ｆ
Ｎ”〓
）
に
も

（以
下
、
と
く
に
区
別
し
な
い
場
合
に
は
、

賃
貸
料
と
す
る
。
）
及
ぶ
も
の
と
さ
れ
て
い
る

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
二
三
条

一
項
）。

も
っ
と
も
、
土
地
担
保
権
者
が
、
賃
貸
料
債
権
か
ら
現
実
に
満
足

（ｕ
①「『い８
い”
目
し

を
受
け
る
に
は
、
強
制
管
理

（Ｎ
■
，
目
翻
お
『■
”
〕ご
目
し

の
手
続
き
を
も
つ
て
こ
れ
を
行
な
う
必
要
が
あ
る

（Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
四
七
条
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ

一
四
人
条

一
項
）。
そ
し
て
、
こ
の
強
制
管
理
の
た
め
の

「差
押
え
」
（口
ｏ∽多
】ｐ
”
口
ｐ
Ｆ
日
３

が
な
さ
れ
る
ま
で
、
賃
貸
人
た
る
土
地
担
保
権
設
定
者
は
、
賃
貸
料
を
徴
収
し
た
り
、
「
そ
の
他
の
方
法
で
処

分
」
（く
Φ”凛
”
目
し
す
る
こ
と
が
で
き
る
が
、
そ
の
処
分
は
抵
当
権
者
に
対
し
て

「効
力
を
有
す
る
」
（Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
二
四
条

一
項
）。
ま
た
、
賃

貸
料
債
権
が
譲
渡
さ
れ
る
と
き
、
「そ
の
債
権
の
担
保
の
責
め
は
消
滅
す
る
」
。
ま
た
、
第
三
者
が
賃
貸
料
債
権
の
う
え
に

「権
利
」
（”
ｏｏＦ
）

を
取
得
し
た
と
き
は
、
そ
の
権
利
の
順
位
は
土
地
担
保
権
に

「優
先
す
る
」
。

し
か
し
、
こ
う
し
た
賃
貸
料
債
権
の
い
わ
ゆ
る

「事
前
処
分
」
は
、
差
押
え
を
し
た
抵
当
権
者

（し
た
が
っ
て
強
制
管
理
人
）
に
対
し
、
す
べ

て
が
有
効
な
も
の
と
し
て
扱
わ
れ
る
の
で
は
な
い
。
抵
当
権
者
は
、
そ
の
処
分
が
差
押
え
の
時
に
進
行
中
の
暦
月
分
の
賃
貸
料
に
関
係
す
る
か
ぎ

り
で
こ
れ
を
甘
受
す
れ
ば
足
り
る
。
た
だ
、
差
押
え
が
そ
の
月
の
一
五
日
以
降
に
な
さ
れ
た
と
き
は
、
そ
の
処
分
は
、
翌
月
の
賃
貸
料
に
係
わ
る

も
の
も
抵
当
権
者
に
対
し
て
有
効
と
な
る

（Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
二
四
条
一一難
）。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
こ
の
よ
う
に
、
①
抵
当
権
の
効
力
を
担
保
土
地
の
賃
貸
料
債
権
に
拡
張
さ
せ
る
が
、
②
差
押
え
の
前
で
あ
れ
ば
、
賃
貸
料
債
権
を

「処
分
」
す
る
こ
と
が
で
き
、
③
こ
の
事
前
処
分
は
、
差
押
え
後
に
係
る
も
の
に
つ
い
て
は

一
定
範
囲

（期
間
）
で
の
み
抵
当
権
者

。
競
落
人
な

ど
に
対
し
て
効
力
を
認
め
る
、
と
い
う
枠
組
み
と
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
の
枠
組
み
の
基
本
的
考
え
か
に
、
①
に
関
し
、
こ
れ
が
担
保
土
地
の

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
七
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八
八

用
益
に
代
わ
る
も
の
、
す
な
わ
ち

「代
償
の
原
理
」
を
基
礎
と
し
て
い
る
こ
と
、
②
に
関
し
、
差
押
え
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
抵
当
権
設
定
者
の

「経
済
的
な
活
動
の
自
由
」
が
尊
重
さ
れ
る
こ
と
、
③
に
関
し
て
は
、
経
済
的
な
活
動
の
自
由
に
対
す
る

「例
外
」
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
の
こ
う
し
た
用
意
周
到
な
規
定
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
担
保
土
地
の
賃
貸
料
を
め
ぐ

っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
後
、
立
法
的
対
応
を

せ
ざ
る
を
得
な
か
っ
た
ほ
ど
大
き
な
議
論
が
生
じ
た
。
ま
ず
、
抵
当
権
設
定
者
の
債
権
者
に
よ
る
賃
貸
料
債
権
の
差
押
え
が

「処
分
」
に
あ
た
る

か
ど
う
か
、
で
あ
り
、
こ
の
論
議
が
契
機
と
な
っ
て
、　
一
九

一
五
年
、
事
前
処
分
の
有
効
範
囲

（期
間
）
に
関
し
、
抵
当
権
者
の
利
益
を
図
る
見

地
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
二
項
の
改
正
と
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
ｂ
の
追
加
等
が
な
さ
れ
た
。
つ
い
で
、
そ
の
後
、
建
築
資
金
の
た
め
に
賃
借
人
が

な
し
た
賃
貸
料
の

一
括
前
払
が

「処
分
」
に
あ
た
る
か
が
、
大
き
な
社
会
問
題
に
も
な
り
、　
一
九
五
三
年
、
賃
借
人
の
利
益
を
保
護
す
る
観
点
か

ら
強
制
競
売

・
強
制
管
理
法

（以
下
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ
と
す
る
。
）
五
七
条

ｃ
ｅ
ｄ
が
付
け
加
え
ら
れ
て
た
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
は
、
制
定
当
初
か
ら
Ｚ
Ｖ
Ｇ
等
と
併
せ
、
わ
が
民
法
に
比
べ
詳
細
な
規
定
を
お
き
ヽ
担
保
土
地
の
賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
抵
当
権
者

ｏ

抵
当
権
設
定
者

（所
有
者

・
賃
貸
人
）
及
び
賃
借
人
等
、
利
害
関
係
者
の
利
益
調
整
を
図
っ
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
う
し
た
法
改
正
か
ら
も
推
察

で
き
る
よ
う
に
、
担
保
土
地
の
賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
関
係
当
事
者
の
利
益
調
整
の
在
り
方
は
、
ド
イ
ツ
に
お
い
て
も
、
鋭
い
利
害
対
立
を
背
景

に
、
容
易
な
こ
と
で
は
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

そ
こ
で
、
本
稿
で
は
、
わ
が
国
に
お
け
る
議
論
状
況
を
念
頭
に
、
担
保
土
地
の
賃
貸
料
を
め
ぐ
る
土
地
担
保
権
者
そ
の
他
の
利
害
関
係
者
に
お

け
る
利
害
調
整
の
在
り
方
と
い
う
観
点
か
弛
、
ド
イ
ツ
法
の
変
遷
を
検
討
し
、
明
ら
か
に
し
た
い
。

注（１
）
拙
稿

「抵
当
不
動
産
の
賃
料
債
権
と
抵
当
権
の
効
力
」
石
田
喜
久
夫
先
生
古
稀
記
念

『民
法
学
の
課
題
と
展
望
』
二
〇
〇
〇
年
、
四
四
三
頁
以
下
。

（２
）
平
成

一
〇
年

一
月
三
〇
日
の
最
高
裁
判
決

（民
集
五
二
巻

一
号

一
頁
）
は
、
将
来
の
賃
貸
料
債
権
が
第
三
者
に
包
括
的
に
譲
渡
さ
れ
、
対
抗
要
件
が
備
え
ら

れ
た
場
合
、
抵
当
権
者
は
、
こ
れ
に
物
上
代
位
権
を
行
使
で
き
る
こ
と
を
認
め
た
。
そ
の
理
由
は
、
「民
法
三
〇
四
条

一
項
の
趣
旨
目
的
に
照
ら
す
と
、
同



項
の

『払
渡
又
ハ
引
渡
』
に
は
債
権
譲
渡
が
含
ま
れ
」
な
い
し
、
「抵
当
権
の
効
力
が
物
上
代
位
の
目
的
債
権
に
つ
い
て
も
及
ぶ
こ
と
は
抵
当
権
設
定
登
記

に
よ
り
公
示
さ
れ
て
い
る
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
」
こ
と
に
あ

っ
た
。

他
方
、
抵
当
権
設
定
者
の

一
般
債
権
者
に
よ
る
賃
貸
料
債
権
に
対
す
る
差
押
え
が
抵
当
権
者
の
物
上
代
位
権
に
基
づ
く
差
押
え
と
競
合
し
た
場
合
、
平
成

一
〇
年
二
月
二
六
日
の
最
高
裁
判
決

（民
集
五
二
巷
二
号
四
八
三
頁
）
は
、
「両
者
の
優
劣
は

一
般
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
る
差
押
命
令
の
第
三
債
務
者

ヘ

の
送
達
と
抵
当
権
設
定
登
記
の
先
後
に
よ
つ
て
決
せ
ら
れ
」
る
、
と
判
示
す
る
。
抵
当
権
設
定
前
に
賃
貸
借
に
基
づ
く
賃
貸
料
債
権
が

一
般
債
権
者
に
よ
り

差
押
え
ら
れ
て
い
た
事
案
で
あ
る
が
、
抵
当
権
者
は
、
こ
の
賃
貸
料
が
債
務
者
た
る
賃
貸
人
＝
抵
当
権
設
定
者
に

「払
渡
又
ハ
引
渡
」
さ
れ
て
い
な
く
と
も
、

物
上
代
位
権
を
行
使
し
、
優
先
権
を
主
張
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

（３
）
拙
稿

。
前
掲
四
四
三
頁
以
下
。

（４
）
類
似
の
規
定
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
、
五
七
四
条
、
五
七
五
条
、
破
産
法

（
Ｋ
Ｏ
）
二

一
条
二
項
及
び
強
制
競
売

・
強
制
管
理
法

（Ｚ
Ｖ
Ｇ
）
五
七
条
ｂ
に

も
お
か
れ
て
い
る
。

（
５
）
代
表
的
な
注
釈
書
も
こ
う

い
う
理
解
で
あ
る
。
例
え
ば
、
い
く
ｏ
目

ｒ
，
ｃ
Ｐ
目
的
ｑ
リ

パ
ｏ
日
日
Φュ
，
弓

圏
日

ｕ
中
『
”
ｑ
］い３
ｏ●

ｏ
８
ｏ一３
ｇ
Ｆ

日
〓

日
い●
い中
Ｆ
『
‘
口
”
ｏ
”
Φ
∽
Φ
一Ｎ
Ｃ
●
鰤

一Ｚ
Φ
げ
Ｏ
口
”
ｏ
ｏ
ｏ
一Ｎ
Ｏ
目

∧
口
Ｌ
「
ｏ
〓
ぴ
一ｏ
い口
Φ
『
∨
い　
∪
『
い一一ｏ
『
り
”
●
０
，

∽
，
ｏ
Ｆ
Ｏ
口
『
０
０
Ｆ
一
（
ゅ
０
日
【
【
ω
‐け
Ｎ
Ｏ
∞
）
い
Ｏ
０
０
・
∽
・い
０
９
・
【
ヽ
い
。

い
『
０
・

（６
）
様
々
な
観
点
か
ら
な
さ
れ
て
い
る
が
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
賃
貸
料
を
め
ぐ
る
抵
当
権
の
効
力
に
、
直
接

・
間
接
的
に
係
わ
る
業
績
と
し
て
、
鈴
木
禄
弥

「抵
当
権
に
基
づ
く
物
上
代
位
制
度
に
つ
い
て

（
一
）
含
一と

民
商
法
雑
誌
二
五
巻
四
号
、
六
号

（
一
九
四
九
年
）
抵
当
制
度
の
研
究

（
一
九
六
八
年
）
所

収
、
栗
田
隆

「競
売
不
動
産
上
の
賃
借
権
―
―
ド
イ
ツ
法
の
変
遷
を
中
心
に
し
て
―
―
」
阪
大
法
学

一
〇
三
号

（
一
九
七
七
年
）、
新
田
宗
吉

「物
上
代
位

に
関
す
る
一
考
察

（
一
）
含
一と

明
治
学
院
法
学
研
究
二
五
巻
、
二
六
巻

（
一
九
八
〇
年
）
、
内
田
貴

『抵
当
権
と
利
用
権
』

一
九
人
三
年
、
斉
藤
和
夫

コ
賃
料
債
権
』
上
の
抵
当
権
の
物
上
代
位
」
法
学
研
究
六
三
巻

一
二
号

（
一
九
九
〇
年
）、
占
部
洋
之

「ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
抵
当
不
動
産
賃
料
の
事
前
処

分

（
一
）
含
こ

（三
と

大
阪
学
院
大
学
法
学
研
究
二
三
巻
二
号

（
一
九
九
六
年
）、
二
四
巻

一
号

（
一
九
九
七
年
）、
二
五
巻

一
号

（
一
九
九
八
年
）
な
ど

が
あ
る
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
八
九



法
政
研
究
五
巻
三

・
四
号

含
一〇
〇

一
年
）

第
二
章
　
賃
貸
料
債
権
に
関
す
る
効
力
規
定
の
立
法
過
程

九

〇

第

一
節
　
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

一
草
案
で
の
議
論

一　
代
償
と
し
て
の
賃
貸
料

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

一
草
案

（以
下
、
Ｅ
Ｉ
と
す
る
）
で
は
、
Ｅ
Ｉ

一
〇
六
七
条
の

一
ケ
条
に
お
い
て
、
「土
地
」
（の
コ
●
計
諄
鮮
）
に
設
定
さ
れ
た
抵

当
権
は
、
こ
の
効
力
が
、
「そ
の
時
の
状
態
に
お
け
る
土
地
」
の
他
に
、
①

「土
地
よ
り
分
離
し
た
構
成
部
分

（口
ｏりＳ
●
Ｐ
ｏい中３
、
と
く
に
分
離

さ
れ
た
産
出
物

（日
『Ｎ８
∞
目
いりｏＯ
と

（同
条
二
号
）、
②

「土
地
の
従
物

（Ｎ
口
ぎ
デ
摯
ご

（同
条
三
号
）、
③

「抵
当
権
に
よ
り
債
権
者
を
担
保
す
る

目
的
物
の
保
険
か
ら
生
じ
る
土
地
の
所
有
者
又
は
占
有
者
の
債
権

（『
８
計
〓
●
し
」
（同
条
五
号
）
と
な
ら
び
、
④

「土
地
の
所
有
権
と
結
び
付

い
た
権
利
か
ら
反
復
的
に
給
付
さ
れ
る
債
権
」
と
と
も
に
⑤

「土
地
の
使
用
賃
貸
借
又
は
用
益
賃
貸
借
か
ら
生
じ
る
使
用
賃
貸
料
及
び
用
益
賃
貸

料
に
係
わ
る
債
権
」
（同
条
四
号
）
も
拡
張
し
て
及
ぶ
も
の
と
さ
れ
て
は
だ
。

そ
し
て
、
こ
の
よ
う
に
抵
当
土
地
が
賃
貸
さ
れ
て
い
る
場
合
、
土
地
の
抵
当
権
が

「使
用
賃
貸
料
及
び
用
益
賃
貸
料
に
係
わ
る
債
権
」
に
対
し

て
及
ぶ
も
の
と
さ
れ
た
。
こ
れ
が
土
地
の

「果
実
」
貧
ユ
多
一３

に
代
わ
る
も
の
で
あ
る
こ
と
、
す
な
わ
ち
、
代
償
の
原
理

（∽
日
『ｏ
”
”
”いｏ
甲

「
い罵
ぼ
）
に
そ
の
根
拠
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

一
草
案
理
由
書
に
よ
れ
ば
こ
う
で
（
だ
。

「果
実
」
は
、
本
来
、
そ
れ
が
土
地
に
付
着
し
て
い
る
か
ぎ
り
、
抵
当
土
地
の
構
成
部
分
と
し
て
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
。
し
か
し
、
プ
ロ
イ

セ
ン
法
に
倣
い
、
「用
益
賃
貸
借
関
係
の
継
続
中
に
土
地
を
占
有
す
る
用
益
貸
借
人
が
取
得
す
る
果
実
」
は
、
こ
れ
の
例
外
と
さ
れ
た

（
Ｅ
Ｉ

一

〇
六
七
条

一
号
）。
そ
れ
は
、
「用
益
貸
借
人
の
状
況
を
適
切
に
考
慮
し
て
の
こ
と
」
で
あ
る
。
果
実
に
も
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
な
る
と
、

「用
益
貸
借
人
は
、
農
場
が
強
制
管
理
に
よ
り
短
期
間
に
廃
止
さ
れ
、
土
地
の
明
渡
し
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
こ
と
」
に
な
り
か
ね
ず
、
こ
れ
は
、



「過
酷
な
こ
と
で
あ
ろ
う
し
、
国
民
経
済
の
関
係
上
重
要
な
農
場
の
用
益
賃
貸
借
が
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
」
こ
と
に
な
る
、
と
す
る
。

し
か
も
、
「用
益
賃
貸
借
関
係
が
第
五
〇
九
条
か
ら
第
五
三
二
条
に
お
い
て
土
地
の
処
分
に
お
い
て
そ
の
取
得
者
に
対
し
て
保
護
さ
れ
て
い
る

の
に
ひ
き
か
え
、
こ
れ
が
抵
当
権
者
に
対
し
て
保
護
さ
れ
な
い
ま
ま
に
放
置
さ
れ
る
の
は

一
貫
し
な
い
」
と
い
う
、
均
衡
上
の
配
慮
も
説
か
れ
て

い
る
。

そ
こ
で
、
「用
益
賃
貸
料
債
権
が
こ
の
果
実
に
代
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
抵
当
権
が
債
権
者
に
与
え
る
担
保
が
著
し
く

危
険
に
さ
ら
さ
れ
、
所
有
者
の
物
的
信
用
が
損
な
わ
れ
る
に
至
る
で
あ
ろ
う
か
ら
で
あ
る
。
こ
の
観
点
か
ら
、
土
地
が
用
益
賃
貸
借
さ
れ
て
い
な

い
と
き
に
果
実
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
よ
う
に
、
用
益
賃
貸
料
債
権
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
」
も
の
と
ヽ
だ
。

さ
ら
に
、
用
益
賃
借
人
に
帰
属
す
る
果
実
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
こ
と
の
根
拠
は
、
使
用
賃
借
人
に
も
妥
当
一
型
。

二
　
賃
貸
人
の
経
済
的
活
動
の
自
由
と
制
限

１

強
制
管
理
と
事
前
処
分

し
か
し
、
賃
貸
料

「債
権
は
、
抵
当
権
者
の
た
め
に
差
押
え
が
な
さ
れ
な
い
か
ぎ
り
、
抵
当
権
者
の
同
意
を
必
要
と
す
る
こ
と
な
く
、
と
く
に

徴
収
に
よ
っ
て
も
、
こ
れ
を
有
効
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」
（Ｅ
Ｉ

一
〇
六
九
条

一
項
）。
ま
た
、
「差
押
え
の
前
、
債
権
が
第
三
者
に
譲
渡

さ
れ
た
場
合
、
抵
当
権
の
効
力
は
消
滅
す
る
。
債
権
が
差
押
え
の
前
、
第
三
者
の
権
利
が
設
定
さ
れ
た
場
合
、
こ
の
権
利
は
、
抵
当
権
者
の
請
求

権

（＞
ヨ
「
８
ぎ
）
に
優
先
す
る
。」
（同
条
二
項
）。

抵
当
権
の
効
力
は
、
か
よ
う
な
制
限
を
受
け
る
こ
と
と
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
ら
債
権
が

「抵
当
権
者
に
と

っ
て
土
地
の
用
益
に
代
わ
る
も
の
で

あ
る
か
ら
」
、
Ｅ
Ｉ

一
〇
六
八
条
が
規
定
す
る

「土
地
か
ら
分
離
し
た
果
実
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
と
同
じ
か
、
又
は
相
当
す
る
制
限
を
受
け

る
こ
と
が
」
首
尾

一
貫
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
か
犯
。

も

つ
と
も
、
「
」
の
債
権
は
抵
当
権
者
の
利
益
の
た
め
に
差
押
え
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
抵
当
権
者
の
同
意
な
く
し
て
自
由
に
処
分
さ
れ
う
る
」

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九

一



法
政
研
究
五
巻
三

ｒ
四
号
含
一〇
〇

一
年
）

と
の
原
理
は
、
二
つ
の
方
向
に
お
い
て
修
正
が
な
さ
れ
て
い
る
。

九

二

第

一
は
、
こ
の
処
分
権
の
制
限
で
あ
る
。
Ｅ
Ｉ

一
〇
六
九
条
二
項
は
、
「第

一
項
に
規
定
す
る
処
分
は
、
こ
れ
が
抵
当
権
者
の
利
益
の
た
め
に

な
さ
れ
た
差
押
え
の
の
ち
最
初
の
三
ケ
月
よ
り
後
の
期
間
の
使
用
賃
貸
料
債
権
又
は
用
益
賃
貸
料
債
権
に
係
わ
る
と
き
、
…
…
抵
当
権
者
に
対
し

て
無
効
で
あ
る
」
と
規
定
す
る
。

そ
の
理
由
と
す
る
と
こ
ろ
は
、
所
有
権
者
と
抵
当
権
者
と
の
利
益
衡
量
に
基
づ
き
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
か
れ
て
ぃ
濯
。

「土
地
を
使
用
賃
貸
借
又
は
用
益
賃
貸
借
す
る
所
有
権
者
が
、
債
権
を
失
う
危
険
を
お
か
し
た
く
な
い
と
き
、
賃
貸
料
を
予
め
支
払
う
よ
う
に

要
求
す
る
こ
と
は
稀
で
は
な
い
。
し
か
し
、
使
用
賃
借
人
と
用
益
賃
借
人
が
賃
貸
料
を
予
め
支
払
わ
れ
る
べ
き
と
す
る
合
意
を
前
以
っ
て
し
て
い

な
い
と
き
も
、
べ
つ
に
特
異
な
こ
と
で
な
い
事
前
の
支
払
い
に
つ
い
て
抵
当
権
者
の
同
意
を
取
る
こ
と
は
期
待
し
え
な
い
。
抵
当
権
者
の
利
益
は
、

差
押
え
の
の
ち
の
三
ケ
月
よ
り
後
の
期
間
に
つ
い
て
賃
貸
料
を
抵
当
権
者
か
ら
奪
わ
な
い
こ
と
が
法
に
よ
っ
て
配
慮
さ
れ
る
と
き
、
十
分
認
め
ら

れ
る
」
。
そ
し
て
、
「事
前
の
支
払
い
に
妥
当
す
る
こ
と
は
、
関
係
者
の
経
済
状
態
を
考
慮
し
、
使
用
賃
貸
人
又
は
用
益
賃
貸
人
が
賃
貸
料
債
権
に

関
し
て
行
な
っ
た
す
べ
て
の
処
分
に
拡
張
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

第
二
は
、
所
有
権
者
の
権
利
の
拡
張
で
あ
る
。
Ｅ
Ｉ

一
〇
六
九
条
三
項
は
、
弁
済
期
の
到
来
し
た
賃
貸
料
債
権
に
関
し
、
こ
れ
を
抵
当
権
者
の

た
め
に
差
押
え
が
な
さ
れ
な
い
ま
ま

「弁
済
期
後

一
年
が
経
過
」
す
る
と
、
抵
当
権
の
効
力
は

「消
滅
す
る
」
と
規
定
ヽ
だ
。

２
　
強
制
競
売
と
事
前
処
分

他
方
、
担
保
土
地
が
強
制
競
売
に
付
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
事
前
処
分
の
効
力
に
関
し
て
は
、　
一
人
八
九
年
の

「不
動
産
強
制
執
行
法
草
案
」

（
］ロ
ロ
”
‘
暉ヽ
『
ヽ
　
Ｏ
中口
ｏ
り
〔
一〇
り
０
”
Ｎ
Ｏ
り
。　
げ
０
゛
『
０
「
『
Ｏ
口
』
　
０
いＯ
　
Ｎ
編
ｐ
●
”
り
く
Ｏ
】］り
゛
■
０
０
Ｆ
‘
目
∞
　
】。目
　
』
”
り
　
“
口
げ
０
１
０
”
】【ｏ
Ｆ
ｏ
　
く
Φ
『
目
〕０
」
嘲
〓
）
　
（の
生
″
一　
回
］
一　
久
不
佑
″
〓
一情
惧

が
、
Ｅ
Ｉ

一
〇
六
九
条
二
項
の
規
定
を
準
用
す
る
旨
を
規
定
し
て
い
た
。

す
な
わ
ち
、
「土
地
に
設
定
さ
れ
た
物
的
負
担
、
抵
当
権
又
は
土
地
債
務
か
ら
生
じ
る
請
求
権
に
基
づ
い
て
使
用
賃
貸
料
債
権
及
び
用
益
賃
貸

料
債
権
が
差
押
え
ら
れ
た
と
き
は
、
民
法
第

一
〇
六
九
条
第
二
項
が
競
落
人
の
た
め
に
適
用
さ
れ
、
そ
の
さ
い
競
落
人
は
そ
の
た
め
に
差
押
え
を



な
し
た
債
権
者
の
地
位
に
た（地
ピ

も

っ
と
も
、
こ
の
第

一
四

一
条
第
三
項
は
、
当
初
の
事
前
草
案
八
八
条
に
は
な
く
、
委
員
会
に
お
い
て
、
第
二
項
と
と
も
に
追
加
さ
れ
た
も
の

で
あ
る
。
そ
れ
は
、
競
落
に
よ
り
土
地
の
賃
貸
借
か
ら
生
じ
る
賃
貸
料
債
権
は
競
落
人
に
移
転
す
る
が
、
こ
の

「移
転
は
、
競
落

（Ｎ
房
魯
】”
し

の
前
に
、
債
権
が
土
地
に
設
定
さ
れ
た
抵
当
権
の
効
力
か
ら
離
脱
す
る

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
草
案
第

一
〇
六
七
条
第
四
号
、
第

一
〇
六
八
条
、第

一
〇
六
九

条
）
事
態
が
生
じ
た
場
合
に
は
、
生
じ
な
い
。
と
い
う
の
は
、
競
落
は
、
こ
の
点
に
関
し
、
…
…
使
用
及
び
用
益
賃
貸
料
に
係
わ
ら
な
い
強
制
競

売
手
続
に
お
い
て
な
さ
れ
る
差
押
え

（”
Φり多
］”
∞
目
ｐ
Ｆ
日
こ

と
同
じ
に
扱
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
」
。
「結
局
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
草
案
第

一
〇
六
九
条
第
二
項

に
お
い
て
抵
当
権
者
の
た
め
に
与
え
ら
れ
て
い
る
規
定
が
競
落
人
の
た
め
に
準
用
さ
れ
る
」
、
と
い
う
こ
と
で
あ
っ（煙
。

と
こ
ろ
が
、
第
二
草
案

（以
下
、
Ｅ
Ｉ
と
す
る
）
の
段
階
に
お
い
て
、
事
前
処
分
が
有
効
と
さ
れ
る
時
間
的
範
囲
が
延
長
さ
れ
る
と
い
う
大
き

な
変
更
が
な
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
経
緯
を
つ
ぎ
に
み
て
お
き
た
い
。

第
二
節
　
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
二
草
案
で
の
議
論

一　
強
制
管
理
と
事
前
処
分
の
効
カ

Ｅ
Ｉ

一
〇
六
九
条
を
受
け
継
ぐ
Ｅ
Ｉ

一
〇
三
二
条
二
項
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

「処
分
は
、
抵
当
権
者
に
対
し
て
、
差
押
の
さ
い
の
四
半
期
及
び
つ
ぎ
の
四
半
期
を
越
え
る
期
間
の
使
用
賃
貸
料
又
は
用
益
賃
貸
料
に
係
わ
る

か
ぎ
り
、
無
効
で
あ
る
。」

舗噸「脚崎「嗜籾震終れ
「る財岬］］剛けけ向「個一̈
はれ時に囃̈
嘲競舜嘲い』けに赫はな「鏡̈
築』〔れЧい協智時に晦暉

無
効
と
な
る
賃
貸
料
債
権
の
処
分
に
関
す
る
時
間
的
計
算
は
、
「第
二
草
案
第
五

一
四
条
に
応
じ
て
変
更
さ
」
れ
た
も
の
、
と
説
明
し
て
い
る
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
三
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九

四

Ｅ
Ⅱ
五

一
四
条
と
は
、
第
二
草
案
に
お
い
て
、
新
し
く
加
え
ら
れ
た
規
定
で
あ
る
。
そ
れ
は
、
賃
貸
土
地
の
売
買
と
賃
貸
借
と
の
関
係
に
関
し
、

第
二
委
員
会
が

「売
買
は
賃
貸
借
を
破
る
」
の
原
則
か
ら

「売
買
は
賃
貸
借
を
破
ら
ず
」
へ
と
転
換
す
る
な
か
で
、
売
主
た
る
使
用
賃
貸
人
が
売

却
の
前
に
行

っ
た
賃
貸
料
債
権
の
処
分
の
効
力
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
。

こ
う
規
定
さ
れ
て
い
る
。

「使
用
賃
貸
人
が
所
有
権
の
移
転
前
に
取
得
者
の
権
限
と
な
る
時
期
に
発
生
す
る
賃
貸
料
債
権
の
一
部
に
関
す
る
処
分
は
、
そ
れ
が
所
有
権
の

移
転
の
当
時
及
び
つ
ぎ
の
四
半
期
に
係
わ
る
限
り
有
効
で
あ
る
。」

も

っ
と
も
、
第
二
委
員
会
で
は
、
「使
用
賃
貸
人
は
、
将
来
に
係
わ
る
使
用
賃
貸
料
に
対
す
る
取
得
者
の
権
利
を
処
分
に
よ
っ
て
触
れ
る
こ
と

は
で
き
な（祀
」
と
の
原
理
か
ら
、
「
つ
ぎ
の
四
半
期
に
係
わ
る
」
使
用
賃
貸
料
債
権
の
処
分
は
、
例
外
的
と
考
え
ら
れ
て
い
た
。
と
い
う
の
は
、

賃
貸
土
地
の

「取
得
者
は
、
使
用
賃
貸
人
が
所
有
権
の
移
転
前
に
使
用
賃
貸
料
を
長
期
間
前
以
っ
て
取
り
立
て
る
な
ら
ば
、
そ
の
期
間
中
、
対
価

を
取
得
す
る
こ
と
な
く
契
約
上
の
用
益
義
務
を
負
う
こ
と
に
な（だ
」
か
ら
で
あ
る
。

とになば鶴
「果れ̈
仰醐増藤柵剛嚇御淋製聾一矛鰤」【蜘」な一判劉卸
一土動量用御舞端］」一い晰囃』劉濤罐舞彙御「『ｒι『」

し
か
し
、
「
つ
ぎ
の
期
間
の
使
用
賃
貸
料
に
関
す
る
処
分
が
し
ば
し
ば
使
用
賃
貸
人
に
と
っ
て
経
済
的
に
必
要
で
あ
る
」
こ
と
か
ら
さ
き
の
原

則
の
制
限
が
必
要
と
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「使
用
賃
貸
人
は
、
所
有
権
移
転
前
に
最
大
半
年
の
使
用
賃
貸
料
に
関
し
、
有
効
に
処

分
す
る
こ
と
が
で
き（認
」
こ
と
に
な
る
。

二
　
強
制
競
売
と
事
前
処
分
の
効
カ

Ｂ
Ｇ
Ｂ
に
お
け
る

「売
買
は
賃
貸
借
を
破
ら
な
い
」
の
原
則
へ
の
転
換
に
と
も
な
う
強
制
競
売
で
の
対
応
が
、
第
七
四
条

ａ
の
新
設
で
（
ど
。

そ
し
て
、
草
案
第

一
四

一
条
第

一
項
の
代
わ
り
に
お
か
れ
た
第
七
四
条

ａ
に
よ
り
、
同
時
に
、
草
案
第

一
四

一
条
第
二
項
が
処
理
さ
れ
る
。
第
三



項
は
、
同
時
に
、
削
除
さ
（
濯
。
こ
の
こ
と
は
、
Ｅ
Ⅱ
五
二
〇
条
に
関
す
る
注
に
記
載
さ
れ
た
、
「第
五

一
二
条
か
ら
第
五

一
六
条
、
第
五

一
九

条
、
第
五
二
〇
条
の
規
定
は
、
土
地
の
強
制
競
売
の
場
合
に
も
適
用
さ
れ
る
」
と
の
指
示
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
「土
地
が
使
用
賃
借
人
又
は
用
益
賃
借
人
に
委
ね
ら
れ
る
と
」
、
賃
貸
土
地
の
譲
渡
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七

一
条
、
五
七
二
条
、
五
七

五
条
と
と
も
に
、
事
前
処
分
の
効
力
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条

一
項
及
び
五
七
四
条
が

「準
用
さ
れ
る
」
こ
と
と
し
た

一
八
九
七
年
の

「強
制

導
靱［螂蝠
繊
熱
舞
炒謂
缶
震
時
緩
肘
証
粍
孵
詭
明
築
婦
戸
轟
艤疑
躍
為
Ｅ七靖
』

六
九
条
二
項
か
ら
任
意
譲
渡
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条

一
項

（Ｅ
Ⅱ
第
五

一
四
条
第
二
項
）
に
代
わ
っ
た
。

草
案
の
第

一
四

一
条
第

一
項
は
、
「使
用
賃
貸
料
又
は
用
益
賃
貸
料
債
権
に
関
す
る
処
分
は
、
こ
れ
が
物
的
債
権
者
に
対
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

（第

一

草
案
第

一
〇
六
九
条
第
二
項
、
第
二
草
案
第

一
〇
三
二
条
第

一
項
）
に
よ
つ
て
無
効
で
あ
る
以
上
、
競
落
人
に
対
し
て
有
効
性
を
欠
く
と
い
う
こ

と
を
疑
義
な
き
よ
う
に
し
た
い
」
と
い
う
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
強
制
競
売
の

「差
押
え
は
、
賃
貸
料
債
権
に
関
す
る
処
分
を
債
務
者
か
ら

競
落
人
で
は
な
く
債
権
者
の
た
め
に
奪
う
も
の
と
い
う
こ
と
認
め
ら
れ
る
な
ら
ば
、
競
落
人
は
、
第
五

一
四
条
第
二
項
の
保
護
に
制
限
さ
れ
る
が
、

こ
の
保
護
は
、
十
分
と
も
見
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
い
う
の
が
そ
の
理
由
で
あ
る
。

〓
一　
小
　
括

こ
の
よ
う
に
、
賃
貸
料
債
権
に
関
す
る
事
前
処
分
は
、
有
効
期
間
が
、
賃
貸
土
地
の
強
制
管
理
に
お
い
て
は
、
差
押
え
の
さ
い
の
四
半
期
及
び

次
の
四
半
期
ま
で

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
二
項
）、
他
方
、
強
制
競
売
に
お
い
て
は
、
競
落
の
時

（Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
）
又
は

賃
借
人
が
競
落
を
知

っ
た
時

（Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
）
の
四
半
期
及
び
次
の
四
半
期
ま
で
、
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
れ
ら
Ｂ
Ｇ
Ｂ
等
の
規
定
に
関
し
、　
一
つ
は
、
「処
分
」
の
意
義

・
範
囲
を
め
ぐ
っ
て
、
他
方
で
は
、
こ
れ
と
の
関
連
で

「処
分
」

の
有
効
期
間
が
長
す
ぎ
る
こ
と
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
施
行
後
、
早
々
に
問
題
と
な
っ
た
。
次
章
で
は
、
こ
の
問
題
を
検
討
す
る
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
五



注（
７
）

（
８

）

（
９

）

（
１０
）

（
１１
）

（
‐２
）

（
‐３
）

（
‐４
）
こ

の
草

案
全
文

は
、
参

照

、
口
ｏ
覇
↑
目
ｏ
す
■
ｏ
こ
ゴ

ｑ
目
ｑ

∽
ｏ
Ｆ
‘
げ
８
一
９

８
∽
じ

∪
お

口
Ｒ

詳
嘔
口
”

ヽ
８

ｕ
中
『
”
ｑ
】中ｏ
Ｆ
ｏ
口

０
８

ｏ
讀゙

‘
ｏ
Ｆ
ｐ

∽
，
ｏ
，
ｏ
甲

『
８

，

「
・
８
田

（
以

下

、
∽
ｏ
Ｆ
ｃ
げ
ｑ
Ｔ

Ｎ
く
〇
‐ω
８
Ｂ
“
口
”

と

し

て
引

用
す

る
。
）
・
ｐ
胡

Ｈ
臨
。

な
お
、
こ
の
草
案
は
、
い
。ｗ
Ｏ
ｗ
‐【
ｏ
日
日
ぃ脇
ざ
目
の
委
託
で

』
ｏ
Ｆ
ｏ
ｌ
が
作
成
し
た
草
案

Ｎ
く
の
‐く
ｏ
８
ユ
ヨ
‘
ュ

く
ｏ
目
い田
∞
が
、

一
八
八
八
年
八
月

一

〇
日
か
ら
翌
年
の
三
月
三
〇
日
ま
で
、
い
ｂ
Ｏ
”
‐因
ｏ
日
日
ぃ務
ざ
口
に
お
い
て
審
議
さ
れ
、　
一
八
八
九
年
四
月
、
国
‘
口
●
３
『
ユ

に
提
出
さ
れ
た
。
不
動
産
強

制
執
行
法
の
制
定
史
に
関
し
て
は
、
∽
ｏｒ
“
ぎ
『，

日
ユ
リ一ｏ
ｒ
“
口
”
り”
８
ｏ
〓
ｏＦ
８

●
８

０
８
ｏ
一８

自
げ
８

●
げ

Ｎ
ｌ
，
目
明
お
覇
一ｏ
置
ｑ
‘
口
”

“
口
ヽ

０
ぉ

Ｎ
ヨ
”
口
”
∽
くΦ■
１
，
】言
目
”

中口
Ｎ
く
〇
‐ω
Φ『
，
一暉
口
”

∽
■
職
・

（
・５
）
同
条
第

一
項
及
第
二
項
は
つ
ぎ
よ
う
な
規
定
で
あ
っ
た
。
①
強
制
競
売
さ
れ
た
土
地
が
使
用
賃
貸
借
又
は
用
益
賃
貸
借
さ
れ
て
い
る
場
合
、
使
用
賃
借
人
又

は
用
益
賃
借
人
と
競
落
人
と
の
間
の
法
律
関
係
は
、
民
法
典
の
第
五
〇
九
条
、
第
五

一
一
条
、
第
五
三
二
条
及
び
第
五
三
七
条
を
準
用
す
る
。
②
土
地
の
使

用
賃
貸
借
又
は
用
益
賃
貸
借
か
ら
生
じ
る
使
用
賃
貸
料
及
び
用
益
賃
貸
料
に
関
す
る
民
法
典
第
七
九
四
条
に
よ
り
取
得
さ
れ
る
債
権
は
、
競
落
に
よ
り
競
落

法
政
研
究
五
巻
三

・
四
号

含
一〇
〇
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
六

現
行
Ｂ
Ｇ
Ｂ
で
は
、
こ
れ
が
①
及
び
②
に
つ
い
て
は
一
一
二
〇
条
、
③
に
つ
い
て
は
一
一
二
七
条

。
一
一
二
八
条
、
④
に
つ
い
て
は
一
一
二
六
条
、
そ
し
て
、

⑤
に
つ
い
て
は
、　
一
〓
〓
二
条
に
と
、
別
々
の
条
文
に
規
定
さ
れ
て
い
る
。

〓

２

い
お

Ｎ
“

●
ｏ
日

日
ュ

ー

日

♂

Φ
す

８

口
庁

”
ｑ

【
¨
ｏ
Ｆ
ｏ
●

０

８

ｏ
一
Ｎ
げ
“
０
，
８

・

Ｕ
Ｐ

日

（
以

下

、

〓

２

い
お

ω
Ｐ

日

と

す

る

。
）
・

，

３

”

で
い０
一いく
の
日
・　
∽
。一
輌∞
・

〓
０
一いく
ｏ
日
Ｆ
∽
・Ｏ
ｏ∞
・

ソ
ｈ
〇
一いく
０
日
Ｆ
　
∽
。０
０
∞
・

一ζ
Ｏ
〓
く
ｏ
日
・
∽
ｂ
Ｑ
Ｆ

理
由
書
に
よ
れ
ば

（〓
２
いお
日
・
，
８
ｕ
し
、
「か
な
り
以
前
の
未
払
賃
貸
料
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
は
、
所
有
権
者
の
経
済
的
自
由
に
対
し
必
要
以

上
に
深
く
干
渉
す
る
こ
と
が
稀
で
な
く
、
と
く
に
未
払
賃
貸
料
債
権

へ
の
差
押
え
を
長
期
間
見
合
わ
せ
た
抵
当
権
者
は
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
賃
貸
料
債
権

に
つ
い
て
抵
当
権
の
効
力
を
及
ぼ
す
つ
も
り
が
な
い
と
み
な
さ
れ
る
」
と
す
る
。



人

に
移
転

す

る
。

（
・６
）
∽
ｏ
Ｆ
“
げ
０
諄
“
Ｎ
く
Ｏ
‐Ｕ
ｏ
『
，
一“
口
”

∽
ヽ
「
”

（
‐７
）
り
『
。
一Ｏ
Ｆ
Ｏ
〓
ｏ

ヽ
Φ
∽

日
口
一１
●
■
ぴ

●
ｏ
ｏ
”
中
Ｈ
”
ｏ
『
〓
ｏ
Ｆ
ｏ
目

Ｑ
Φ
り
ｏ
一Ｎ
げ
口
Ｏ
Ｆ
′

（
・８
）
”
・
ｏ
一Ｏ
Ｆ
Ｏ
〓
ｏ
。
国
０
・
目
，
∽
■
卜
い
。

（
・９
）
り
『
ｏ
いｏ
だ
０
〓
ｏ
・
Ｕ
●
。
日
・
∽
■
”
０
・

（
２０
）
「
『
ｏ
いｏ
Ｆ
ｏ
〓
ｏ
・
Ｕ
Ｏ
・
目
・
∽
。Ｈ
∞
０
・

（
２‐
）
「
■
ｏ
ｏ゙
Ｆ
ｏ
〓
ｏ
・
Ｕ
ら
・
目
・
∽
・Ｈ
”
０
・

（
２２
）
「
呵
。
一Ｏ
Ｆ
Ｏ
】Ｆ
・
”
口
・
目
・
∽
μ
Ａ
ｒ

（
２３
）
一
八
八
九
年
草
案

（Ｎ
く
Ｏ
‥日
ユ
ー
“
Ｌ
）
の
第
二
読
会
が
一
八
九
〇
年
末
に

，
日
”
の
委
託
を
受
け
た
内
部
委
員
会
が

一
八
九
四
年

一
〇
月

一
三
日
か
ら

一
Ｕ
Ｐ
目

（以
下
、
「
『β
ｏ
だ
２
ざ

り
Ｐ
目
と
す
る
。）。
〓
８
・
９
８
ド

”
“
日
ヽ
ｏ
昭

盟

に

よ

り

”

ｏ
い
ｏ
Ｆ
∽
言

り
゛
い
Ｎ
，
日

一
に

委

託

さ

れ

、

”

ｏ
い
ｏ
Ｆ
り
言

∽
一
い
甲

八
九
〇
年
二
月
二
九
日
ま
で
審
議
し
た
。
そ
の
結
果
、
新
草
案
が

一
八
九
六
年

九
七

三
月

一
四
日
に

国
暉
●
●
８
■
盟

に
提
案
さ
れ
た
。

（
Ｚ
）
以
下
、
∽
ｏ
Ｆ
ｃ
げ
Ｏ
ユ
・
Ｎ
く
Ｏ
‐Ｕ
ｏ
Ｈ
盟
‘
口
”

∽
・Ｏ
Ｓ
・

（
２５
）
も
つ
と
も
、
同
条
は
、
競
落
人
に
、
法
定
の
期
間
内
で
あ
れ
ば
、
賃
貸
借
関
係
を
解
約
す
る
こ
と
を
認
め
て
い
る
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
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研
究
五
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四
号

含
一〇
〇

一
年
）

第
二
章
　

賃
貸
料
債
権
の
差
押
等
と
土
地
担
保
権
の
効
カ

第

一
節
　
背
景
と
し
て
の

「第
二
抵
当
権
の
危
機
」

ま
ず
も

っ
て
大
い
に
議
論
さ
れ
た
の
が
、
土
地
賃
貸
人
の
一
般
債
権
者
が
担
保
土
地
に
係
る
賃
貸
料
債
権
に
対
し
て
行
な
っ
た
強
制
執
行
に
基

づ
く
差
押
え
に
つ
い
て
、
こ
れ
が

Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
や
五
七
三
条
の
規
定
す
る

「処
分
」
に
あ
た
る
の
か
、
で
あ
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
「処
２

帥
館
料
畔
晰
』
は
韓
』
剌
け
に
卿
れ
¨
あ ヵ、
一
）
「
糧
い
嘲
脚
「
断
勁
雄
村
凛
輝
部
』
力ヽ 処
け
い
猜
溝
「
隷
胸
い
に
な
け
靡
ｒ
な
】
ゆ
耐
蔵
籍
「
れ
ば
、

こ
の
論
議
に
関
し
て
は
、
「多
数
の
上
級
州
裁
判
所
と
と
も
に
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
第
三
民
事
法
廷
、
第
五
民
事
法
廷
が
詳
細
か
つ
説
得
力

あ
る
理
由
に
よ
っ
て
肯
定
す
る
判
決
を
下
し
た
」
こ
と
か
ら
実
務
上
解
決
し（だ
。
と
こ
ろ
が
、
こ
の
判
例
法
理
に
は
抵
当
実
務
の
側
か
ら
強
い
反

対
が
相
次
ぎ
、
つ
い
に
、　
一
九

一
五
年
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
、
五
七
四
条
、　
一
〓

三
二
条
、　
一
〓

一四
条
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
等
が
改
正
さ
れ
る
に

至

っ
た
。

改
正
法
案
の

「理
由
」
に
は
、
冒
頭
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
」
だ
。

「物
的
信
用
の
領
域
に
お
い
て
、
第
二
又
は
そ
れ
以
下
の
順
位
で
の
抵
当
権
の
調
達
に
関
し
顕
在
化
し
た
危
機
に
対
す
る
訴
え
が
以
前
よ
り
と

み
に
高
ま
っ
て
き
た
。
と
く
に
、
現
行
法
の
規
定
は
、
使
用
賃
貸
借
又
は
用
益
賃
貸
借
さ
れ
て
い
る
土
地
に
つ
き
、
物
的
権
限
あ
る
債
権
者
に
対

し
て
、
非
常
に
広
い
範
囲
で
使
用
又
は
用
益
賃
貸
料
債
権
を
有
効
に
処
分
を
す
る
可
能
性
を
開
い
て
い
る
と
い
う
こ
と
が
表
明
さ
れ
て
い
る
。
と

く
に
、
都
市
の
賃
貸
借
に
お
い
て
、
土
地
の

（強
制
執
行
に
よ
る
）
差
押
え
直
前
に
、
賃
貸
料
が
、
住
宅
所
有
者
に
よ
っ
て
譲
渡
さ
れ
た
り
、
債

権
者
に
よ
っ
て
差
押
え
さ
れ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
相
当
の
範
囲
に
お
い
て
物
的
な
権
限
を
有
す
る
債
権
者
の
追
及
か
ら
逃
れ
る
こ
と
が
頻
繁
に
あ
る

と
い
う
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
こ
と
に
、
与
信
者
が
新
規
に
第
二
又
は
そ
れ
以
降
の
順
位
で
土
地
担
保
貸
付
を
差
し
控
え
る
本
質
的
原

九

八



因
の

一
つ
が
認
め
ら
れ
る
」
。

こ
こ
に
は
、
①
賃
貸
料
債
権
の
事
前
処
分
に
関
し
、
「処
分
」
及
び

「効
力
」
の
範
囲
が
二
重
の
意
味
で
広
い
こ
と
、
こ
の
こ
と
が

②
事
前
処

分
の
頻
発

（濫
用
）
を
招
き
、
ひ
い
て
は
、
③
第
二
抵
当
に
よ
る
担
保
貸
付
＝
第
二
抵
当
市
場
か
ら
投
資
の
引
き
上
げ

（
い
わ
ゆ
る
第
二
抵
当
権

の
危
機
と
呼
ば
れ
た
現
象
）
が
生
じ
、
こ
れ
が
法
改
正
の
背
景
に
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
て
い
る
。

第
二
節
　
「処
分
」
該
当
性
を
め
ぐ
る
判
例

Ｄ
学
説
の
展
開

一　
対
立
す
る
学
説

Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
の
範
例
で
あ

っ
た
プ
ロ
イ
セ
ン
所
有
権
取
得
法
第
三

一
条
は
、
使
用
賃
貸
借
と
用
益
賃
貸
借
の

「譲
渡
」
と

「質
入
」
の

有
効
性
に
は
言
及
す
る
が
、　
一
般
債
権
者
の

「差
押
え
」
に
は
触
れ
て
い
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
プ
ロ
イ
セ
ン
の
実
務
で
は
、
第
三

一
条
は
、　
一

般
債
権
者
の
差
押
え
に
も
適
用
さ
れ
て
」
だ
。
し
た
が
つ
て

　ヽ
一
般
債
権
者
に
よ
る

「差
押
え
」
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
の

「処
分
」
に
該
当
す

る
こ
と
に
つ
い
て
は
争
い
が
な
い
も
の
の
、
こ
れ
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
の

「処
分
」
に
含
ま
れ
る
か
否
か
に
つ
い
て
は
、
見
解
の
対
立
が
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
否
定
説
に
与
し
た
”
８
一
オ
と
肯
定
説
の
見
地
か
ら
こ
れ
を
批
判
し
た
バ
ロ
Ｆ
●
、
Ｆ
Ｒ
Ｓ
罵
、
ヨ
ｏ
】魂
等
を
取
り
上
げ
、
そ
の
議
論
を

み
て
お
き
た
い
。

”
８
臨
群
は
、
賃
貸
料
債
権
の
差
押
え
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
〓

一四
条
の
意
味
で
の

「
処
分
」
に
は
あ
た
る
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
の
意
味
で
の

「処
分
」
に
は
あ
た
ら
な
い
と
し
て
、
各
法
条
の

「処
分
」
の
意
味
を
異
な
っ
て
解
す
る
。
し
た
が
っ
て
、
賃
貸
土
地
が
売
却
さ
れ
た
場
合
、
所

有
権
の
移
転

（
ア
ウ
フ
ラ
ッ
ス
ン
ク
）
の
ま
え
に
賃
貸
料
債
権
に
対
し
て
な
さ
れ
た

一
般
債
権
者
の
差
押
え
は
、
所
有
権
移
転
の
の
ち
に
弁
済
期

が
到
来
す
る
賃
貸
料
に
つ
い
て
は
、
そ
の
効
力
を
有
し
な
い
も
の
と
す
る
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
は
同
五
七

一
条
の
例
外
規
定
で
あ
る
と
い
う
の
が
立
論
の
出
発
点
で
あ
る
。
口
８
一
オ
に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
に

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
九
九
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〇

お
い
て
、
抵
当
権
者
は
、
賃
貸
料
債
権
を
差
し
押
さ
え
て
は
じ
め
て
、
こ
れ
を
取
得
す
る
。
そ
こ
で
、
賃
貸
料
債
権
に
対
す
る
事
前
の
処
分
は
、

抵
当
権
者
に
対
し
て
原
則
と
し
て
有
効
と
認
め
ら
れ
る
が
、
そ
の
有
効
性
に
は
、
抵
当
権
者
の
保
護
と
利
益
の
た
め
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
が

規
定
す
る
範
囲
に
制
限
さ
れ
る
。
そ
こ
で
、
抵
当
権
者
の
利
益
、
そ
の
保
護
さ
れ
る
べ
き
権
利
は
、
法
律
行
為
に
よ
る
処
分
の
み
な
ら
ず
強
制
的

な
方
法
に
よ
る
処
分
に
よ
っ
て
も
触
れ
ら
れ
そ
し
て
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
差
押
え
も
処
分
と
し
て
理
解
さ
れ
ざ
る
を
え
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
賃
貸
土
地
が
売
却
さ
れ
る
場
合
、
土
地
の
取
得
者
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七

一
条
に
よ
り
所
有
権
移
転

（
ア
ウ
フ
ラ
ッ
ス
ン
ク
）
の

時
か
ら
、
賃
借
人
に
賃
貸
空
間
を
提
供
す
る
義
務
を
負
い
、
他
方
、
そ
の
対
価
と
し
て
の
賃
貸
料
を
請
求
す
る
権
利
を
取
得
す
る
が
、
こ
れ
は
法

定
の
譲
渡
ｒ
りりいｏ
日
に
よ
っ
て
で
は
な
く
、
自
己
の
権
利
に
基
く
も
の
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
所
有
権
の
移
転
後
に
弁
済
期
と
な
る
賃
貸
料
は
土
地

の
取
得
者
に
帰
属
す
る
こ
と
か
ら
、
こ
れ
が
賃
貸
人
に
よ
っ
て
所
有
権
の
移
転
前
に
処
分
さ
れ
て
も
他
人
の
権
利
の
処
分
と
し
て
無
効
で
あ
る
。

た
だ
、
賃
貸
人
の
経
済
的
利
益
へ
の
配
慮
か
ら
、
こ
れ
の
例
外
規
定
と
し
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。

以
上
の
こ
と
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
で
は
、
法
律
行
為
に
よ
る
処
分
の
み
が
そ
の
制
限
内
で
例
外
的
に
有
効
と
扱
わ
れ
る
の
で
あ
っ
て
、
こ

れ
の
拡
大
解
釈
は
許
さ
れ
な
い
。
ま
た
、
賃
貸
料
債
権
に
対
す
る

一
般
債
権
者
の
差
押
え
は
、
賃
貸
人
の
利
益
の
た
め
に
な
さ
れ
る
の
で
は
な
く
、

賃
借
人
に
対
し
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
の
例
外
的
扱
い
を
根
拠
づ
け
る
賃
貸
人
の
経
済
的
利
益
は
こ
れ
を
欠
い
て
い

る
、
と
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
処
分
性
を
肯
定
す
る
ヨ
ｏ（珈
一
は
ヽ
賃
貸
料
債
権
が
賃
貸
人
に
属
し
て
い
な
け
れ
ば
、
”
８
一
オ
が
説
く
よ
う
に
、　
一
般
債
権

者
の
掴
取
は
許
さ
れ
ず
、
賃
貸
人
も
こ
れ
を
処
分
で
き
な
い
こ
と
を
認
め
つ
つ
も
、
次
の
よ
う
に
説
く
。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
人
が
賃
借
人
と
締
結

し
た
契
約
か
ら
生
じ
る
賃
貸
料
債
権
は
、
し
た
が
つ
て
、
こ
の
契
約
に
よ
っ
て
賃
貸
人
に
約
束
さ
れ
た
賃
貸
料
債
権
は
、
土
地
の
売
却
ま
で
、
賃

貸
人
に
属
し
、
そ
の
時
ま
で
に
な
さ
れ
た

一
般
債
権
者
に
よ
る
差
押
え
は
賃
貸
人
の
債
権
に
関
係
し
て
い
る
。
土
地
の
売
却
と
い
う
そ
の
後
の
成

り
行
き
に
よ
っ
て
土
地
が
譲
渡
さ
れ
た
と
し
て
も
、
賃
貸
料
債
権
は
、
こ
れ
が
す
で
に
差
押
え
ら
れ
て
い
る
と
き
は
、
買
主
に
移
転
し
な
い
。
賃

貸
人
が
こ
の
自
分
に
属
す
る
債
権
を
有
効
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
れ
ば
、
こ
れ
は
同
じ
よ
う
に
差
押
え
ら
れ
る
こ
と
が
で
き
る

（Ｂ



Ｇ
Ｂ
四
〇
〇
条
、
Ｚ
Ｐ
〇
八
五

一
条

一
項
）。

こ
の
よ
う
に
、
賃
貸
人
が
賃
貸
土
地
を
譲
渡
し
た
の
ち
の
、
す
な
わ
ち
、
も
は
や
賃
貸
人
に
属
し
な
い
将
来
に
係
る
賃
貸
料
債
権
を
処
分
す
る

権
能
を
有
す
る
か
否
か
で
、
”
８
一
オ
と
ヨ
ｏ
］属
は
、
見
解
を
異
に
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
理
論
上
の
対
立
の
み
な
ら
ず
、
実
際
の
影
響
に
関
し

て
も
認
識
が
別
れ
て
い
る
。

Ｆ
Ｒ
『師
〕
は
ヽ
国
８
・
オ

の
認
識
を
批
判
し
、
債
務
者
で
あ
る

「賃
貸
人
の
た
め
に
は
、
差
押
え
を
同
じ
よ
う
に
扱
う
こ
と
を
強
く
求
め
て
い

る
」
と
し
て
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

賃
貸
人
た
る

「債
務
者
が
差
押
え
の
効
力
を
土
地
の
譲
渡
に
よ
り
無
に
帰
せ
し
め
る
こ
と
を
予
測
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
、
経
済
的
に
厳
し

い
債
務
者
―
―
か
か
る
債
務
者
が
通
常
問
題
と
な
る
―
―
に
対
し
、
賃
貸
料
債
権
を
差
し
押
え
る
だ
け
で
済
ま
そ
う
と
す
る
弁
護
士
が
存
在
し
よ

う
か
。
通
常
た
だ
ち
に
強
制
競
売
又
は
強
制
管
理
を
、
多
く
の
場
合
賃
貸
人
た
る
債
務
者
の
経
済
的
破
綻
の
誘
因
と
な
ろ
う
と
も
、
申
立
て
る
こ

と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
」
、
と
。

さ
ら
に
、
パ
一
理

は

　ヽ
一
般
債
権
者
に
よ
る
強
制
執
行
を
回
避
せ
ん
と
す
る
弊
害
を
指
摘
し
、
「悪
意
の
あ
る
債
務
者
か
つ
賃
貸
人
―
―
か
か

る
債
務
者
が
存
在
す
る
と
い
わ
れ
て
い
る
―
―
に
法
み
ず
か
ら
が
、
差
押
え
に
よ
っ
て
取
得
さ
れ
た
善
良
な
債
権
者
の
権
利
を
幻
想
た
ら
し
め
る

手
段
を
あ
た
え
る
こ
と
に
な
る
」
と
、
す
る
。

こ
れ
に
対
し
て
、
ｏ
ｏ
一
鍵

は
、
差
押
え
の
処
分
性
を
肯
定
す
る
こ
と
が
物
的
信
用
に
弊
害
を
も
た
ら
す
こ
と
を
指
摘
し
、
次
の
よ
う
に
説
く
。

「土
地
の
取
得
者
は
、
第
五
七
三
条
の
異
例
な
規
定
に
よ
り
、
こ
の
規
定
が
前
者
の
自
由
意
思
に
よ
る
処
分
に
限
定
さ
れ
て
い
る
場
合
で
す
ら

確
実
に
危
険
に
さ
ら
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
場
合
に
は
、
前
所
有
者
が
処
分
を
故
意
に
沈
黙
し
て
い
る
と
き
に
の
み
取
得
者
の
不
利
益
が

生
じ
る
に
す
ぎ
な
い
。
こ
れ
に
対
し
て
、
第
五
七
三
条
の
効
力
が
賃
貸
料
債
権
の
差
押
え
に
も
拡
大
さ
れ
る
と
、
土
地
の
取
得
者
は
、
さ
ら
に
広

範
囲
に
損
害
を
受
け
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
。
そ
し
て
、
こ
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る

「と
く
に
強
制
競
売
の
場
合
、
こ
の
損
害
は
何
倍
に
も
は

っ
き

り
と
感
じ
ら
れ
、
と
り
わ
け
物
的
信
用
に
重
大
な
損
害
を
与
え
る
こ
と
に
な
ろ
う
」
と
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇

一



法
政
研
究
五
巻
三

・
四
号

含
一〇
〇
一
年
）

二
　
肯
定
説
に
与
す
る
判
例

一
〇
二

こ
う
し
た
状
況
の
な
か
で
、　
一
九
〇
四
年
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の
第
五
民
事
法
廷
と
第
三
民
事
法
廷
は
、
賃
貸
人
の
債
権
者
に
よ
っ
て
賃
貸

料
債
権
が
差
押
え
ら
れ
た
場
合
、
土
地
が
強
制
競
売
に
か
か
っ
た
事
例

（強
制
競
売
事
例
）
と
任
意
処
分

（売
買
）
さ
れ
た
事
例

（売
買
事
例
）

と
に
関
し
、
い
ず
れ
も
右
差
押
え
の

「処
分
」
性
を
認
め
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
三
七
条

・
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
を
適
用
を
し
た
。

１
　
強
制
競
売
事
例

ま
ず
、　
一
九
〇
四
年
五
月
二
六
日
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
第
五
民
事
法
廷
判
決

（”
Ｏ
Ｎ
認
二
曽
）
は
、
賃
貸
土
地
の
賃
貸
料
債
権
に
対
し
強

制
執
行
に
基
づ
く
差
押
え
、
転
付
命
令
を
取
得
し
た

一
般
債
権
者
に
対
し
て
、
抵
当
権
の
実
行
に
よ
り
賃
貸
土
地
を
競
落
し
た
者
が
、
右
賃
貸
料

の
返
還
を
請
求
し
た
事
案
に
関
し
、
右
の

「差
押
え
」
も
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

一
項
が
準
用
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
に
い
う
と
こ
ろ
の

「処
分
」
に
あ

た
る
と
し
て
、
こ
れ
を
否
定
し
た
。

ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
は
、
賃
貸
土
地
の
取
得
者
に
関
す
る
考
察
か
ら
は
じ
め
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
、
五
七
四
条
、
五
七
五
条
の
各
条
項
に
よ
っ

て
、
明
ら
か
に

「取
引
の
必
要
性
を
受
け
入
れ
、
そ
の
た
め
に
取
得
者
の
法
的
地
位
を
弱
め
て
い
る
」
が
、
「取
得
者
に
は
、
こ
れ
ら
の
規
定
に

よ
り
逃
し
た
賃
貸
料
に
関
し
、
処
分
者
か
ら
賠
償
を
求
め
る
こ
と
が
」
認
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
「取
得
者
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
の
場
合

に
お
い
て
、
こ
の
処
分
者

（賃
貸
人
）
へ
の
立
ち
戻
り
を
、
同
じ
具
合
に
、
す
な
わ
ち
、
譲
渡
に
よ
る
賃
貸
料
の
処
分
が
な
さ
れ
た
場
合
も
、
こ

れ
が
強
制
執
行
に
よ
っ
て
生
ぜ
じ
め
ら
れ
た
場
合
に
も
で
き
る
な
ら
、
本
件
の
場
合
、
処
分
を
法
律
行
為
に
よ
る
処
分
に
か
ぎ
っ
て
理
解
す
る
こ

と
を
正
当
化
す
る
こ
と
の
で
き
る
内
的
な
根
拠
を
欠
く
」
。
ま
た
、
現
行
法

（Ｂ
Ｇ
Ｂ
四
〇
〇
条
、
Ｚ
Ｐ
〇
八
五

一
条

一
項
）
は
、
「法
律
行
為
に

よ
る
債
権
の
譲
渡
が
許
さ
れ
る
場
合
は
す
べ
て
、
強
制
的
方
法
に
よ
る
譲
渡
も
認
め
て
い
る
」
。
さ
ら
に
は
、
賃
貸
料
債
権

へ
の
差
押
え
を

「処

分
」
か
ら
除
く
と
、
「債
権
者
に
は
、
強
制
競
売
及
び
強
制
管
理
、
そ
れ
ゆ
え
、
法
律
が
債
務
者
の
利
益
の
た
め
に
可
能
な
か
ぎ
り
最
後
に
と

っ

て
あ
る
方
策

へ
の
誘
因
と
な
ろ
う
」
。
こ
れ
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
の
規
定
が
配
慮
し
て
い
る
賃
貸
人

（債
務
者
）
の
利
益
に
却

っ
て
反
す
る
結

果
と
な
る
。



そ
し
て
、
コ

八
九
八
年
五
月
二
〇
日
の
強
制
競
売
に
関
す
る
帝
国
法
第
五
七
条
第

一
項
―
―
こ
れ
に
よ
り
、
強
制
競
売
に
お
い
て
も
、
土
地

が
使
用
賃
貸
人
又
は
用
益
賃
貸
人
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
と
き
、
『
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
五
七

一
条
、
第
五
七
二
条
、
第
五
七
三
条
第

一
項
及
び
第
五
七
四

条
、
第
五
七
五
条
の
規
定
が
準
用
さ
れ
る
』
―
―
か
ら
、
法
は
、
…
…
こ
こ
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
関
係
に
お
い
て
自
由
意
志
に
よ
る
買
主
と
異

な
っ
た
扱
い
を
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
」
。

２
　
売
買
事
例

つ
い
で
、
四
ケ
月
後
の
九
月
二
〇
日
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
第
三
民
事
法
廷
判
決

（”
Ｏ
Ｎ
８
Ｌ
ミ
）
は
、
強
制
執
行
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た

差
押
え

・
転
付
命
令
が
賃
貸
土
地
を
取
得
し
た
者
の
権
限
下
で
生
じ
る
賃
貸
料
に
ま
で
及
ぶ
場
合
、
こ
れ
が
従
前
の
賃
貸
人

（売
主
）
に
よ
っ
て

な
さ
れ
た
賃
貸
料
債
権
に
つ
い
て
の
処
分
と
同
じ
と
解
す
る
の
か
ど
う
か
が
争
点
に
な
っ
た
事
案
に
お
い
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
示
し
、
こ
れ
を

肯
定
し
た
。

右
判
決
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
の
内
容
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七

一
条
と
の
関
係
で
検
討
し
、
後
者
は
、
「原
則
と
し
て
、
特
定
の
、
す
で
に
成
立
し
て

い
る
使
用
賃
貸
借
関
係
に
関
す
る
か
ぎ
り

（
Ｚ
Ｐ
〇
八
四
四
条
参
照
）、
処
分
権
限
が
あ
る
と
み
な
す
の
が
原
則
で
あ
る
こ
と
」
、
そ
し
て
、
従
前

の
所
有
者

・
賃
貸
人
が
な
し
た
事
前
処
分
が
ど
の
範
囲
で
有
効
か
の

「規
制
が
、
五
七
三
条
に
お
い
て
、
単
に
、
合
目
的
性
の
観
点
か
ら
な
さ
れ

る
」
。
そ
こ
で
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条

一
項
が
そ
の
規
定
の
基
礎
と
す
る

「賃
貸
人
の
事
前
処
分
に
関
す
る
経
済
的
必
要
性
が
賃
貸
人
に
よ
る
事
前

処
分
の
効
力
拡
大
を
結
果
し
た
の
で
あ
れ
ば
、
同
様
の
こ
と
が
執
行
の
措
置
に
関
し
て
も
妥
当
す
る
。
賃
貸
人
自
身
が
賃
貸
料
Ω
量
則
処
分
に
よ
っ

て
既
存
の
債
務
を
償
還
す
る
か
、
又
は
賃
貸
物
件
を
獲
得
す
る
た
め
の
金
員
を
調
達
す
る
か
、
と
賃
貸
料
に
対
す
る
強
制
執
行
に
よ
り
、
そ
の
債

権
者
が
弁
済
を
受
け
る
か
は
、
こ
の
点
で
、
差
異
は
な
い
」
。

さ
ら
に
、
賃
貸
料
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
に
関
し
類
似
の
規
定
を
お
い
て
い
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
の
規
定
が
五
七
三
条
の
解
釈
に
関
す
る

以
上
の
見
解
を
補
強
す
る
と
す
る
。
ま
た
こ
の
解
釈
を
、
そ
の
立
法
の
経
緯
を
詳
細
に
跡
付
け
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
ま
と
め
て
い
る
。
第

一
〇
六
九

条
に
関
す
る
民
法
典
の
第

一
草
案
の
理
由
が
、
草
案
は

「本
質
的
に
プ
ロ
イ
セ
ン
法
の
規
定
―
―
と
く
に
所
有
権
取
得
法
―
―
に
従
っ
て
い
る
」

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
三



法
政
研
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五
巻
三
・
四
号
含
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一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
四

こ
と
を
強
調
し
て
い
る
の
み
な
ら
ず
、
草
案
の
第
二
読
会
た
め
の
委
員
会
も
、
現
行
の
第
五
七

一
条
及
び
第
五
七
三
条
を
形
造
る
規
定
、
「
一
人

七
二
年
五
月
五
日
の
所
有
権
取
得
に
関
す
る
プ
ロ
イ
セ
ン
法
及
び
第

一
〇
六
九
条
第
二
項
の
規
定
と
お
な
じ
考
え
方
に
依
拠
し
て
い
る
」
こ
と
か

ら
、
「双
方
の
立
法
作
業
の
断
面
に
お
い
て
、
か
か
る
決
定
的
な
諸
要
因
が
、
現
行
の
一
一
二
四
条
と
同
様
、
現
行
の
五
三
七
条
を
、
強
制
執
行

の
方
法
に
よ
る
処
分
に
お
い
て
も
、
適
用
せ
ん
と
す
る
つ
も
り
で
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
を
、
な
お
い
っ
そ
う
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
。

３
　
差
押
え
の
二
重
効

以
上
の
判
例
理
論
を
前
提
と
し
つ
つ
問
題
に
な
っ
た
の
が
、
双
方
の
手
続
き
が
、
例
え
ば
、
ま
ず
、
強
制
管
理
が
、
つ
い
で
強
制
競
売
が
な
さ

れ
る
よ
う
に
並
行
し
て
な
さ
れ
た
場
合
で
あ
る
。
ま
ず
強
制
管
理
に
お
い
て
、
賃
貸
料
債
権
の
処
分
は
、
そ
の
有
効
性
に
つ
き
、
抵
当
権
者

・
強

制
管
理
人
に
対
し
差
押
え
の
な
さ
れ
た
四
半
期
と
こ
れ
に
続
く
四
半
期
を
も

つ
て
終
わ
る

（
Ｚ
Ｖ
Ｇ
二
〇
条
、
一
四
人
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
〓

一四
条
）。

そ
し
て
、
続
く
強
制
競
売
に
お
い
て
も
、
事
前
処
分
が
、
今
度
は
、
競
落
人
に
対
し
て
、
同
じ
よ
う
に
競
落
の
さ
い
の
四
半
期
と
こ
れ
に
続
く
四

半
期
ま
で
有
効
と
な
る
の
か

（
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
）、
で
あ
る
。

こ
の
問
題
を
扱
っ
た
の
が

一
九
〇
六
年

一
二
月
五
日
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
第
五
民
事
法
廷
の
判
決

（”
Ｏ
Ｎ
Ｒ
ヽ
覇
）
で
あ
る
。　
一
般
債
権

者
が
そ
の
賃
貸
料
債
権
に
対
し
て
差
押

・
転
付
命
令
を
取
得
し
た
担
保
土
地
に
関
し
、
強
制
管
理
に
基
づ
く
差
押
え
が
、
さ
ら
に
三
ケ
月
ほ
ど
し

て
、
強
制
競
売
に
よ
り
抵
当
権
者
が
こ
れ
を
競
落
し
た
と
こ
ろ
、
競
落
後
に
弁
済
期
が
到
来
し
た
賃
貸
料
の
帰
属
が
争
点
に
な
っ
た
事
案
で
あ
っ

た
。
本
判
決
は
、
原
審
判
決
を
支
持
し
、
こ
れ
に

一
般
債
権
者
の
差
押
え
の
効
力
が
及
ぶ
も
の
と
し
た
。

原
審
判
決
に
よ
れ
ば
、
強
制
管
理
に
基
づ
く
賃
貸
料
債
権
の
差
押
え
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
二
項
に
よ
り
、
そ
れ
が
な
さ
れ
た
四
半
期
と
つ

ぎ
の
四
半
期
の
経
過
後
無
効
と
な
り
、
そ
の
後
に
な
さ
れ
た
強
制
競
売

・
落
札
に
よ
り
終
了
す
る
も
の
の
、
強
制
競
売
に
よ
る
差
押
え
に
よ
っ
て
、

再
び
復
活
し
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

・
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条

一
項
に
よ
り
、
競
落
の
さ
い
の
四
半
期
と
つ
ぎ
の
四
半
期
に
係
わ
る
賃
貸
料
に
、
そ
の
効
力

が
及
ぶ
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

ラ
イ
ヒ
最
高
裁
の
判
示
は
、
こ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
整
理
で
き
よ
う
。



ま
ず
、
「強
制
管
理
手
続
き
と
強
制
競
売
手
続
き
と
が
同
時
に
な
さ
れ
て
も
、
ま
た
こ
れ
を
申
立
て
た
債
権
者
が
双
方
の
執
行
手
続
き
に
お
い

て
同

一
人
で
あ
っ
て
も
」
、
「そ
の
結
合
は
純
粋
に
外
見
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
強
制
管
理
手
続
き
の
、
こ
れ
と
並
行
す
る
強
制
競
売
手
続
き
に

対
す
る
独
立
性
は
、
妨
げ
ら
れ
な
い
」
。
こ
の
基
本
的
な
認
識
か
ら
、
強
制
管
理
手
続
き
に
関
し
て
は
、
こ
れ
を
申
立
て
た
抵
当
権
者
は
、
抵
当

権
者
と
し
て
の
立
場
に
あ
り
、
「抵
当
権
者
の
権
利
は
、
そ
の
性
格
上
、
抵
当
権
に
よ
つ
て
制
限
さ
れ
た
所
有
権
か
ら
概
念
上
生
じ
る
権
限
を
超

え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
し
た
が
っ
て
、
「抵
当
権
者
が
、
そ
の
抵
当
権
に
よ
つ
て
、
担
保
土
地
上
の
所
有
権
が
競
落
人
に
移
転
す
る
前
に
弁
済

期
が
到
来
し
た
賃
貸
料
の
み
を
請
求
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
の
は
、
法
概
念
上
、
内
的
な
必
然
に
基
づ
く
」
。
し
か
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
二

項
が
規
定
す
る
範
囲
を
超
え
る
賃
貸
料
債
権
の

「処
分
」
は
、
抵
当
権
者
に
対
し
て
無
効
で
あ
る
が
、
「
こ
の
無
効
は
、
絶
対
的
で
な
く
、
相
対

的
で
あ
る
」
（Ｂ
Ｇ
Ｂ

〓
二
五
条
、　
〓
三
ハ
条
）。
そ
こ
で
、
そ
の
無
効
は
、
「処
分
さ
れ
た
賃
貸
料
が
、
所
有
権
移
転
の
結
果
、
差
押
え
と
結
び

付
き
、
そ
の
法
的
運
命
を
差
押
え
と
同
じ
く
す
る
強
制
管
理
手
続
に
よ
っ
て
も
は
や
取
得
さ
れ
な
く
な
っ
た
た
め
に
、
差
押
え
が
廃
止
さ
れ
た
よ

う
な
場
合
に
は
」
、
停
止
す
る
。
す
な
わ
ち
、
差
押
え

・
転
付
は
、
「復
活
す
る
」
。
そ
の
た
め
、
競
落
後
、
競
落
人
と
し
て
所
有
権
を
取
得
し
た

抵
当
権
者
は
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
ｂ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
に
よ
っ
て
、
差
押
え

・
転
付
の
効
力
を
甘
受
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

す
こ
う
し
て
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
は
、
強
制
管
理
手
続
き

（制
度
）
と
強
制
競
売
手
続
き

（制
度
）
と
を
別
個
独
立
の
も
の
と
し
て
立
論
し
、

差
押
え
の
二
重
効
を
認
め
た
の
で
あ
る
。

第
二
節
　
一
九

一
五
年
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
等
改
正

一　
法
改
正
の
動
き

差
押
え
の
二
重
効
を
認
め
た

一
九
〇
六
年

一
二
月
五
日
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
判
決
に
対
し
て
は
、
Ｆ
Ｒ
『臨
〕
の
よ
う
に
、
解
釈
論
と
し
て
疑

義
を
は
さ
む
見
解
も
も
ち
ろ
ん
あ
っ
た
が
、
論
者
達
が
と
く
に
強
調
し
た
の
は
、
こ
の
判
例
理
論
が
抵
当
権
者
に
与
え
る
損
失
で
あ
り
、
そ
の
た

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
五
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め
法
改
正
の
必
要
性
が
説
か
れ
、
様
々
な
改
正
提
案
が
な
さ
れ
る
に
至
っ
た
。

１
　
差
押
え
の
二
重
効
と
学
説
の
批
判

Ｆ
Ｒ
『ｏＲ

は
、
か
っ
て
一
般
債
権
者
に
よ
る
賃
貸
料
債
権
の
差
押
え
が

「処
分
」
に
該
当
す
る
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
右
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所

判
決
が
も
た
ら
す
実
際
上
の
問
題
点
を
、
抑
制
的
に
で
は
あ
る
が
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
い
て
」
型
。

「土
地
の
収
益
か
ら
金
銭
を
入
手
す
る
こ
と
が
で
き
る
な
ど
債
務
者
に
多
少
と
も
思
い
や
り
を
示
す
債
権
者
は
、
も
っ
と
も
厳
し
い
措
置
で
あ

る
強
制
競
売
を
手
控
え
、
強
制
管
理
を
開
始
す
る
傾
向
が
あ
る
。
し
か
し
、
強
制
管
理
に
お
い
て
収
益
を
確
実
に
取
得
で
き
る
信
じ
た
債
権
者
が
、

そ
の
思
い
や
り
の
成
果
が
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
強
制
競
売
に
移
行
せ
ざ
る
を
え
な
い
場
合
、
よ
く
あ
る
こ
と
だ
が
、
土
地
収
益
の
四
半
期
を
二

回
分
を
失
わ
ざ
る
を
得
な
い
こ
と
は
、
不
当
で
あ
ろ
う
」
と
。

ま
た
、
〓
いけ一ｏＨりけΦす
は
、
こ
の
判
決
が

「正
義
感
に
反
し
抵
当
権
者
の
利
益
と
す
べ
て
の
善
良
な
土
地
所
有
者
を
害
た
だ
」
と
断
言
す
る
が
、

そ
の
弊
害
の
根
は
よ
り
深
い
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
論
じ
る
。
「ま
ず
、
取
得
者

（競
落
人
、
破
産
管
財
人
）
は
、
用
益
を
委
ね
、
し
た
が
っ

て
自
ら
の
権
利
か
ら
賃
貸
料
を
請
求
で
き
る
に
も
拘
ら
ず
、
進
行
中
及
び
つ
ぎ
の
四
半
期
に
関
し
、
従
前
の
所
有
者

（破
産
債
務
者
）
の
処
分
を

有
効
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
で
あ
る
。
第
二
の
事
情
は
、
賃
貸
人
が
自
分
の
抵
当
権
者
の
権
利
に
配
慮
す
る
こ
と
な
く
抵
当
権
者
を
担
保

す
る
賃
貸
料
を
処
分
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
、
強
制
管
理
の
開
始
は
、
差
押
え
の
可
能
性
を
除
き
は
す
る
が
、
譲
渡
を
排
除
し
な
い
、
こ
と
で
猛
ぴ

しこ
。法

改
正
を

「正
当
性
が
あ
る
と
は
思
え
な
い
」
と
し
た
口
目
計
日
”
目
目
で
す
ら
、
「ま
る

一
年
間
の
賃
貸
料
を
抵
当
権
者
の
手
か
ら
奪
う
可
能

性
は
、
抵
当
権
者
を
ひ
ど
く
害
し
、
他
方
、
多
く
の
抵
当
権
設
定
者
に
、　
一
年
以
上
の
賃
貸
料
の
処
分
を
挑
発
す
る
こ
と
に
な
る
こ
と
、
多
言
を

要
し
な（祀
」
と
す
る
。

さ
ら
に
、
国
８
晰
一
は
ヽ
か

つ
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
の

「処
分
」
に
は

一
般
債
権
者
の
差
押
え
が
含
ま
れ
な
い
こ
と
を
主
張
し
た
が
、
同
条
第

二
項
の
規
定
が

「抵
当
権
者
を
著
し
く
害
す
る
」
こ
と
を
指
摘
す
る
。



す
な
わ
ち
、
「負
債
を
抱
え
か
つ
悪
意
に
満
ち
た
不
動
産
所
有
者
は
、　
一
年
を
超
え
る
賃
貸
料
を
譲
渡
し
、
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
れ

を
知
ら
な
い
不
動
産
取
得
者
は
、
進
行
中
及
び
つ
ぎ
の
四
半
期
の
賃
貸
料
を
失
う

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条

一
項
）。
そ
し
て
、
取
得
者
が
、
そ
の
所

有
権
の
ア
ウ
フ
ラ
ッ
ス
ン
ク
と
登
記
の
ま
え
に
、
数
年
に
及
び
得
る
長
い
期
間
に
関
す
る
処
分
を
知

っ
て
い
る
な
ら
ば
、
そ
の
処
分
は
、
知

っ
て

い
る
範
囲
に
応
じ
、
す
べ
て
自
ら
に
対
抗
さ
れ

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
二
項
）、
賃
貸
料
は
、
処
分
の
全
期
間
に
つ
き
、
取
得
者
か
ら
失
わ
れ
る
。

取
得
者
は
、
回
復
不
可
能
な
損
害
を
被
る
。
と
い
う
の
は
、
詐
害
に
よ
る
取
消
の
ご
と
き
何
ら
か
の
対
応
策
は
、
何
年
も
の
訴
訟
の
の
ち
場
合
に

よ
っ
て
は
自
ら
に
有
利
な
判
決
を
取
得
す
る
に
至
る
か
も
し
れ
な
い
が
、
有
効
な
満
足
に
至
る
こ
と
は
ほ
と
ん
ど
あ
る
ま
い
。
そ
し
て
、
賃
貸
人

の
法
律
行
為
に
よ
る
処
分
の
み
な
ら
ず
、
賃
貸
人
に
対
す
る
債
権
者
の
差
押
え
も
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
と
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
に
よ
っ
て
、
確
実
に
禍

い
と
な
ろ
う
」
。
「担
保
土
地
の
自
由
意
志
に
よ
る
処
分
は
、
購
買
意
欲
を
減
退
さ
せ
、
こ
れ
に
よ
っ
て
抵
当
権
の
価
値
を
下
げ
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三

条
の
規
定
を
考
慮
す
る
と
、
困
難
と
な
る
し
、
危
険
も
多
く
な
る
」
。

２
　
第
二
抵
当
権
の
危
機
と
法
改
正

し
か
し
、
こ
う
し
た
損
失
を
被
っ
た
の
は
、
十
分
に
担
保
さ
れ
て
い
る
第

一
抵
当
権
者
で
は
な
く
、
第
二
抵
当
権
者
又
は
そ
れ
以
下
の
抵
当
権

者
で
あ

っ（越
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の

「第

一
」
と
か
、
「第
二
」
と
か
と
い
う
の
は
、
こ
れ
が
単
に
土
地
登
記
簿
の
番
号
と
順
位
と
い
う
意
味
で
は
な
い
。
「第

〓

抵
当
権
は
、
担
保
土
地
の
価
値
に
よ
り
計
算
さ
れ
、
こ
の
担
保
土
地
価
値
の
一
部
分
で
表
現
さ
れ
た
最
大
値
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
の
価
値
領
域

の
後
か
ら
始
ま
る
場
所
と
し
て

「第
二
」
抵
当
権
が
位
置
づ
け
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
担
保
土
地
の
価
値
部
分
を
基
礎
と
す
る
こ
と
か
ら
、
「第

一
」
及
び

「第
二
」
抵
当
権
は
抵
当
取
引
上
ま
っ
た
く
別
個
の
意
義
を
有
し
て
」
濯
。
そ
し
て
ヽ
こ
う
し
た
区
別
は
、
抵
当
銀
行
な
ど
土
地
金
融

機
関
の
活
動
に
よ
っ
て
顕
著
と
な
っ
た
。
抵
当
銀
行
等
は
、
第

一
抵
当
権
を
確
保
す
る
が
、
そ
の
貸
付
額
は
土
地
価
値
の
約
六
〇
％
を
限
度
と
し

た
。
つ
い
で
第
二
抵
当
権
が
土
地
価
値
の
つ
ぎ
の

一
五
％
―
二
五
％
に
よ
り
担
保
さ
れ
る
。
第
二
抵
当
権
は
殆
ど
が
個
人
資
金
よ
り
貸
し
付
け
ら

れ
る
。
第
二
抵
当
権
は
、
し
た
が
つ
て
、
裕
福
な
中
産
階
級
の
投
資
対
象
で
あ

っ（だ
。
そ
し
て
ヽ
残
り
の
土
地
価
値

一
五
％
―
二
五
％
が
さ
ら
に

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
七
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八

後
順
位
の
抵
当
権
に
ま
わ
っ
た
。

こ
の
よ
う
に
抵
当
銀
行
等
は
、
そ
の
貸
付
限
度
が
厳
し
い
た
め
に
、
建
物
を
建
築
す
る
土
地
所
有
者
は
、
第

一
抵
当
権
の
み
で
は
建
築
資
金
に

不
足
を
生
じ
る
た
め
、
第
二
抵
当
権
に
よ
る
担
保
貸
付
を
受
け
ざ
る
を
得
な
い
。
も
ち
ろ
ん
、
第
二
抵
当
権
以
下
の
抵
当
権
と
い
え
ど
も
、
本
来

は
、
担
保
土
地
の
価
値
に
よ
っ
て
十
分
担
保
さ
れ
て
い
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
多
額
の
負
債
を
抱
え
、
担
保
土
地
が
競
売
さ
れ
る
と
な
る
と
、

担
保
土
地
に
係
わ
り
の
な
い
者
が
す
べ
て
の
抵
当
権
を
完
済
す
る
に
足
り
る
競
売
価
格
を
提
示
す
る
こ
と
に
は
な
ら
ず
、
結
局
、
抵
当
権
者
が
、

そ
の
抵
当
権
を
喪
失
し
な
い
た
め
に
、
み
ず
か
ら
競
落
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
。
こ
の
必
要
性
は
、
通
常
、
ま
ず
最
後
の
地
位
に
あ
る
抵

当
権
者
か
ら
始
ま
る
が
、
第

一
次
世
界
大
戦
前
の
危
機
的
な
不
動
産
市
場
の
な
か
、
第
二
抵
当
権
者
が
そ
の
担
保
土
地
を
み
ず
か
ら
競
落
す
る
か
、

も
し
く
は
抵
当
権
を
失
う
か
の
選
択
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
ず
、
他
方
、
そ
れ
以
降
の
抵
当
権
は
、
救
済
さ
れ
ず
、
こ
れ
を
失
っ
て
し（型
一％
¨

し
か
し
、
担
保
土
地
を
競
落
し
た
第
二
抵
当
権
者
は
、
賃
貸
料
債
権
の
事
前
処
分
に
よ
り
、
土
地
取
得
に
伴
う
負
担
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
賃
貸

料
収
入
を

一
年
余
り
も
確
保
で
き
な
い
、
と
い
う
事
態
に
直
面
す
る
に
い
た
っ
た
の
で
あ（“
。

一
九

一
〇
年
ご
ろ
か
ら
第

一
次
世
界
大
戦
の
開
戦
に
至
る
こ
ろ
、
第
二
抵
当
権
市
場
か
ら
個
人
的
な
私
的
資
本
が
ほ
と
ん
ど
引
き
上
げ
ら
れ
た

が
、
こ
う
し
た
事
態
が
こ
の
第
二
抵
当
権
の
危
機
を
招
い
た
主
た
る
原
因
と
し
て
、
大
方
の
論
者
は
、
第
二
抵
当
権

へ
の
投
資
を
呼
び
戻
す
た
め

に
賃
貸
料
債
権
の
事
前
処
分
を
規
制
す
る
等
、
法
改
正
を
主
張
し
た
の
で
あ
っ（だ
。

と
こ
ろ
が
、
賃
貸
料
債
権
の
事
前
処
分
を
規
制
し
、
そ
れ
に
対
す
る
抵
当
権
の
効
力
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
個
人
的
な
私
的
資
本
が
第

二
抵
当
権
市
場
に
戻
る
の
か
、
に
関
し
て
は
、
も
ち
ろ
ん
異
論
も
あ
っ
た
。

一
九

一
四
年
九
月
に
、
デ
ユ
ッ
セ
ル
ド
ル
フ
で
開
催
さ
れ
る
予
定
で

あ
「
数
導
一つ 二
江
［
鎌
増
は
躊
一
“
け
機
『
定
意
見
を
起
草
し
た
口
８
ユ
器
”
は
、
「よ
り
大
き
な
視
点
か
ら
考
察
す
る
と
、
ま
さ
に
、
疑
間
が
あ

抵
当
権
危
機
の
原
因
は
、
「
」
の
危
機
の
本
来
の
か
つ
究
極
的
な
原
因
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
周
知
の
危
機
の
勃
発
の
誘
因
で
あ
る

に
す
ぎ
な
い
。
…
…
真
の
原
因
は
よ
り
深
く
探
究
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
第
二
抵
当
権
に
よ
る
抵
当
信
用
を
充
足
す
る
こ
れ
ま
で
の
方
法
は
、
わ



れ
わ
れ
の
経
済
生
活
の
そ
の
他
の
発
展
に
明
ら
か
に
そ
ぐ
わ
な

い
。
す
な
わ
ち
、
そ
れ
は
、

い
わ
ゆ
る
証
券
資
本
主
義

（望

ｏヽＦ
”Φ甲

ｒ
”
ｏ
いご
】中ｏ日
房
）
の
時
代
に
は
も
は
や
合
わ
な
い
の
で
あ
る
。
個
人
投
資
家
は
、
そ
の
資
産
を
、
個
人
的
な
二
人
の
債
務
者
と
関
係
に
お
い
て
持

と
う
と
は
し
な
い
」
と
。

一
九

一
五
年
改
正
に
係
る

「理
」
型
」
も
、
こ
う
し
た
問
題
を
も
意
識
し
て
か
、
「も
つ
か
存
在
す
る
信
用
危
機

パ
『ｏ一
いＦ
算

は
、
ま
ず
も

つ

て
、　
一
般
的
な
経
済
的
な
関
係
及
び
私
法
の
領
域
で
は
な
い
特
別
の
事
情
に
そ
の
解
明
を
求
め
る
と
し
て
も
、
担
保
土
地
の
使
用
及
び
用
益
賃
貸

料
債
権
の
法
的
な
取
り
扱
い
に
関
す
る
苦
情
が
理
由
が
な
い
こ
と
と
し
て
し
ま
う
こ
と
は
で
き
な
い
」
と
慎
重
な
言
い
回
し
を
し
て
い
る
。
そ
の

う
え
で
、
「む
し
ろ
、
現
行
法
の
も
と
で
、
使
用
及
び
用
益
賃
貸
料
債
権
に
関
す
る
公
正
で
な
い
処
分
の
蔓
延
、
そ
し
て
そ
の
排
除
が
、
土
地
信

用
の
健
全
化
と
い
う
利
益
か
ら
求
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
が
、
顕
著
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
べ
き
で
あ
る
」
と
す
る
。

二
　
法
改
正
の
内
容

法
改
正
の
内
容
を
事
前
処
分
の
有
効
性
に
関
し
、
有
効
期
間
の
起
算
点
の

「前
倒
し
」
と
有
効
期
間
の

「短
縮
」
と
い
う
二
点
か
ら
ま
と
め
て

お
き
た
い
。

１
　
事
前
処
分
の
有
効
期
間
の
起
算
点
の
前
倒
し

法
案
の
提
案
理
由
に
よ
れ
ば
、
旧
法
の
事
前
処
分
の
効
力
に
関
す
る
規
定
が
適
用
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
「土
地
か
ら
満
足
を
受
け
る
債
権
者

が
、
そ
の
債
権
の
救
済
の
た
め
に
土
地
自
身
を
競
売
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
、
土
地
が
直
接
に
経
済
的
損
害
を
受
け
る
」
。
ま
た
、
判
例
法
理
に

よ
る
事
前
処
分
の
二
重
効
は
、
こ
こ
に

「正
当
な
経
済
的
必
要
性
は
存
在
し
な
い
」
し
、
「経
済
生
活
に
関
す
る
今
日
の
法
的
状
態
は
不
十
分
」

で
あ
り
、
「不
正
な
賃
貸
料
債
権
の
譲
渡
を
手
助
け
し
て
い
る
」
と
す
る
。

そ
こ
で
、
強
制
競
売
に
係
わ
り
、
事
前
処
分
の
有
効
期
間
の
起
算
点
に
関
し
、
こ
れ
が
変
更
さ
れ
、
前
倒
し
と
な
っ
た
。
す
な
わ
ち
、
賃
貸
料

債
権
に
関
す
る
賃
貸
人
と
賃
借
人
と
の
間
で
な
さ
れ
た
法
律
行
為
、
例
え
ば
、
徴
収
、
前
払
い
、
債
務
免
除
、
支
払
い
猶
予
な
ど
に
あ
っ
て
は
、

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〇
九
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こ
れ
が
競
落
の
時
か
ら
、
そ
し
て
、
強
制
競
売
の
場
合
に
は
、
そ
れ
に
よ
る
差
押
え
を
賃
借
人
が
知
っ
た（肥
、
と
な
っ
た

（Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
ｂ
、

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
）。
ま
た
、
賃
貸
人
が
他
の
者
と
な
し
た
事
前
処
分
、
例
え
ば
、
賃
貸
料
の
譲
渡
や
そ
の
差
押
え
な
ど
の
場
合
に
は
、
競
落
の

時
か
ら
強
制
競
売
に
よ
る
差
押
え
の
時
と
な
っ
た

（Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
ｂ
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
）。
も
っ
と
も
、
競
落
人
が
賃
貸
料
を
取
得
で
き
る

の
は
、
従
前
と
同
様
、
競
落
の
時
か
ら
で
あ
る
。

そ
し
て
、
こ
の
強
制
執
行
に
よ
る
差
押
え
が
な
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
に
さ
き
だ
ち
強
制
管
理
の
手
続
き
が
な
さ
れ
て
競
売
ま
で
継
続
し
た
と
き

は
、
強
制
競
売
に
よ
る
差
押
え
は
、
こ
れ
が
強
制
管
理
の
よ
る
差
押
え
の
時
に
遡
る
も
の
と
さ
れ
た

（Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
ｂ
二
項
）。

そ
こ
で
、
差
押
え
は
、
こ
れ
が
強
制
管
理
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
強
制
競
売
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
ろ
う
と
、
強
制
競
売
に
至

る
ま
で
に
は
か
な
り
の
時
間
が
か
か
る
の
が
常
で
あ

っ
た
こ
と
か
ら
、
競
落
人
が
競
落
し
て
か
ら
も
賃
貸
料
を
奪
わ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
実

際
上
は
、
生
じ
な
く
な
っ（浬
。

２
　
事
前
処
分
の
有
効
期
間
の
短
縮

「抵
当
権
者
の
法
的
地
位
を
経
済
的
に
改
善
す
る
た
め
に
」
事
前
処
分
の
有
効
期
間
が
つ
ぎ
の
よ
う
に
短
縮
さ
れ
た
。
強
制
管
理
に
係
わ

っ
て

は
、
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
合
意
さ
れ
た
賃
貸
料
が
前
払
い
さ
れ
た
場
合
、
こ
れ
が
抵
当
権
の
効
力
を
免
れ
る
の
は
強
制
管
理
の

「差
押
が
な
さ

れ
た
と
き
の
四
半
期
」
（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
三
条
二
項
）
に
限
る
。
ま
た
、
賃
貸
料
に
関
す
る
そ
の
他
の
事
前
処
分
も

「差
押
え
が
な
さ
れ
た
時
の

四
半
期
」
に
の
み
有
効
で
あ
る

（Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
二
項
）。
強
制
競
売
に
係
わ
っ
て
も
、
同
様
に
、
事
前
処
分
の
有
効
期
間
が
短
縮
さ
れ
た

（Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条

一
項
、
五
七
四
条
）。

も
つ
と
も
、
こ
う
し
た
有
効
期
間
の
短
縮
は
、
「不
公
正
な
取
引
に
限
ら
ず
、
賃
貸
料
債
権
に
関
す
る
す
べ
て
の
処
分
、
こ
れ
が
非
難
の
余
地

が
な
い
方
法
で
正
当
な
信
用
需
要
に
応
え
る
場
合
で
あ

っ
て
も
、
賃
貸
料
債
権
に
関
す
る
す
べ
て
の
処
分
に
打
撃
を
与
え
る
」
、
と
し
な
が
ら
も
、

「所
有
者
の
活
動
の
自
由
が
制
限
を
受
け
る
が
、
こ
れ
は
、
抵
当
制
度
の
改
善
を
約
束
す
る
利
点
に
対
し
て
著
し
く
重
要
で
あ
る
と
は
い
え
な
い
」

と
、
そ
の
正
当
性
が
説
か
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
「土
地
所
有
者
に
使
用
賃
貸
借
及
び
用
益
賃
貸
借
の
収
益
を
み
ず
か
ら
、
す
な
わ
ち
抵
当
権
者



の
関
与
な
く
管
理
す
る
可
能
性
を
残
し
て
お
く
」
と
い
う

「視
点
か
ら
」
、
「土
地
所
有
者
に
対
し
て
、
四
半
期
に
関
し
使
用
賃
貸
料
及
び
用
益
賃

貸
料
を
有
効
に
抵
当
権
者
に
対
し
て
処
分
す
る
自
由
を
与
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
」
と
す
る
。
「四
半
期
」
の
根
拠
は
、
「使
用
賃
貸
借
に
あ
つ
て

は
、
よ
り
短
い
支
払
い
期
間
が
合
意
さ
れ
て
い
な
い
限
り
、
例
外
な
く
、
賃
貸
料
支
払
い
の
基
盤
と
な
っ
て
い
る
」
こ
と
に
あ
る
。

他
方
、
も

つ
と
も
、
こ
の
有
効
期
間
に
は
、
例
外
が
設
け
ら
れ
、
強
制
管
理
の

「差
押
え
が
四
半
期
の
最
後
の
月
の
後
半
に
な
さ
れ
た
場
合
に

は
、
差
押
え
が
な
さ
れ
た
と
き
の
四
半
期
の
次
の
四
半
期
に
関
す
る
使
用
及
び
用
益
賃
貸
料
」
ま
で
、
抵
当
権
の
効
力
か
ら
免
れ
る
こ
と
と
さ
れ

紳

蒟

誠

慮
一し
一
年
一晦

燕

行

一餘

一静

粍

鶴

酵

贅

一轟
ね

胸

製

げ
接
御
「
け

つ 使
期
短
（嘲
崎
貯
知
珊
嶋

ば
、
週
極
め
、
二
週
極
め
、
月
極
め
な
ど
の
前
払
い
が
あ

つ
た
。
そ
し
て
、
月
極
め
の
前
払
い
で
あ

つ
て
も
支
払
期
日
が
当
該
月
の
初
日
と
は
限

ら
ず
、
前
月
末
に
支
払
わ
れ
る
こ
と
も
あ
る
。
ま
た
、
通
常
の
四
半
期
ご
と
の
賃
貸
料
支
払
い
で
あ
っ
て
も
、
慎
重
な
賃
借
人
が
弁
済
期
の
二

・

三
日
前
に
支
払
っ
た
り
、
ま
た
賃
貸
人
の
希
望
に
応
じ
て
こ
う
し
た
前
払
い
を
す
る
こ
と
も
あ
る
。
こ
う
し
た
場
合
、
強
制
管
理
の
差
押
え
が
、

四
半
期
が
経
過
す
る
直
前
に
な
さ
れ
る
と
、
い
ず
れ
も
次
の
四
半
期
に
係
る
賃
貸
料
の
支
払
い
と
な
る
た
め
に
、
賃
借
人
は

「
ふ
た
た
び
四
半
期

の
額
ま
る
ま
る
支
払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
危
険
に
さ
ら
さ
れ
る
」
。

そ
こ
で
、
賃
貸
人
の
保
護
は
、
事
情
に
よ
っ
て
は
、
三
ケ
月
半
に
も
及
ぶ
こ
と
が
あ
り
得
だ
。

一二
小

括

一
九

一
五
年
の
改
正
は
、
「法
的
状
態
の
本
質
的
な
ぃ
型
」
を
も
た
ら
和
計
耐
脚
群
】
群
´
と
は
ぃ
ぇ
、
そ
の
賃
貸
土
地
を
め
ぐ
る
担
保
貸
付

取
引
の
関
係
者
に
対
し
、
口
”
】】げ
”
ｇ
『
は
、
次
の
よ
う
な
実
務
上
の
対
応

①
抵
当
権
者
は
、
差
押
え
を
、
四
半
期
の
終
わ
り
に
す
る
こ
と
だ
け
は
避
け
る
必
要
が
あ
る
。
さ
も
な
け
れ
ば
、
そ
の
効
力
は
弱
く
な
る
。
反

対
に
、
賃
貸
料
債
権
の
譲
受
人
と
差
押
債
権
者
は
、
事
前
処
分
が
四
半
期
の
終
わ
り
に
行
わ
れ
て
も
、
大
抵
、
う
ま
く
い
く
見
込
み
は
あ
る
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一
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②
賃
貸
料
債
権
を
譲
渡
し
又
は
差
押
え
て
も
、
譲
受
人
又
は
差
押
債
権
者
は
、
こ
れ
が
確
実
な
保
障
を
与
え
て
く
れ
る
こ
と
を
も
や
は
あ
て
に

で
き
な
く
な
る
。

③
賃
借
人
は
、
強
制
管
理
又
は
強
制
競
売
の
目
的
の
た
め
の
土
地
の
差
押
え
が
な
さ
れ
た
後
に
は
、
賃
貸
人
と
の
協
定
に
用
心
す
る
。
こ
れ
は
、

通
常
、
無
効
で
あ
る
。

④
賃
借
人
に
と

っ
て
用
心
す
べ
き
は
、
賃
借
料
を
弁
済
期
の
前
に
支
払
う
こ
と
で
あ
る
。
こ
の
前
払
い
は
、
紛
争
と
な
る
。
ど
ん
な
こ
と
が
あ
っ

て
も
、
四
半
期
を
こ
え
る
賃
借
料
の
任
意
の
前
払
い
は
避
け
る
。

⑤
賃
借
人
は
、
将
来
、
四
半
期
以
上
に
係
る
賃
借
料
を
前
払
い
す
る
よ
う
な
賃
貸
借
契
約
、
と
く
に
半
年
に
わ
た
る
前
払
い
を
内
容
と
す
る
賃

貸
借
契
約
の
締
結
に
で
き
る
だ
け
用
心
す
る
。
こ
れ
は
、
改
正
法
に
よ
れ
ば
、
容
易
に
損
失
と
な
り
う
る
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
⑤
に
係
わ
る
こ
と
で
あ
る
が
、
賃
貸
人
と
賃
借
人
と
の
賃
貸
借
契
約
に
よ
り
、
賃
貸
建
物
の
建
築
や
修
理
の
た
め
の
資
金

協
力
と
し
て
、
賃
貸
料
が
相
当
長
期
に
わ
た
り

一
括
し
て
前
払
い
さ
れ
る
状
況
が
生
じ
た
。
そ
し
て
、
強
制
管
理
又
は
強
制
競
売
に
お
い
て
、
こ

れ
が
、
い
か
な
る
効
力
を
有
す
る
か
の
問
題
が
発
生
し
、
大
き
く
議
論
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
。
次
章
で
は
、
こ
の
問
題
を
扱
う
こ
と
と
す
る
。

注（
２６
）
一
般
債
権
者
に
よ
る
差
押
え
の
処
分
該
当
性
が
議
論
さ
れ
た
同
時
期
に
、
担
保
土
地
の
所
有
者
に
よ
る
用
益
権

（Ｚ
中Φい
げ
■，
ｃ
ｏこ

の
設
定
に
関
し
て
も
、

同
様
に
問
題
と
な
っ
た
。

ま
ず
、　
一
般
債
権
者
が
用
益
権
を
債
権
担
保
の
た
め
に
取
得
す
る
こ
と
が
あ
る
。
こ
の
場
合
、
当
該
土
地
上
の
先
順
位
抵
当
権
が
実
行
に
至
っ
た
場
合
、

こ
の
用
益
権
設
定
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
二
四
条
の
規
定
す
る

「処
分
」
に
あ
た
る
の
か
が
議
論
に
な
っ
た
が
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
は
、
こ
れ
を
否
定
し
た
。

一
九
〇
八
年

一
月
二
二
日
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
第
五
民
事
法
廷
判
決

（”
Ｏ
Ｎ
８
Ｌ
ｅ

は
、
「土
地
上
へ
の
用
益
権
設
定
は
、
も
っ
ぱ
ら
、
土
地
に
関

す
る
処
分
で
あ
り
、
そ
し
て
ま
た
、
賃
貸
料
に
関
す
る
処
分
を
含
ん
で
い
な
い
」
と
判
示
し
た
。
つ
い
で
、
同
第
五
民
事
法
廷
は
、　
一
九

一
二
年

一
二
月
二



一
日
判
決

（”
Ｏ
Ｎ
曽
Ｌ
ふ
）
に
お
い
て
、
次
の
よ
う
に
説
示
す
る
。
「用
益
権
者
に
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

一
〇
三
〇
条
に
よ
り
、
土
地
に
対
し
て
果
実
を
収
取

す
る
物
権
が
帰
属
す
る
。
物
の
果
実
は
、
第
九
九
条
第
三
項
に
よ
り
、
法
律
関
係
、
例
え
ば
用
益
又
は
使
用
賃
貸
借
契
約
の
結
果
、
物
が
与
え
る
収
益
で
も

あ
る
。
こ
の
収
益
に
対
す
る
請
求
権
は
、
用
益
権
の
設
定
と
登
記
に
よ
り
、
す
で
に
土
地
所
有
者
の
財
産
か
ら
除
か
れ
、
用
益
権
者
の
財
産
に
移
転
し
て
い

る
」
。
し
た
が
っ
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
の
意
味
で
の

「処
分
」
は
あ
り
え
な
い
。

し
か
し
、
抵
当
権
者
に
よ
る
差
押
え
が
な
さ
れ
る
ま
で
は
、
後
順
位
の
用
益
権
者
は
、
賃
貸
料
を
取
り
立
て
る
こ
と
が
で
き
る
。
さ
ら
に
、
先
に
用
益
権

が
設
定
さ
れ
て
い
る
場
合
に
は
、
後
順
位
抵
当
権
者
は
、
用
益
権
の
制
限
の
つ
い
た
抵
当
権
を
取
得
す
る
こ
と
に
な
る
。
用
益
権
と
抵
当
権
と
の
間
の
順
位

関
係
は
、
登
記
に
よ
っ
て
決
ま
る

（Ｂ
Ｇ
Ｂ

八
七
九
条
）。

他
方
、
抵
当
権
者
は
、
債
務
者
を
し
て
、
土
地
に
抵
当
権
と
併
せ
用
益
権
を
設
定
さ
せ
た
。
こ
の
こ
と
は
、
当
時
、
大
都
市
の
不
動
産
取
引
に
お
い
て
、

ほ
と
ん
ど
慣
行
に
な
っ
て
い
た

（∽
Ｌ
す
”
ｑ
・
Ｕ
お

∽
いｏデ
８
●
目
”

ヽ
３

”
”
“
”
ｏ
巨
”
ｏげ
８
ｏ
●
ｃ
８
Ｆ

口
Ч
づ
９
ｒ
ｏＦ

ｒ
口
“
Ｚ
”Φ
い
げ
『”
‘
ＯＦ

』
ヨ

【８
Ｐ

，
ふ
９
。
抵
当
権
者
は
、
用
益
権
の
取
得
に
よ
り
、
強
制
管
理
の
手
続
き
を
踏
む
こ
と
な
く
、
当
該
建
物
の
賃
貸
料
を
徴
収
し
、
こ
れ
を
建
築
貸
付
債
権
の

利
息
の
弁
済
に
充
て
る
こ
と
と
し
た
の
で
あ
る
。
保
全
用
益
権

８
いｏＦ
Ｈｃ
目
的
のユ
ｏい
げ
Ｈ
”
●
０
じ

い
わ
れ
る
用
益
権
の
形
態
で
あ
る
。
し
か
も
、
こ
の
用
益

権
設
定
は
、
債
務
者
の
他
の
債
権
者
が
当
該
土
地
を
差
し
押
さ
え
る
こ
と
な
ど
を
排
除
す
る
こ
と
、
い
わ
ば
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
三
条
以
下
の
規
定
を
潜
脱
す
る

こ
と
を
も
狙

っ
て
お
り
、
こ
れ
が
虚
偽
行
為
で
あ
り
用
益
権
と
し
て
の
効
力
に
疑
義
が
も
た
れ
て
い
た

（く性
。
コ
”
口
Ｆ
．リ
パ
ｏ
日
日
８
ご
『

圏
『

口
中
Ｃ
Ｈ”
Φ『
〓
ｏＦ
ｏ
目
（Ω
ｏ
ｏｏ一Ｎげ
●
ＯＦ
・
Ｕ
“
。日
・　
〓ｏ
Ｎｏ
・
∽
・００
０沖
）。

し
か
し
、　
一
九
〇
八
年
二
月
三
日
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
第
五
民
事
法
廷
判
決

（”
Ｎ
０

０
メ
鶴
９

は
、
支
配
的
見
解
と
同
じ
く
、
こ
の
用
益
権
の
効
力

を
認
め
、
そ
の
理
由
を
次
の
よ
う
に
、
説
く
。
「用
益
権
の
設
定
は
物
的

（抽
象
的
）
行
為
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
用
益
権
は
直
接
物
の
上

に
成
立
し
、
そ
の
用
益

Ｚ
二
Ｎｃ
●
”
と
し
て
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
九
九
条
、
第

一
〇
〇
条
に
よ
っ
て
、
賃
貸
料
も
支
払
わ
れ
る
。
こ
の
物
的
契
約
と
区
別
さ
れ
る
べ

き
は
、
そ
の
基
底
に
あ
る
債
務
的
契
約

（有
因
契
約
）
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
こ
れ
に
よ
っ
て
の
み
用
益
の
使
用
の
問
題
が
決
ま
る
。
そ
の
点
で
は
、
契

約
の
自
由
は
、
法
規
か
ら
、
と
く
に
用
益
権
に
関
し
て
適
用
さ
れ
る
強
行
的
規
範
か
ら
生
じ
る
制
限
以
上
の
制
限
を
受
け
な
い
。
…
…
契
約
の
内
容
は
、
法

規
の
強
行
法
規
と
は
矛
盾
し
て
い
な
い
」
。

一
一
一一一

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
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年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
四

（
２７

）

「
】
”
口
だ
。
り

因

９
日

日

嗜０
口
一
”
『

口
中
『
”
Φ
ユ

ざ

Ｆ
ｏ
ｐ

Ｏ

ｏ
り
Φ
ヾ

げ
“
ｏ
Ｆ
・

Ｕ
Ｏ
・
目

。

い
Ｏ
Ｎ
Ｐ

∽
』
∞
”

（
”
¨
）

“く
Ｏ
『
Ｆ
ｐ
●
ヽ
Ｈ
暉
目
的
Φ
口
　
●
Ｏ
ｏ
　
コ

Φ̈
い
ｏ
Ｆ
り
”
”
”
り
　
≦
Ｆ
　
Ｆ
Ｏ
”
い
り
］
”
一
“
『
り
０
『
い
Ｏ
●
０
　
目

・
　
∽
０
０
０
い
Ｏ
ロ
　
ロ
，
り
Ｏ
　
ω
Ｈ
ｏ
　
ｂ
ｒ●
Ｈ
ｐ
的
Φ
目
　
Ｎ
暉
　
Ｏ
Φ
口
　
∽
一
〇
口
ｏ
”
■
，
０
ァ
ぃ
０
０
Ｆ
Ｏ
目

国
ｏ『
ｏ
ｏＦ
一Φヨ
】４
，
Ｈ
げ
”り
日ｏ
ｕ
円０
い卜
ヽ
日∞
Ｚ
，
『
Ｈ
∽
，卜
，

（
２９

）

ｒ

”
沖
肖

，
コ
Ｎ
・
Ｈ
Ｏ
一

〇

０
『
ω
”

。
Ｏ

・
Ｕ

・
”
“
ｏ
Ｆ

”
“
い

●
い
ｏ

「

』
陣
口
ヽ
ロ
ロ
”

ヽ
Φ
『

】
Ｓ

い
Φ
゛
Ｆ

＝

（
り

，
ｏ
Ｆ
一
＝

）

Ｎ
い
目
∽
『
Ｏ
］
●
０
『
“
口
”

Ｎ
暉

げ
Ｏ
Ｎ
い
Ｏ
Ｆ
ｏ
口
一

』
ヨ
ヽ

【
０
０
Ｎ
・

∽
。
ω
い
卜
・

（
３０
じ

　

”

Φ
口
０
い
Ｘ
， 　

Ｈ
り
一
　
ヽ
い
ｏ

「
』
陣
口
ヽ
暉
●
”
　
ヽ
ｏ
弓
　
ぞ
【
】
Φ
一
〓
　
（
り

”
ｏ
Ｆ
一
）

Ｎ
い
口
り
い
Ｏ
『
Ｏ
Ｏ
『
●
口
”
　
０
い
●
ｏ
　
く
♂

＝
『
中
”
“
口
”
　
い
ロ
ロ
　
∽
い
●
目
０
　
●
０
０
　

０

０
『
∞
　
“
口
一
　
い
ｏ
０
　

０

Ｈ
Ｈ
Ｎ
ト

ロ
。Ｏ
。”
〓
』
メ
「
日ｏｏＮ

∽
』
∞魂
・
∽
あ
ロト電
。

（
３．

）

】ξ
Ｏ
〕
魂
・
”
ｏ
Ｎ
い
ｏ
Ｆ
一

り
い
ｏ
口

●
０
■
　
Ｏ
ｕ
『
”

口
・０

。国
。，
ｃ
ｏ
Ｆ

”
‘
』

口
い
０

”
』
陣
目
●
Ｃ
口
”

●
０
０

】Ｓ
い
Φ
ｆ

Ｏ
●
ｏ
ヽ

「
，
ｏ
Ｆ
一
Ｎ
い
●
０
０
〇
一
・
Ｕ
ｏ
い
一
『
陣
”
ｏ

Ｈ
ｏ
ｏ
卜
・
∽
。Ｎ
Ｏ
い
。

（
３２
）
ｒ
”
守
ｏ目
が

，
卜
・９
・
ヽ
ョ

ぃ０
３
・
ｐ
〓
Ｐ

同
旨
ヽ
ヨ
２
魂
・
Ｐ
Ｐ
ｏ
〓
∽
。ｙ
ｐ

（
３３

）

く

。
口
　

＞

・
Ｆ
ｃ
，
日

・　

】
∽
一
　

０
い
０
　

り

「
μ
目
ヽ
‘
口
”
　

●
０
■
　

一≦

い
Φ
”
Ｆ

＝

（
り

，
ｏ
Ｆ
一
＝

）

Ｎ
】
口
ｏ
「
ｏ
『
ら
ｏ
「
‘
口
”
　

目
，
Ｏ
Ｆ

　

ゆ

輌
『
ω
　

国

・
〇

・
”

。　

●
９
８

　

日

『
ヨ

ｏ
「
げ
ｏ
『
　

●
ｏ
り

Ｎ
い●
ｏ
”
『
‘
り
０
り
一」
ｏ
Ｆ
Ｏ
”
０
”
ｏ
●
中
げ
ｏ
■
ョ「
い『
Ｆ
り
，
日
Ｐ
一
・　
』
‘
　ヽ
い
Ｏ
Ｏ
Ｎ
。　
∽
。Ｎ
∞
Ｎ
・

（
３４

）

】Ｓ
ｐ
Ｘ

０

０
，
ｏ
●
・

国
ｏ
Ｎ
い
ｏ
Ｆ
一

り
い
Ｏ
Ｆ

Ｕ
Ｏ

”

・　

ｏ
ｕ
『
ω

●
“
『

”
“
「

貯
６
ぃ
１

日
〓
”
Φ

く

Φ
『
』
中
”
暉
口
”
Φ
口

Ｏ
●
ｏ
■

，
“
Ｏ
Ｆ

，
Ｃ
』

Ｎ
ｌ

，
日
”
り
く
ｏ
〓
ｏ
一
『
ｏ
ｏ
Ｆ
Ｃ
目
的
Φ
口
や

∪

』
Ｎ

い０
一卜
・　
∽
・卜一
一
・

（
３５
）
ｒ
ｐ
貯
ｏ目
Ｎ
は
、
と
く
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
の
立
法
過
程
の
分
析
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
く
。
賃
貸
料
は
、
二
回
の
四
半
期
を
経
過
す
る
と
、
抵
当
権
者

を
い
か
な
る
場
合
も
担
保
す
べ
き
も
の
と
す
る
の
が
同
条
の
意
図
で
あ
り
、
こ
れ
は
強
制
競
売
法
も
尊
重
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、
法
が
、

競
売
と
管
理
の
独
立
性
か
ら
、
ま
さ
に

（抵
当
）
債
権
者
に
好
都
合
な
事
情
の
さ
い
、
す
な
わ
ち
双
方
の
手
続
き
が
重
複
す
る
場
合
に
賃
貸
料
を
三
回
の
四
半

期
分
を
奪

っ
て
し
ま
う

つ
も
り
で
あ
る
な
ら
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
の
意
図
を
台
無
し
に
す
る
の
で
あ
り
、
こ
れ
は
奇
妙
な
こ
と
で
あ
ろ
う
、
と
。

Ｆ
，
い『ｏ
●
Ｎ
・　
弓
『
い一一
ら
い０
ぞ
いいΦ一ｏ
Ｎｏ
りりいＯ
●
げ
Φ】
Ｎ
Ｃ
りｏデ
】ｐ
”
自
げ
ｏ『
ｏい●
Ｏ
Ｎ
ｌ
”
口
”
りく
ｏ
■
■
，
Ｈ↑暉
口
”
口
い●
ヨ
Φヽ”
い●
ダ
「い『Ｆ
暉
口
”
や
・　
』
ゴ
「
い０
いω
・　
∽
。いい∞Ｏ
。

（
３６
）
Ｆ
，
守
ｏ
目
が

，
・”
。Ｏ
〓
∽
』
ＨＮｐ

（
３７

）

〓

”
Ｘ

ソ
摯

一
ざ

″

ざ

い
口

”

∪

お

Ω

Φ
』
陣

，
■
●
口
”

』
ｏ
ｏ

”

Ｏ
ｏ
，
お

●
ｏ
ｏ

口

ヽ
「
ｏ
一
Ｆ
ｏ
Ｆ
ｏ
目
的
］
陣
Ｃ
げ
い
”
ｏ
『
ｏ

，
日

〓

ぉ

薄

ぃ
●
ｏ

●
“
『
ｏ
Ｆ

●
Ｏ
ｏ
Ｏ
ｏ
日

＞

げ
■

３

“
目
的

暉
目
ヽ

「
『陣
目
ヽ
“
口
”
・　
Ｈ）
”
∽
］即
ｏ
ｏ
Ｆ
一
Ｈ
Ｏ
Ｈ
ω
・　
∽
・Ｎ
Ｎ
Ｏ
・



（
３８
）
〓
中一一ｏ】ｏ一Φ〓
“
Ｐ
，
ｂ
〓
ｐ
館
ド

（
３９

）

ｒ

い
口
Ｏ
ｏ
日

，
口
●
・

口

Ч
づ
２

汁

ｏ
Ｆ
ｏ
口
”
］
陣
暉
げ
い
”
ｏ
■

暉
口
Ｏ

〓

い
Φ
一
Ｎ
い
口
Ｐ

Ｕ

”
り

”

ｏ
ｏ
Ｆ
一

Ｈ
ｏ
Ｈ
Ｎ

∽
ｂ

ｏ
，

（
４０
）
Ｕ
Φ
口
ヽ
い図
・
〓
一ヽ
づ
ｏ
一Ｆ
Ｏ
Ｆ
Ｏ
口
”
】陣
“
げ
い”
ｏ
『

“
り
０

】≦
いΦ
一Ｎ
い●
０
。
Ｌ
ダ
ヽ
い
Ｏ
Ｈ
ω
・
∽
・卜
い
∞
・

（
４‐
）
し
た
が
っ
て
、
強
制
競
売
に
お
い
て
は
、
第

一
抵
当
と
第
二
抵
当
と
の
矛
盾

。
対
立
が
顕
在
化
し
た
。
い
く
。
目
ｏ●
ｏ
日
，
口
Ｆ

因
８
ａ
言
２
・
”
８
Ｆ

‘
ロ
ロ

ヨ́
Ｊ
Ｈ一ｏｏデ
ｐ
壼
｝
【Ｏ
Ｈ卜
・
Ｚ
一『
・【卜
・　
∽
・一∞
。

（
４２
）
具
体
的
な
内
容
に
関
し
て
は
、
参
照
、
ヌ
ス
バ
ウ
ム
＝
宮
崎

『独
逸
抵
当
制
度
論
』
貧

九
三
二
年
）

一
八
三
頁
以
下
。

（
４３
）
ヌ
ス
バ
ウ
ム
＝
宮
崎

。
前
掲
書

一
人
五
頁
、
三
四
七
頁
。

（
襲

）

ヌ

ス

バ

ウ

ム

＝

宮

崎

。
前

掲

書

二

五

六

頁

、

＞
『
多

“
Ｈ

Ｚ

暉
い
げ
”
Ｅ

Ｆ

Ｕ

げ

Ｎ
ｌ

”
●
”
鴫

ｑ

∽
一
Φ
置

ｑ

“
目
的

暉
目
“

Ｎ
ｌ

，
口
”
昭

ｑ

颯

ュ

言

目
”

Ｈ
８

Ｐ

∽
・鵠

・

（
４５

）

こ

う

し

た

実

情

に

関

し

、

国
暉
ロ
ロ
ｏ

Ｓ

‘
『

ｒ
や
¨
ｏ

●
３

Ｎ
ｌ

ｏ
い
”
ｏ
り

国

Ч
ｏ
２

Ｆ
ｏ
庁
ｏ
目
性

陣
暉
〓

”
８

・
∪

』
Ｎ

８

露

，
ｐ

に

８

し

は

、

ベ

ル

リ

ン

に

お

け

る

強

制

競
売
の
状
況
か
ら
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

「
の
ち
に
登
記
さ
れ
た
第
三
抵
当
権
者
又
は
第
四
抵
当
権
者
が
土
地
を
競
落
す
る
こ
と
は
例
外
で
あ
る
こ
と
。
そ
し
て
、
抵
当
権
者
で
な
い
第
三
者
が
競

落
す
る
大
方
の
場
合
、
第

一
抵
当
権
の
み
が
償
却
さ
れ
る
。
…
…
第

一
抵
当
権
の
み
な
ら
ず
、
第
二
抵
当
権
を
も
償
却
す
る
第
三
者
は
、
い
ず
れ
も
、
大
き

な
費
用
を
負
担
し
、
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
、
彼
に
と
っ
て
は
、
…
…
債
務
と
負
担
が
建
物
の
価
値
を
超
え
て
膨
ら
ん
で
い
る
。
第
三
抵
当

権
者
、
す
な
わ
ち
そ
の
債
権
担
保
と
し
て
土
地
登
記
簿
に
お
い
て
最
後
の
順
位
で
あ
る
建
築
請
負
人
は
、
不
動
産
の
取
得
を
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。

（
４６
）
ロ
ロ
ヽ
口
ｐ

Ｐ
Ｐ
Ｏ
ｔ
，
Ｈ８
Ｐ
が
紹
介
す
る
ベ
ル
リ
ン
に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
に
よ
れ
ば
、
強
制
管
理
の
八
〇
％
か
ら
九
〇
％
に
お
い
て
、
し
か
も
強
制
競

売
に
至
る
強
制
管
理
に
お
い
て
は
殆
ど
す
べ
て
に
お
い
て
、
物
的
債
権
者
の
差
押
え
ま
で
に
賃
貸
料
が
第
二
者
の
た
め
に
譲
渡
さ
れ
る
か
差
し
押
さ
え
ら
れ

て
い
る
。
ま
た
、
強
制
管
理
人
の
報
告
と
し
て
、
建
物
所
有
者
自
身
又
は
こ
れ
に
代
わ
っ
て
債
権
者
が
、
頃
合
い
を
見
計
ら
っ
て
、
す
な
わ
ち
物
的
債
権
者

が
利
息
の
延
滞
の
ゆ
え
に
行
動
に
で
る
ま
え
に
、
建
物
の
賃
貸
料
を
法
律
に
従
っ
て
処
分
す
る
こ
と
が
慣
行

”
８
●
ｏＦ
で
あ
る
。
し
か
も
、
譲
渡
が
仮
装
さ

れ
て
も
、
そ
の
証
明
は
物
的
債
権
者
に
と
っ
て
困
難
で
あ
る
、
と
。

（
４７
）
国
Φ
口
ｏ日
”
口
Ｆ

”
ｂ
ｂ
〓
，
８
需
・
に
よ
れ
ば
、　
一
九

一
三
年
当
時
、
都
市
の
抵
当
権
危
機
を
改
善
す
る
た
め
に
数
多
く
改
革
提
案
が
な
さ
れ
た
が
、
こ
れ

一
一
五

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷



法
政
研
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五
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四
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一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
六

ら
改
革
案
に
は
、
「ま
さ
に
相
対
立
す
る
流
れ
」
が
あ
り
、　
一
方
は

「資
本
流
動
性
を
高
め
よ
う
と
す
る
も
の
、
他
方
は
資
本
流
動
化
を
阻
止
す
る
も
の
」

が
あ

っ
た
。
第
二
抵
当
権
の
利
益
を
図
る
た
め
の
民
法
改
正
は
、
前
者
に
属
す
る
改
革
案
の
一
つ
で
あ
る
と
い
う
。

（
４８
）
一回
Ｏ
ｏ●
い”
ｏ■
・　
く
ご
『Ｆ
”
口
ヽ
］Ｃ
口
”
Φ口
●
Ｏ
ｏ
”Ｎ
・　
Ｈ）』
弓
・　
Ｕ
Ｏ
・　
】
・　
い０
日ヽ
・　
∽
・『Ｏ卜
‐『０
０
。

（
４９
）
Ｐ
Ｐ
Ｏ
〓
Ｚ
『
・ざ
・
，
，

（
５０
）
こ
れ
に
関
し
重
要
な
こ
と
は
、
強
制
競
売
の
差
押
決
定
が
債
権
者
の
申
立
て
に
よ
り
賃
借
人
に
送
達
さ
れ
、
ま
た
、
強
制
管
理
の
手
続
き
に
お
い
て
は
、
申

立
債
権
者
又
は
財
産
管
理
人
の
申
立
て
に
よ
り
、
賃
借
人
に
対
し
支
払
禁
上
が
発
せ
ら
れ
る
。

（
５．
）
く
Ｏ
●
リト
ロ
ｏ
〓
げ
，
●
ｏＦ

∪
お

く
ΦＬ
中
”
“
●
”
りげ
ΦｏＯ，
『
陣
●
Ｆ
“
●
”
げ
Ｌ

「
，
ｏＦ
す

暉
●
ヽ
ソ需
ｏヾ

い●
り
Φ
口
・
亀
■

Ｈｏ
ＨＰ

∽
あ
蛍
Ｆ

（
５２
）
賃
貸
料
の
支
払
い
方
法
に
よ
っ
て
は
賃
借
人
に
生
じ
る

「不
公
正
」
を
防
ぐ
た
め
で
あ
る

（口
Ｌ
ご
ｐ
‘
ｑ
・
Ｐ
Ｐ
９
・
ｐ
田
Ｈ魂
し
。

（
５３
）
口
”
〓
げ
ｐ
暉
ｏＪ

，
。Ｐ
Ｏ
〓
∽
あ
∞
ド

（
５４
）
Ｚ
暉
い
げ
ｐ
●
日
・
ｐ
・，
・〇
〓
∽
■
０
ド

（
５５
）
］田
ｏ
〓
げ
ｐ
“
ｏ
『
・
”
。”
・〇
〓
∽
・ぃいいヽ
。

も

っ
と
も
、
そ
の
後
、　
一
九
二
三
年

一
二
月
八
日
の
緊
急
勅
令
に
よ
っ
て
、
改
正
が
な
さ
れ
、
「四
半
期
」
が

「そ
の
月
」
と
、
「
四
半
期
の
最
後
の
半
月

内
」
が

「月
の

一
五
日
以
後
」
と
変
え
ら
れ
て
い
る
。



第

四
章
　
賃
貸
料
の

一
括
前
払

い
と
土
地
担
保
権

の
効
カ

第

一
節
　
背
景
と
し
て
の

「建
築
費
用
協
力
金
」

賃
貸
人
が
賃
借
人
か
ら
賃
貸
建
物
を
建
設

ｏ
修
理
す
る
等
の
た
め
、
賃
貸
料
を

一
括
前
払
を
す
る
と
い
う
形
で
建
築
費
用
協
力
金

（口
”
甲

Ｆ
ｏ
り一０罵
〓
多
庁
∽８
）
を
受
け
る
と
い
う
こ
と
は
、
第
二
次
世
界
大
戦
の
前
に
も
知
ら
れ
て
い
た
。

一
九
〇
〇
年
初
頭
に
は
、
賃
貸
建
物
に
関
し
、

そ
れ
が
既
存
建
物
に
せ
よ
新
築
建
物
に
せ
よ
、
と
く
に
、
営
業
用

・
事
務
所
用
建
物
に
お
い
て
、
賃
貸
人
が
賃
借
人
か
ら
賃
貸
料
の
前
払
い
を
受

け
る
こ
と
、
稀
で
は
な
か
っ（煙
。
し
か
し
ヽ
将
来
の
賃
借
人
が
建
築
費
用
を
供
与
し
な
い
と
建
築
計
画
が
資
金
を
調
達
し
得
な
い
と
い
２
」と
は
、

戦
後
の
異
常
な
住
宅
困
窮
と
建
設
資
金
の
欠
乏
と
い
う
状
況
の
な（だ
、
「特
徴
的
な
経
済
恥
袋
」
で
あ
つ
た
。
し
た
が
っ
て
、
事
情
が

一
変
し
た

現
在
、
そ
の
意
義
は
薄
れ
て
い
る
よ
う
で
か
犯
。

こ
の
賃
借
人
に
よ
る
建
築
費
用
協
力
金
に
関
す
る
主
要
な
法
律
問
題
は
、
①
例
え
ば
、
賃
貸
土
地
に
対
し
て
強
制
管
理
の
手
続
き
が
開
始
し
た

場
合
、
こ
れ
が
強
制
管
理
人
に
対
し
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
一
一
二
四
条
が
規
定
す
る
範
囲
を
越
え
て
有
効
な
の
か
。
さ
ら
に
、
②
賃
貸
借
契
約
が
早
く
解
消

さ
れ
る
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
場
合
、
賃
借
人
は
、
建
築
費
用
協
力
金
の
返
還
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
、
そ
れ
は
ど
の
範
囲
で
か
、
で
あ
つ

た
。と

こ
ろ
で
、
建
築
費
用
協
力
金
が
い
か
な
る
も
の
か
、
そ
の
供
与
の
方
法
と
賃
貸
料
債
権
と
の
関
係
か
ら
、　
一
般
的
に
は
、
三
種
の
契
約
類
型
、

す
な
わ
ち
、
①
賃
貸
料

の

一
括
前
払

い

（〓
中ｏけざ
『目
のＮ多
】目
し

、
②
無
償

の

（
返
還

の
な

い
）

建
築
資
金
供
与

（お
『申ｏ
『ｏ８

口
”
●
Ｆ
８

ｏ゙日
〓
魯
庁
∽Φ
）、
③
賃
借
人
貸
付

（〓
い①けΦ邑
鶴
Ｈ多
８
）
に
区
別
さ
か
理
。
し
か
し
ヽ
こ
れ
は
典
型
的
な
契
約
類
型
で
あ
り
、
実
際
に

は
混
合
形
態
も
あ
り
う
る
し
、
具
体
的
な
場
合
に
、
い
か
な
る
契
約
類
型
か
は
、
当
事
者
の
あ
い
だ
で
な
さ
れ
た
合
意
の
解
釈
、
す
な
わ
ち
当
事

者
が
本
当
に
何
を
望
ん
だ
の
か
が
決
定
的
に
重
要
で
あ
る
と
さ
れ
て
は
池
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
七



法
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五
巻
三
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四
号
含
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一
年
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一
一
人

そ
し
て
、
こ
の
三
類
型
の
建
築
費
用
協
力
金
に
よ
る
資
金
供
与
は
、
住
居
及
び
営
業
建
物
を
築
造
す
る
た
め
の
費
用
供
与
で
あ
り
、
か
つ
賃
貸

建
物
の
獲
得
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
か
ら
、
建
築
費
用
協
力
金
は
、
な
ん
ら
か
の
か
た
ち
で
賃
貸
借
契
約
と
つ
ね
に
結
び
付
い
て
い
る
。

そ
こ
で
、
ま
ず
、
建
築
費
用
協
力
金
を
め
ぐ
る
法
律
問
題
に
関
す
る
判
例

・
学
説
の
変
遷
を
明
ら
か
に
し
、
つ
い
で
、
こ
れ
を
契
機
に
な
さ
れ

た

一
九
五
三
年
の
強
制
競
売

ｏ
強
制
管
理
法
改
正
を
検
討
す
る
。

第
二
節
　
建
築
費
用
協
力
金
を
め
ぐ
る
判
例

・
学
説
の
展
開

一　

ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
時
代

１
　

一
九

一
九
年
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
決

建
築
費
用
協
力
金
の
効
力
に
係
わ
る
最
初
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の
判
決
は

一
九

一
九
年

一
月

一
四
日
の
第
三
民
事
法
廷
判
決

（”
Ｏ
Ｎ
ド
・

Ｎ８
）
で
あ
る
。
こ
の
判
決
は
、
硫
化
鉱
山
と
し
て
利
用
す
る
た
め
に
用
益
賃
貸
借
が
設
定
さ
れ
て
い
る
土
地
が
売
却
さ
れ
、
そ
れ
ま
で
に
用
益

賃
貸
借
契
約
に
従

っ
て
な
さ
れ
た
用
益
賃
貸
料
全
額
の
前
払
い
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
人

一
条
二
項
が
準
用
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条

一
項
所
定
の
期
間
を
越

え
て
買
主
に
対
し
効
力
を
有
す
る
か
が
争
点
に
な
っ
た
事
案
で
あ
っ
た
。

こ
の
判
決
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
一項
の
規
定
の
趣
旨
を
以
下
の
よ
う
に
解
し
、
こ
れ
を
肯
定
し
た
。

「使
用
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
い
て
な
さ
れ
た
賃
貸
料
の
予
め
の
徴
収
と
前
払
い
に
対
し
、
法
は
、
取
得
者
に
保
護
を
与
え
て
い
な
い
。
第
五
七

一
条
第

一
項
の
規
定
に
従
っ
て
、
取
得
者
は
、
所
有
権
が
存
続
す
る
あ
い
だ
使
用
賃
貸
借
関
係
か
ら
生
じ
る
権
利
を
承
継
す
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
法

の
意
思
は
、
取
得
者
が
自
己
の
義
務
で
あ
る
貸
与
に
対
し
い
か
な
る
場
合
に
も
そ
の
対
価
を
当
然
に
取
得
で
き
る
も
の
と
は
し
て
い
な
い
。
使
用

賃
貸
人
の
権
利
を
承
継
す
る
結
果
、
賃
貸
料
が
使
用
賃
貸
借
契
約
に
基
礎
を
お
い
て
い
る
と
き
、
ま
た
そ
の
限
り
で
の
み
、
賃
貸
料
請
求
権
が
取

得
者
に
認
め
ら
れ
る
」
。
し
た
が
つ
て
、
「賃
貸
料
が
、
賃
貸
期
間
を
分
割
し
た
各
期
間
の
経
過
に
よ
り
弁
済
期
が
到
来
す
る
分
割
額
で
は
な
く
、



契
約
に
よ
っ
て
全
額
を
土
地
の
処
分
前
に
支
払
う
べ
き
場
合
に
は
、
取
得
者
は
、
賃
貸
料
請
求
権
を
ま
つ
た
く
取
得
し
な
い
」
の
で
あ
る
。

さ
ら
に
、
本
判
決
は
、
こ
う
し
た
解
釈
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
以
下
の
規
定
の
立
法
経
緯
か
ら
跡
付
け
て
い
る
。
そ
し
て
、
取
得
者
に
は
、
「売

買
契
約
に
基
づ
き
承
前
人
に
対
し
て
追
奪
す
る
こ
と
の
み
が
残
さ
れ
て
い
る
」
と
す
る
。

そ
の
後
、
上
級
州
裁
判
所
に
お
い
て
、
か
か
る

一
括
前
払
い
の
有
効
性
は
、
強
制
競
売
に
お
け
る
競
落
人
に
対
し
て
貧
Ｓ
ｏ
¨
８
）
Ｏ
Ｆ
９

口
，
日
日
・
』
ョ

ＨＳ
Ｐ
鱈
鴫
）、
さ
ら
に
は
強
制
管
理
に
お
け
る
強
制
管
理
人
に
対
し
て
貧
８
ｏ
ヽ
〓
・
Ｏ
Ｆ
，

パ
曽
】り日
ぎ
・
』
ヨ

Ｈ８
９
導
８
）
、

こ
れ
を
認
め
る
裁
判
例
が
続
い
て
い
た
。

例
え
ば
、　
一
九
三
〇
年
七
月

一
四
日
の
パ
曽
】∽日
ぎ

上
級
州
裁
判
所
判
決
は
、
住
居
に
つ
い
て
の
賃
貸
借
契
約
締
結
当
日
、
賃
借
人
か
ら
賃
貸

人
に
交
付
さ
れ
た
建
築
貸
付
金

（口
”
口
一
闘
【魯
８
）
の
一
部
が
賃
貸
料
と
の
清
算

（く
ｏ『呵Φ多
日
目
し

に
よ
っ
て
返
済
さ
れ
る
も
の
と
さ
れ
た
が
、

そ
の
後
、
こ
の
賃
貸
不
動
産
に
対
し
て
強
制
管
理
が
実
行
さ
れ
た
事
案
に
関
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

本
判
決
は
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
決

（”
Ｏ
Ｎ
８
ζ
曽
）
及
び
口
”
日
日
上
級
州
裁
判
決

（』
ヨ

μ８
９
鱈
昭
）
を
引
用
し
つ
つ
、
「
所
有
権
交
代

（冒
∞
８
ご
ヨ
リ■
ｏ３
りΦじ

に
お
け
る
と
同
様
の
原
則
が
強
制
管
理
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
賃
貸
料
に
対
す
る
差
押
え
に
関
す
る
本
件
に
も
適
用
さ
れ

る
」
と
し
て
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
そ
の
理
由
を
説
示
し
て
い
る
。

「
こ
の
双
方
の
事
案
と
異
な
る
取
り
扱
い
は
、
法
律
の
規
定
に
そ
ぐ
わ
な
い
と
い
う
こ
と
が
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
五
七
三
条
、
第
五
七
五
条
と
差
押
え

に
適
用
さ
れ
る
第

一
一
二
四
条
、
第

一
一
二
五
条
の
文
言
と
を
比
較
す
る
こ
と
か
ら
す
で
に
明
ら
か
に
な
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
強
制
管
理
の
領
域
に

関
し
て
も
、
差
押
え
当
時
の
四
半
期
を
こ
え
る
賃
貸
料
の
処
分
が
少
な
く
と
も
す
で
に
所
有
者
と
賃
借
人
と
の
間
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
合
意

さ
れ
て
い
る
と
き
に
は
有
効
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
認
め
ら
れ
ね
ば
な
ら
な
い
」
。

２
　
一
九

一
九
年
判
決
を
め
ぐ
る
学
説
の
状
況

し
か
し
な
が
ら
、
こ
の
判
例
理
論
に
は
、
主
と
し
て
、
こ
れ
が
物
的
信
用
に
与
え
る
悪
影
響
と
関
連
諸
規
定
の
目
的
を
考
慮
し
、
「強
い
財
講
」

が
唱
え
ら
れ
た
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷

一
一
九
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ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の

一
九

一
九
年
判
決
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
及
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
の
趣
旨
に
関
し
、
こ
れ
ら
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七

一
条
の
例

外
を
定
め
る
も
の
と
し
、
コ

部
は
賃
貸
人
の
利
益
に
、　
一
部
は
賃
借
人
を
保
護
す
る
た
め
、
第
五
七

一
条
第

一
項
か
ら
生
じ
る
契
約
当
事
者

の

法
律
行
為
に
よ
る
処
分
の
自
由
に
対
す
る
例
外
が
賃
貸
料
に
係
わ

っ
て
お
か
れ
て
い
る
」
と
説
示
す
る
。

し
か
し
、
批
判
学
説
は
別
に
解
す
る
。
例
え
ば
、
Ｐ
〓
り３
継
設

に
よ
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七

一
条
以
下
の
規
定
が
意
図
す
る
土
地
売
却
に
お
け

る
賃
借
人
の
保
護
に
と

っ
て
は
、
賃
貸
借
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務

（く
ｏ遇
「Ｈい多
言
口
零
じ

の
み
が
取
得
者
に
引
き
受
け
ら
れ
れ
ば
十
分
で
あ
る
。

一
括
前
払
い
に
関
す
る
契
約
上
の
合
意
を
知
ら
な
い
取
得
者
に
と

っ
て
は
、
賃
貸
借
関
係
か
ら
生
じ
る
権
利
、
と
く
に
賃
貸
料
債
権
を
な
し
で
済

ま
さ
ね
ば
な
ら
な
い
な
ら
、
こ
れ
は

「耐
え
難
い
苦
難
」
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
「権
利
と
義
務
は
お
互
い
密
接
な
関
係
」
に
あ
り
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
七

一
条
か
ら
、
賃
貸
料
の
予
め
の
徴
収
と
前
払
い
は
、
こ
れ
が
賃
貸
契
約
に
取
り
決
め
ら
れ
て
い
よ
う
が
い
ま
い
が
、
取
得
者
に

「無
効
」
で

あ
る
と
い
う
原
則
が
導
き
出
ι
型
。

そ
の
う
え
で
、
強
制
管
理
に
お
け
る
抵
当
権
者
ま
た
は
破
産
に
お
け
る
破
産
財
団
と
の
関
係
に
お
い
て
も
、
契
約
に
よ
る

一
括
前
払
い
は
、
不

利
益
を
も
た
ら
す
こ
と
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
異
な
っ
た
取
り
扱
い
を
す
る
こ
と
は

「法
が
望
む
と
こ
ろ
で
は
な
く
」
、
そ
れ
ぞ
れ
規
定
さ
れ
た
範
囲

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
二
項
、
Ｋ
〇
二

一
条
二
項
）を
こ
え
る
場
合
、
「効
力
を
も
た
な
い
」
。

ま
た
、
強
制
管
理
に
係
わ
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
に
関
し
、
も

っ
と
も
重
要
な
問
題
が
提
起
さ
れ
る
と
の
認
識
の
も
と
、
”
８
謳
一
は
、
「賃
貸

料
に
関
す
る
他
の
処
分
に
関
し
て
は
、　
一
定
の
期
間
の
み
を
有
効
と
し
、
他
方
、
契
約
に
よ
る

一
括
前
払
い
だ
け
を
例
外
と
す
べ
き
と
い
う
の
は

理
解
で
き
な
い
」
。
契
約
に
よ
る

一
括
前
払
い
を
例
外
に
す
る
と
、
「抵
当
権
者
か
ら
賃
料
請
求
権
に
関
す
る
基
盤
が
奪
わ
れ
る
こ
と
を
防
ぐ
」
と

い
う
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
の
目
的
は
、
「ま
っ
た
く
不
完
全
に
し
か
実
現
さ
れ
え
な
い
で
あ
ろ
う
」
と
論
じ
る
。

他
方
、
こ
う
し
た
契
約
に
よ
る

一
括
前
払
い
が
も
た
ら
す
実
質
的
な
影
響
に
関
し
て
は
、
賃
貸
借
契
約
に
と
は
い
え
こ
れ
が
抵
当
権
設
定
後
に

締
結
さ
れ
る
と
、
抵
当
権
の
賃
貸
料
に
対
す
る
効
力
が

「幻
想
」
と
化
し
、
「物
的
信
用
の
基
盤
が
堀
崩
さ
か
型
」
。
「経
済
的
に
は
、
土
地
登
記

簿
か
ら
明
ら
か
で
な
い
物
的
負
担
と
し
て
機
能
」
し
、
「住
宅
に
関
す
る
登
記
簿
の
公
信
の
原
則
は
放
棄
さ
怒
£
」
こ
と
に
な
る
と
。



も

つ
と
も
、
こ
れ
と
は
違
っ
た
認
識
を
も
つ
見
解
も
あ
っ（越
。

一
括
前
払
い
の
合
意
が
、
賃
貸
土
地
が
売
買
に
よ
っ
て
所
有
関
係
が
変
わ
る
こ

と
を
意
識
し
て
、
新
所
有
者
に
損
害
を
与
え
る
こ
と
を
意
図
し
た
も
の
と
疑
わ
れ
る
と
い
っ
た
こ
と
は
、
こ
れ
が
賃
貸
借
契
約
自
体
に
お
い
て
な

さ
れ
る
場
合
に
は
あ
る
ま
い
。
ま
た
、
土
地
所
有
者
が
賃
貸
料
の
額
を
自
由
に
決
定
し
、
こ
れ
が
抵
当
権
者
に
対
し
て
有
効
と
す
る
権
利
を
有
す

る
以
上
、
か
か
る
権
利
に
異
論
を
唱
え
、
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
前
払
い
や
貸
付
金
と
の
清
算
を
合
意
す
る
こ
と
、
そ
し
て
こ
の
合
意
を
物
的
債

権
者
に
対
し
て
無
効
で
あ
る
と
説
く
こ
と
は
何
の
役
に
も
立
た
な
い
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
こ
の
一
括
前
払
い
か
ら
抵
当
権
者
が
保
護
さ
れ
る
手
は

あ
る
と
し
、
強
制
競
売
に
あ
っ
て
は
、
賃
貸
借
契
約
に
対
す
る
解
約
告
知
に
よ
り
、
ま
た
、　
一
括
前
払
い
の
合
意
に
対
す
る
取
消
権
の
行
使
と
か
、

さ
ら
に
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
三
三
条
、　
一
三
二
五
条
の
適
用
の
余
地
も
あ
る
と
す
る
。

反
対
説
が
賃
貸
料
の
一
括
前
払
い
が
物
的
信
用
に
も
た
ら
す
弊
害
を
強
調
す
る
の
に
対
し
て
、
肯
定
説
で
は
、
こ
れ
の
経
済
的
機
能
、
す
な
わ

ち
賃
貸
料
と
の
清
算

（相
殺
）
に
よ
っ
て
担
保
さ
れ
た
建
築
費
用
協
力
金
制
度
を
支
援
し
、
住
宅
建
設
を
推
進
す
る
と
い
う
政
策
的
な
考
慮
を
背

景
に
し
つ
つ
、
解
釈
論
が
な
さ
れ
て
」
犯
、
と
い
え
よ
う
。

か
か
る
解
釈
方
法
に
対
し
て
、
住
宅
困
窮
と
住
宅
供
給
と
い
っ
た
公
益
的
利
益
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ
制
定
の
さ
い
に
す
で
に
存
在
し
て
い
れ
ば
適
切
で
あ

る
が
、
そ
う
で
は
な
い
。
法
規
の
解
釈
の
た
め
の
視
点
と
し
て
は
、
使
え
な
い
、
と
の
批
判
も
あ
る
。
し
か
し
、
＞
ぎ
目
ぎ
漱
卸
一
は
ヽ
法
規
の
意

味
を
問
う
場
合
、
編
纂
者
が
そ
の
意
義
を
認
識
し
て
い
た
か
、
あ
る
い
は
認
識
す
る
可
能
性
が
あ
っ
た
か
を
考
慮
す
る
必
要
は
な
く
、
新
し
く
実

際
上
の
必
要
性
が
生
じ
る
と
、
そ
れ
以
前
の
解
釈
の
正
当
性
が
疑
わ
れ
、
法
規
の
新
し
い
意
義
が
明
ら
か
に
な
る
こ
と
の
可
能
性
を
肯
定
す
る
も

の
で
あ
る
、
と
反
論
す
る
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
口
ｏ鮮
９
は
、
パ
鶴
りＥ
Ｆ

上
級
州
裁
判
所
判
決
が
と
く
に
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
に
よ
っ
て
確
認
さ
れ
る
と

「物
的
信
用
に
対

し
て
お
お
き
な
征
騨
」
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
と
危
惧
し
た
が
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
は
、　
一
九
三
〇
年
代
に
入
っ
て
、
破
産
、
強
制
管
理
そ
し

て
強
制
競
売
に
関
し
、
肯
定
判
決
を
積
み
上
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷

一
一
一
一



法
政
研
究
五
巻
三
。
四
号
↑
一〇
〇
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
三
一

３
　
そ
の
後
の
判
例
法
理
の
展
開

ま
ず
、
破
産
者
所
有
の
賃
貸
土
地
を
売
却
し
た
破
産
管
財
人
が
買
主
か
ら
賃
貸
料
債
権
を
譲
り
受
け
、
賃
借
人
に
対
し
て
賃
貸
料
を
請
求
し
た

事
案
で
あ
る
。

一
九
三
〇
年

一
月
二
〇
日
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
第
八
民
事
法
廷
判
決

（”
Ｏ
Ｎ
に
ド
巨
３

は
、　
一
九

一
九
年
判
決

（”
Ｏ
Ｎ
Ｒ
。

Ｎざ
）
を
引
用
し
、
「も
し
、
本
来
の
使
用
賃
貸
人
が
土
地
を
売
却
し
て
い
れ
ば
、
新
し
い
所
有
者
が
こ
の
支
払
い
を
、
そ
し
て
こ
れ
と
契
約
上
結

び
付
い
た
法
的
結
果
を
有
効
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
、
こ
の
支
払
い
が
す
で
に
使
用
貸
借
契
約
に
よ
っ
て
予
定
さ
れ
て
お
り
、
後
に

な
っ
て
も
た
ら
さ
れ
た
も
の
で
な
い
か
ら
で
あ
る
」
と
し
、
「
」
れ
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
五
七

一
条
か
ら
生
じ
る
」
と
し
た
う
え
で
、
つ
ぎ
の
よ
う
に

説
示
す
る
。

「原
審
が
認
定
し
た
事
実
に
は
、
Ｋ
Ｏ
第
二

一
条
三
項
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、
本
件
の
破
産
管
財
人
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
自
由
意

志
に
よ
る
売
却
は
強
制
執
行
と
同
様
に
効
果
を
有
」
し
、
「ま
ず
も
っ
て
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
五
七

一
条
を
準
用
す
る
強
制
競
売
法
第
五
七
条
の
み
が
そ
の

効
果
を
発
揮
す
る
。
し
か
し
、
第
五
七

一
条
に
よ
り
、
法
的
効
果
が
形
成
さ
れ
る
な
ら
ば
、
す
で
に
説
示
し
た
よ
う
に
、
す
な
わ
ち
、
原
告
は
支

払
い
と
こ
れ
と
契
約
に
よ
つ
て
結
び
付
け
ら
れ
た
法
的
効
果
を
有
効
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
な
る
」
。

つ
い
で
、
強
制
管
理
に
関
す
る

一
九
三
二
年
六
月
六
日
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
第
八
民
事
法
廷
判
決

（”
Ｏ
Ｎ
８
，
お
じ

で
あ
る
。
こ
の
ラ

イ
ヒ
最
高
裁
判
決
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
な
事
案
で
あ
る
。
用
益
賃
貸
借
が
な
さ
れ
て
い
る
劇
場
の
所
有
者
に
対
し
強
制
管
理
が
実
行
さ
れ
、
強
制
管

理
人
が
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条

一
項
に
基
づ
き
賃
貸
料
を
請
求
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
、
劇
場
を
開
業
す
る
に
必
要
な
修
復
と
そ
の
費
用
を
賃
借

人
が
負
担
し
、
こ
れ
が
賃
貸
料
に
算
入

（＞
日
ｏ３
日
目
し

さ
れ
支
払
わ
れ
た
も
の
と
み
な
さ
れ
る
旨
の
賃
貸
借
契
約
に
基
づ
き
修
復
を
実
施
し

た
賃
借
人
が
こ
の
特
約
を
主
張
で
き
る
か
が
争
わ
れ
た
。

こ
の
判
決
は
、
こ
の
特
約
に
基
づ
く
処
理
の
効
力
を
認
め
、
そ
の
理
由
に
関
し
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
「
Ｚ
Ｖ
Ｇ
第

一
五
二
条
第
二
項

に
よ
り
、
使
用

（用
益
）
賃
貸
契
約
は
、
土
地
が
差
押
前
に
使
用

（用
益
）
賃
借
人
に
引
き
渡
さ
れ
て
い
る
限
り
、
強
制
管
理
人
に
対
し
て
も
有

効
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
賃
貸
料
の
支
払
い
を
通
じ
て
履
行
に
係
わ
る
合
意

（前
払
い
、
相
殺
）
が
、
強
制
管
理
人
を
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第

一
一
二
三



条
以
下
の
規
定
か
ら
生
じ
る
以
上
に
拘
束
す
る
と
い
う
こ
と
は
必
然
で
は
な
い
。
し
か
し
、
賃
貸
料
の
決
定
に
関
す
る
す
べ
て
の
取
決
め
は
、
当

然
、
そ
の
履
行
に
効
力
を
及
ぼ
し
、
ま
た
は
こ
れ
と
結
び
付
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
、
強
制
管
理
人
に
よ
っ
て
完
全
に
守
ら
れ
る
べ
き
契
約
条
件
の

範
囲
に
関
す
る
も
の
で
あ
り
、
処
分
の
概
念
が
そ
の
存
在
を
前
提
と
す
る
す
で
に
合
意
さ
れ
た
賃
貸
料
に
関
す
る
処
分
を
含
ん
で
い
な
い
」
。
す

な
わ
ち
、
「そ
の
取
決
め
と
使
用
賃
貸
人
の
契
約
履
行
と
の
密
接
な
関
係
か
ら
、
第
二
条
の
合
意
は
、
使
用
賃
貸
料
の
査
定
に
係
わ
る
本
質
的
な

取
決
め
で
あ
っ
て
、
清
算

（相
殺
）
に
必
要
な
取
決
め
を
含
ん
で
い
な
い
こ
と
が
明
ら
か
で
ぁ
認
」
。

以
上
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の
判
例
法
理
を
整
理
す
る
と
次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

賃
貸
料
の

「前
払
い
」
が
、
賃
貸
土
地
の
強
制
競
売
に
お
け
る
競
落
人
、
強
制
管
理
に
お
け
る
強
制
管
理
人
、
譲
渡
に
お
け
る
買
主
さ
ら
に
は

破
産
に
お
け
る
破
産
管
財
人
に
対
し
て
、
各
関
連
規
定
の
制
限

（Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
他
）
に
も
拘
ら
ず
こ
れ
を
越
え
て
有
効
と
な
る
に
は
、

①
賃
貸
料
の
前
払
い
が

「賃
貸
借
契
約
」
に
お
い
で
合
意
さ
れ
、
こ
れ
が

「賃
貸
借
契
約
に
基
づ
い
て
」
な
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
。

し
た
が
っ
て
、
本
来
の

「賃
貸
借
契
約
」
に
お
い
て
な
さ
れ
た
賃
貸
料
の
取
決
め
の
事
後
的
な
変
更
が
な
さ
れ
た
場
合
に
は
、
こ
れ
は
効
力
を
有

し
な
い
こ
と
に
な（縫
。

②
賃
貸
料
の
前
払
い
に
関
す
る
合
意
は
、
賃
貸
料
の
決
定

（口
ｏりま
日
日
目
し

に
関
す
る
取
決
め
で
あ
っ
て
、
決
定
し
た
賃
貸
料
の
支
払
い

（清
算
）
に
関
す
る
取
決
め
で
は
な
い
こ
と
。
し
た
が
っ
て
、
賃
貸
料
は
、
強
制
管
理
の
差
押
等
の
前
に
は
支
払
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
意
味
で
、
賃
貸
料
請
求
権
は
存
在
せ
ず
、
そ
の

「処
分
」
も
あ
り
え
な
い
。

こ
の
よ
う
に
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の
判
例
法
理
は
賃
貸
料
の
前
払
い
一
般
に
関
し
て
立
論
が
な
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
後
、
賃
貸
料
前
払
い
の

使
途
に
着
目
し
た
下
級
審
判
決
が
現
れ
て
い
る
。
こ
れ
が
、　
一
九
三
五
年
九
月

一
六
日
の
ベ
ル
リ
ン
州
裁
判
所
判
決

（シ
ヨ
８
８
Ｌ
８
じ

で
あ

ＺＯ
。賃

貸
借
契
約
締
結
後
の
取
決
め
に
基
づ
き
賃
貸
住
宅
の
修
復
費
を
支
出
し
た
賃
借
人
が
、
賃
貸
住
宅
の
競
落
人
に
対
し
て
、
こ
の
取
決
め
に
よ

り
行
な

っ
た
修
復
費
と
賃
貸
料
と
の
清
算
を
主
張
で
き
る
か
が
争
点
で
あ

っ
た
。
ベ
ル
リ
ン
州
裁
判
決
は
、
こ
の
場
合
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
、
五
七

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
〓
一
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一
年
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一
一
一四

条
ｂ
及
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条

一
条
の
適
用
の
例
外
と
し
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
の
法
理
と
は
別
に
理
由
を
求
め
、
そ
れ
を
つ
ぎ
の
よ
う
に
説
示
し
た
。

ま
ず
、
「か
か
る
解
釈
問
題
は
、
こ
れ
が
決
定
的
に
係
わ
っ
て
い
る
第
五
七
三
条
第

一
項
の
成
立
史
及
び
文
言
に
よ
っ
て
は
、
う
ま
く
い
か
な

い
。
概
念
的
な
考
量
も
決
定
的
意
義
が
認
め
ら
れ
な
い
」
と
し
て
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
の
解
釈
視
点
を
批
判
し
、
で
」
の
解
釈
問
題
は
、
法
規
の
意

義
、
目
的
及
び
効
果
に
よ
っ
て
、
回
答
を
な
し
う
る
。
経
済
的
及
び
社
会
的
利
益
の
考
慮
の
成
果
が
決
定
的
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
。

そ
こ
で
、
「住
宅
の
賃
貸
と
修
復
は
、
本
件
で
は
、
賃
借
人
に
よ
る
前
貸
し

（”
８
９
ｏ，
日
〓
●
し

に
よ
っ
て
は
じ
め
て
可
能
に
な
っ
た
」
し
、

こ
れ
が

「土
地
自
身
の
改
良

（く
Φ『ｇ
りｏｏ『目
し

に
役
立
っ
て
」
お
り
、
取
得
者
の

「地
位
は
事
前
処
分
に
よ
っ
て
不
当
に
侵
害
さ
れ
て
い
な

い
」
。
し
か
も
、
か
か
る
取
決
め
に
は

「賃
貸
住
宅
の
維
持
と
雇
用
創
出
に
対
す
る
公
の
経
済
的
及
び
社
会
的
必
要
性
」
が
（
だ
。

こ
の
ベ
ル
リ
ン
州
裁
判
所
判
決
は
、
そ
の
後
の
連
邦
通
常
裁
判
所
時
代
の
判
例
法
理
の
展
開
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
が
、
こ
れ
を
つ
ぎ

に
み
て
い
き
た
い
。

一
一
　

連
邦
通
常
裁
判
所
時
代

１
　
一
九
五
二
年
連
邦
通
常
裁
判
決
と
学
説
の
状
況

建
築
費
用
協
力
金
の
効
力
に
関
し
て
最
初
に
下
さ
れ
た
の
は
、　
一
九
五
二
年
六
月
六
日
の
連
邦
通
常
裁
判
所
第
五
民
事
法
廷
判
決

（”
〇
口
Ｎ
，

Ｎ
８
）
で
あ
る
。
建
築
費
用
協
力
金
の
供
与
に
よ
り
半
額
と
さ
れ
た
賃
貸
料
は
、
賃
貸
人
の
財
産
に
関
す
る
破
産
手
続
の
開
始
後
、
破
産
管
財
人

に
対
し
て
、
Ｋ
〇
二

一
条
二
項
の
規
定
す
る
範
囲
に
限
り
有
効
な
の
か

（制
限
説
）、
そ
れ
と
も
こ
れ
以
降
も
有
効
な
の
か

（無
制
限
説
）
が
、

争
点
と
な
っ
た
事
案
で
あ
っ
た
。

こ
の
問
題
に
関
し
て
は
、
上
級
州
裁
判
所
の
レ
ベ
ル
に
お
い
て
、
右
連
邦
通
常
裁
の
原
審
で
あ
る
ブ
レ
ー
メ
ン
上
級
州
裁
の
一
九
五

一
年
四
月

四
日
判
決

（”
口
８
認
・
∽
・“
Ｎ
し

が
制
隧
誰
を
採
用
し
、　
一
九
五

一
年

一
二
月

一
日
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
上
級
州
裁
判
決

（ロ
ロ

８
錮
。
∽
・燿
し

が

無
制
隔
誰
に
立
脚
す
る
な
ど
、
相
対
立
す
る
判
決
が
出
て
お
り
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
断
が
待
た
れ
て
は
だ
。



前
掲
連
邦
通
常
裁
判
決
は
、
「契
約
に
基
づ
い
て
供
与
さ
れ
た
賃
貸
料
の
一
括
前
払
い

（〓
中ｏオ
９
，
日
圏
〓
目
し

で
ぁ

っ
て
も
、
Ｋ
Ｏ
第
二

一
条
第
二
項
の
枠
内
で
の
み
破
産
管
財
人
に
対
し
て
効
力
を
持
つ
に
す
ぎ
な
い
」
と
す
る
ブ
レ
ー
メ
ン
上
級
裁
判
決
を
破
棄

・
差
し
戻
し
し
、
そ

の
理
由
を

「土
地
の
物
的
価
値
の
上
昇
」
に
求
め
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。

「
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
は
、
こ
の
問
題
に
関
し
、
原
審
が
的
確
に
説
示
す
る
よ
う
に
、
明
確
に
判
断
し
て
い
な
い
」
が
、
７
１
‐
本
来
、
後
に
売

却
さ
れ
た
土
地
に
関
す
る
賃
貸
料
の
一
括
払
い
に
由
来
す
る
―
―
確
定
し
た
判
決
に
お
い
て
、
土
地
の
取
得
者
、
差
押
債
権
者
及
び
強
制
管
理
人

は
、
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
合
意
し
、
か
つ
使
用
賃
貸
借
関
係
に
お
い
て
、
取
得
者
又
は
強
制
管
理
人
が
使
用
賃
貸
借
関
係
を
承
継
す
る
ま
え
に

な
さ
れ
た
使
用
賃
貸
料
の
予
め
の
徴
収

（前
払
い
）
を
有
効
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
す
る
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
の
確
定
判
決

（”
の
Ｎ
８
ヽ
お
¨

いヽ

Ｌ
ミ
■
８
ヽ
Ｒ
ヽ
お
）
と
同
様
に
、
「前
払
い
の
有
効
性
を
破
産
管
財
人
に
対
し
て
も
肯
定
す
る
こ
と
を
相
当
と
す
る
」
と
し
た
。

そ
し
て
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
決
と
は
異
な
る
根
拠
を
示
し
、
賃
貸
料
の
前
払
い
の
効
力
を
制
限
す
る
諸
規
定
と
の
関
係
で
は
、
「
原
審
の
考
え

と
は
反
対
に
、
抵
当
権
者
に
対
す
る
効
力
及
び
同
様
に
扱
わ
れ
る
破
産
財
団
に
対
す
る
効
力
に
関
し
て
は
、
建
築
費
用
協
力
金
の
供
与
は
、
例
外

と
な
り
う
る
」
と
す
る
。
そ
れ
は
、
「賃
貸
料
前
払
い
の
制
限
さ
れ
た
効
力
に
よ
っ
て
抵
当
権
者
に
対
し
て
与
え
ら
れ
る
保
護
の
根
拠
は
、
経
済

的
に
み
れ
ば
、
抵
当
債
権
の
た
め
に
設
定
さ
れ
る
担
保
が
制
限
の
な
い
前
払
い
に
よ
っ
て
弱
体
化
さ
れ
、
と
く
に
前
払
い
の
額
が
、
土
地
所
有
者

が
強
制
的
措
置
を
引
き
起
こ
す
支
払
い
困
難
に
陥
る
と
き
、
土
地
と
は
無
関
係
な
目
的
に
使
わ
れ
る
と
い
う
こ
と
を
と
く
に
心
配
し
て
の
こ
と
で

あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
前
以
て
支
払
わ
れ
る
建
築
費
用
協
力
金
に
は
妥
当
し
な
い
。
そ
れ
は
、
結
果
と
し
て
、
建
物
の
築
造
や
再
建
の

た
め
に
使
用
さ
れ
る
こ
と
が
そ
の
土
地
の
物
的
価
値

（∽
Ｒ
Ｆ
■
ｏ”じ

を
上
昇
さ
せ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
結
果
的
に
、
担
保
権
者
の
担
保
を
高
め

る
か
ら
で
あ
る
」
。
「実
際
、
破
産
財
団
に
と

っ
て
も
、
賃
借
人
が
助
成
支
援
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
通
常
土
地
の
価
値
が
高
ま
り
、
こ
れ
は
、
賃
貸

料
の
一
括
前
払
い

（〓
いｏオ
９
”
易
Ｎ
〓
目
し

を
破
産
財
団
に
対
し
て
も
認
め
る
こ
と
を
正
当
化
す
る

一
つ
の
利
点
を
意
味
す
る
」
。

こ
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
は
、
建
築
費
用
協
力
金
の
効
力
を
め
ぐ
る
論
争
に
関
し
、
実
務
的
に
は
、　
一
応
、
決
着
を
つ
ぃ
超
。
し
か
し
ヽ
こ

れ
に
は
、
強
い
批
判
が
な
さ
れ
、
と
く
に
物
的
信
用
の
側
か
ら
、
こ
の
判
決
と
そ
れ
の
経
済
的
影
響
に
対
し
、
「強
い
雅
鰐
」
が
示
さ
れ
た
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一五
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例
え
ば
、
く
ｐ
Ｆ
】げ
日
多

は
、
物
権
法
体
系

（形
式
的
な
順
位
及
び
公
示
の
原
則
）
の
観
点
と
物
的
信
用
と
そ
の
強
化
の
た
め
に
あ
ら
ゆ
る
努
力

が
傾
注
さ
れ
て
い
る
資
本
市
場
全
体
に
対
す
る
経
済
的
な
影
響
を
考
慮
し
、
詳
細
な
批
判
を
展
開
し
た
が
、
つ
ぎ
の
二
点
を
み
て
お
き
た
い
。

①
物
権
法
の
体
系
に
反
す
る
こ
と
へ
の
批
判
で
（
型
。

す
な
わ
ち
、
「お
な
じ
理
由
か
ら
、
建
築
業
者
及
び
建
築
資
材
提
供
者
も
物
的
信
用
供
与
者
に
対
し
て
優
先
的
満
足
を
得
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

し
か
し
、
こ
れ
を
立
法
者
は
、　
一
九
〇
九
年
六
月

一
日
の
建
築
債
権
の
担
保
に
関
す
る
法
律
に
み
ら
れ
る
よ
う
に
、
断
念
し
て
い
る
。
こ
の
法
律

（第

一
八
条
）
は
、
資
金
提
供
者
に
対
し
て
土
地
上
に
物
権
的
な
権
利
で
は
な
く
、
本
質
的
に
は
刑
事
法
的
な
保
護
の
み
を
与
え
て
い
る
。
建
築

業
者
は
、
そ
の
債
権
に
関
し
、
軽
易
な
要
件
の
も
と
、
注
文
者
の
宅
地
に
担
保
抵
当
権
の
登
記
の
み
を
取
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
で
は
、

登
記
は
、
関
与
し
た
部
分
に
の
み
な
さ
れ
る

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
六
四
八
条
）。

当
然
の
こ
と
な
が
ら
、
建
築
物
の
建
造
に
は
あ
ら
ゆ
る
資
金
提
供
に
関
与
す
る
人
々
の
共
働
に
よ
っ
て
い
る
。
関
係
者
の
一
人
を
よ
り
強
く
重

要
視
す
る
こ
と
は
誤
り
で
あ
る
。
と
い
う
の
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
給
付
が
あ
る
意
味
で
は
建
築
物
全
体
に
因
果
関
係
を
有
し
て
い
る
か
ら
で
あ
る
」
。

も

っ
と
も
、
前
掲
連
邦
通
常
裁
判
決
は
、
「使
用
賃
借
人
は
い
ず
れ
の
建
築
資
材
納
入
業
者
よ
り
賃
貸
物
件
に
よ
り
近
い
」
こ
と
を
、
そ
の
優

先
の
根
拠
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
「所
有
者
は
金
銭
の
使
用
に
つ
い
て
優
先
を
主
張
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
を
議
論
の
そ
と
に

お
い
て
い
る
」
。
建
築
費
用
を
供
与
し
た
使
用
賃
借
人
の

「経
済
的
な
状
態
は
、
そ
の
限
り
で
所
有
者
の
、
す
な
わ
ち
建
築
物
全
体
に
関
し
リ
ス

ク
を
負

っ
て
い
る
者
の
状
態
に
接
近
し
て
い
る
。
物
的
権
利
者
と
の
関
係
に
お
い
て
ま
さ
に
取
得
さ
れ
た
こ
の
所
有
権
類
似
の
地
位
に
矛
盾
し
て
、

建
築
費
用
を
供
与
し
た
使
用
賃
借
人
に
そ
の
人
的
債
権
の
ゆ
え
に
優
先
権
が
何
故
容
認
さ
れ
る
の
か
理
解
で
き
な
い
」
。
「そ
れ
ゆ
え
、
使
用
賃
借

人
と
物
的
債
権
者
と
の
競
り
合
い
を
当
該
目
的
物
に
対
す
る
あ
れ
こ
れ
の
部
分
の
結
び
付
き
の
強
弱
を
検
討
す
る
や
り
方
で
は
、
う
ま
く
解
決
す

る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。

②
抵
当
信
用
に
対
す
る
悪
影
響
か
ら
の
批
判
で
（
犯
。

こ
の
判
例
が
維
持
さ
れ
る
と
な
る
と
、
「物
的
信
用
機
関
は
そ
の
貸
付
原
則
を
徹
底
的
に
変
更
す
る
こ
と
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
」
。
そ
の
結
果
、



「た
だ
で
さ
え
逼
迫
し
て
い
る
資
本
市
場
が
新
築
の
担
保
貸
付
の
さ
い
に
抑
制
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
賃
借
人
が
な
お
高
い
協
力
金
を
引

き
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
至
る
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
結
局
不
可
避
的
な
連
鎖
反
応
か
ら
現
在
の
物
権
法
秩
序
が
ま
す
ま
す
崩
れ
る
だ
ろ

う
。
資
本
市
場
は
、
十
分
な
担
保
が
提
供
さ
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
意
欲
を
喪
失
し
、
機
能
停
止
を
起
こ
す
だ
ろ
ユヽ

。

２
　
そ
の
後
の
判
例
法
理
の
展
開

こ
う
し
た
批
判
に
も
拘
ら
ず
、
コ

九
五
二
年
六
月
六
日
の
連
邦
通
常
裁
判
所
第
五
民
事
法
廷
判
決
を
変
更
す
る
に
及
ば
な
い
」
と
判
示
し
た

の
が
、
前
掲
の
ミ
ュ
ン
ヘ
ン
上
級
州
裁
判
所
判
決
の
上
告
審
で
あ
る

一
九
五
三
年
六
月
三
日
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決

（多
コ
ヽ
お
田
二
μ鍵

＝

∪
”
お
認
』
望
）
で
あ
る
。

こ
の
判
決
は
、
く
”
Ｆ
］げ
諄
暦
ド
の
見
解
に
も
逐

一
批
判
を
加
え
て
い
る
が
、
前
述
の
論
点
に
関
係
す
る
も
の
に
つ
い
て
、
み
て
お
き
た
い
。

ま
ず
、
①
に
対
し
て
は
、
賃
借
人
は

「自
分
の
土
地
上
に
建
築
す
る
所
有
者
と
類
比
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
賃
借
人
は
、　
一
般
に
、
建
築
計

画
の
実
施
と
資
金
の
目
的
に
適

っ
た
使
途
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
」
。
「建
築
資
金
の
供
与
は
賃
借
人
に
リ
ス
ク
が
な
い
と
い
う
こ
と

で
は
な
い
が
、
そ
の
リ
ス
ク
は
施
主
の
リ
ス
ク
以
外
の
何
物
で
も
な
い
。
建
築
資
金
を
供
与
し
た
賃
借
人
の
負
担
と
な
る
の
は
、
建
物
が
建
築
さ

れ
ず
、
賃
借
人
が
協
力
金
に
相
応
す
る
だ
け
住
む
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た
か
、
あ
る
い
は
、
賃
借
人
が
住
居
に
入
居
す
る
こ
と
が
で
き
な
か
っ
た

か
、
あ
る
い
は
早
期
に
再
度
断
念
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
か
、
自
分
の
代
わ
り
に
契
約
に
入
る
関
係
者
を
見
つ
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
場
合

で
あ
る
」
。

つ
い
で
、
②
に
対
し
て
、
こ
れ
は
、
「長
年
に
わ
た
り
、
確
定
さ
れ
た
判
例
を
賃
借
人
に
不
利
益
に
な
る
よ
う
に
変
更
す
る
こ
と
を
正
当
化
し

得
な
い
。
そ
の
判
例
は
、
よ
く
検
討
す
れ
ば
、
問
題
と
な
っ
て
い
る
法
規
の
意
義
と
文
言
に
合
致
し
て
い
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
る
」
。

こ
の
よ
う
に

一
九
五
二
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
及
び
こ
れ
を
引
き
継
い
だ

一
九
五
三
年
の
同
判
決
は
、
そ
の
理
由
付
け
を
建
築
費
用
の
供

与
に
よ
る

「土
地
の
物
的
価
値
の
上
昇
」
に
求
め
た
も
の
の
、
「賃
貸
借
契
約
に
基
づ
く
」
合
意
と
供
与
と
い
う
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の
解
釈
基

準
そ
れ
自
体
は
、
こ
れ
を
基
本
的
に
維
持
し
た
。
し
か
し
、
こ
の
解
釈
基
準
は
、
こ
れ
を
厳
格
に
適
用
す
る
と
、
例
え
ば
、
本
来
の
賃
貸
借
契
約

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
一
一七
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の
発
効
後
に
建
築
費
用
の
供
与
が
合
意
さ
れ
た
よ
う
な
場
合
、
賃
貸
料
債
権
が
抵
当
権
の
効
力
を
免
れ
な
い
こ
と
に
な
る
。

ま
さ
に
こ
の
問
題
を
正
面
か
ら
扱
っ
た

一
九
五
四
年

一
一
月
二
六
日
の
連
邦
通
常
裁
判
所
第
五
民
事
法
廷
判
決

（口
〇
口
Ｎ
〓
ζ
８
）
は
、
従

来
の
支
配
的
判
例
に
従
い
、
建
築
資
金
と
し
て
供
与
さ
れ
た
賃
貸
料
の
前
払
い
が
土
地
の
競
落
人
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
こ
と
を
前
提
と
し
て
、

次
の
よ
う
に
説
示
し
た
。

「賃
貸
料
の

『契
約
に
基
づ
く
』
処
分
と
い
う
概
念
は
、
問
題
の
解
決
に
は
役
に
立
た
な
い
」
。
本
来
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
す
で
に
合
意
さ

れ
て
い
た
場
合
と
後
の
変
更
が
補
充
に
よ
っ
て
合
意
さ
れ
た
場
合
の

「双
方
の
事
案
で
は
、
同
じ
利
益
状
況
の
ゆ
え
に
、
同
じ
よ
う
に
取
り
扱
わ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
さ
ら
に
、
契
約
上
の
義
務
が
な
い
前
払
い
に
も
、
個
々
の
場
合
に
は
、
賃
貸
借
契
約
の
変
更
が
あ
る
し
、
そ
れ
ゆ
え
、
そ

の
契
約
当
事
者
の
一
致
し
た
表
示
が
あ
る
か
ら
、
常
に
、
『契
約
に
基
づ
』
い
て
前
払
い
が
な
さ
れ
る
」
。
し
た
が
っ
て
、
「
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所

の
区
分
は
、
純
粋
に
形
式
的
で
あ
る
。
原
則
と
し
て
、
契
約
は
変
更
さ
れ
得
る
し
、
変
更
と
補
充
は
、
こ
れ
が
当
事
者
の
意
思
で
あ
る
場
合
、
新

し
い
合
意
か
ら
も
は
や
決
定
的
な
契
約
を
意
味
し
て
い
な
い
。
な
ぜ
、
こ
れ
が
こ
こ
で
別
物
で
あ
る
べ
き
か
は
明
ら
か
で
な
い
」
。
「
こ
の
形
式
的

区
分
は
、
連
邦
通
常
裁
判
所
が
前
払
い
を
…
…
法
定
の
制
限
の
例
外
と
す
る
理
由
を
物
質
的
な
理
由
、
と
く
に
賃
借
人
の
協
力
金
の
供
与
に
よ
っ

て
は
じ
め
て
物
質
的
な
価
値
が
作
出
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
に
求
め
る
以
上
、
も
は
や
必
要
で
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
前
払
い
約
款
の
有
効
性
は
、
か

か
る
物
質
的
な
要
件
が
備
わ
っ
て
い
る
か
に
よ
っ
て
判
断
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
し
た
。

原
審
判
決
が
、
「賃
貸
借
契
約
に
基
づ
く
」
と
い
う
枠
組
み
を
維
持
し
、
「建
築
資
金
の
供
与
に
関
す
る
合
意
が
賃
貸
契
約
に
含
ま
れ
て
い
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
要
請
は
、
そ
れ
が
本
来
の
賃
貸
借
契
約
に
お
い
て
決
め
ら
れ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と
で
は
な
く
、
そ
の
点

で
は
、
変
更
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
に
せ
よ
、
補
充
さ
れ
た
賃
貸
借
契
約
に
せ
よ
、
賃
貸
借
契
約
の
内
容
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
を
意
味
す
る

に
す
ぎ
な
い
」
。
そ
こ
で
、
後
の
合
意
は
、
当
初
の

「契
約
の
補
充
以
外
の
な
に
も
の
で
も
な
い
」
と
解
し
た
の
を
さ
ら
に
進
め
、
ラ
イ
ヒ
最
高

裁
判
所
以
来
の
解
釈
基
準
を
破
棄
し
た
。

さ
ら
に
、
同
じ
第
五
民
事
法
廷
の
一
九
五
四
年

一
二
月

一
七
日
の
判
決

（”
Ω
口
Ｎ
８
』
じ

は
、
建
築
資
金
が
供
与
さ
れ
た
賃
貸
土
地
が
強
制



競
売
に
さ
れ
、
競
落
人
が
賃
貸
借
契
約
を
解
約
し
た
場
合
、
競
落
人
は
、
供
与
さ
れ
た
建
築
資
金
の
う
ち
費
や
さ
れ
て
い
な
い
部
分
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

五
五
五
条
に
よ
り
、
賃
借
人
に
返
還
す
る
義
務
を
負
う
も
の
と
し（濯
。

「有
効
に
前
払
い
さ
れ
た
賃
貸
料
を
Ｚ
Ｖ
Ｇ
第
五
七
条

ａ
に
よ
っ
て
解
約
し
た
さ
い
に
賃
借
人
に
返
還
す
る
競
落
人
の
義
務
は
、
返
還
義
務
が

Ｚ
Ｖ
Ｇ
第
五
七
条
及
び
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
五
七

一
条
に
よ
り
競
落
人
が
承
継
す
る
賃
貸
借
関
係
か
ら
生
じ
る
義
務
で
あ
る
場
合
の
み
、
成
立
す
る
」
。
「競

落
人
が
、
そ
の
解
約
権
を
使
う
こ
と
な
く
、
の
ち
に
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
五
五
三
条
又
は
第
五
五
四
条
に
よ
っ
て
解
約
を
す
れ
ば
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
第
五
五
五
条
に

よ
る
返
還
義
務
を
負
う
こ
と
は
、
疑
い
よ
う
が
な
い
」
。
「特
別
の
解
約
権
に
過
責
が
な
い
賃
借
人
に
は
、
過
責
の
ゆ
え
に
解
約
さ
れ
た
賃
借
人
に

当
然
あ
る
べ
き
権
利
は
当
然
に
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
。
「競
落
人
に
課
せ
ら
れ
た
、
な
お
費
や
さ
れ
て
い
な
い
建
築
費
用
を
返
還
す
る
義
務
は
、

賃
借
人
を
解
約
す
る
と
き
、
そ
れ
が
排
斥
さ
れ
ね
ば
な
ら
な
い
不
当
な
負
担
で
は
な
い
」
。
「新
規
の
賃
貸
借
に
お
い
て
締
結
さ
れ
る
賃
貸
料
が
競

落
人
に
ひ
と
つ
の
調
整
を
提
供
す
る
し
、
返
還
義
務
が
不
利
で
あ
る
な
ら
ば
、
解
約
を
見
合
わ
せ
る
こ
と
も
で
き
る
」
。

そ
し
て
、
こ
の
判
決
を
受
け
、　
一
九
五
八
年

一
一
月
二
五
日
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決

（Ｚ
』
■

８
認
』
８
）
は
、
賃
借
人
の
返
還
請
求
権
は

建
築
費
用
供
与
が
建
物
の
建
築
の
た
め
に
、
実
際
に
使
用
さ
れ
た
と
き
に
限
つ
て
認
め
ら
れ
る
と
判
示
し
た
。
さ
ら
に
、　
一
九
六
二
年
七
月

一
一

日
の
連
邦
通
常
裁
判
所
第
八
民
事
法
廷
判
決

（”
の
国
Ｎ
鶴
』
ふ
）
は
、　
一
九
五
八
年
の
連
邦
通
常
裁
判
所
判
決
を
維
持
す
る
こ
と
旨
言
明
し
た
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
供
与
さ
れ
た
建
築
費
用
の
賃
貸
料
と
の
清
算
が
、
抵
当
権
者
等
に
対
し
て
有
効
と
な
る
要
件
を
整
理
す
る
と
、

①
賃
貸
料
の
前
払
い
が
合
意
さ
れ
る
こ
と
。
こ
の
合
意
は
、
賃
貸
契
約
の
締
結
の
さ
い
に
限
ら
ず
、
そ
の
後
の
合
意
で
も
足
り
る
。

②
修
復
及
び
再
建
の
た
め
に
建
築
費
用
供
与
が
合
意
さ
れ
る
こ
と
。

③
建
築
費
用
供
与
が
実
際
に
こ
れ
ら
の
目
的
の
た
め
に
使
わ
れ
る
こ
と
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷

一
二
九
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第
二
節

　

一
九
五
三
年
の
強
制
競
売

・
強
制
管
理
法
改
正

一
三
〇

一　
改
正
法
の
内
容

１
　
抵
当
権
者
側
の
対
抗
策

連
邦
通
常
裁
判
所
は
、
別
の
理
由
で
も

っ
て
根
拠
づ
け
た
と
は
い
え
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
所
の
判
例
法
理
を
承
継
し
、　
一
九
五
二
年
判
決
に
お
い

て
、
建
築
費
用
協
力
金
を
提
供
し
た
賃
借
人
を
保
護
す
る
立
場
を
明
確
に
し
た
。
こ
れ
に
対
し
て
、
抵
当
権
者
の
側
、
と
く
に
金
融
機
関
は
、
抵

当
貸
付
の
条
件
に
、
賃
貸
借
に
あ
た
つ
て
、
賃
貸
料
の
前
払
い
や
相
殺
特
約
が
抵
当
権
者
の
同
意
な
く
行
な
わ
れ
た
場
合
に
関
す
る
失
権
約
款
を

規
定
す
る
な
と
配
、
抵
当
債
務
者
た
る
賃
貸
人
が
賃
貸
借
に
お
い
て
賃
借
人
か
ら
建
築
費
用
を
受
け
る
こ
と
を
抑
制
す
る
方
策
を
講
じ
た
。

ま
た
、
旧
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
ａ
に
基
づ
く

「競
落
人
の
解
約
権
が
賃
貸
借
関
係
を
終
了
さ
せ
て
、

を
無
に
す
る
た
め
に
も
利
用
さ
れ
得
た
」
。
こ
れ
が
行
使
さ
れ
れ
ば
、
「賃
借
人
保
護
の
な
い
床
欲
嗜
』
協
助
け
「
』
雌
畔
り
¨
飾
は
Ｍ
脚
『
嘲
い

す
る
危
険
と
供
与
し
た
資
金
を
喪
失
す
る
危
険
に
晒
さ
（
遭
」
。

そ
こ
で
、
「賃
借
人
が
資
金
協
力
を
し
た
場
合
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ
第
五
七
条

ａ
か
ら
生
じ
る
不
公
正
を
…
…
取
り
除
く
た
め
」
、
競
落
人
が
解
約
権
を

一

定
の
要
件
の
も
と

一
定
期
間
行
使
で
き
な
い
よ
う
に
す
る
た
め
に
、　
一
九
五
三
年
、
強
制
競
売

。
強
制
管
理
法
の
改
正
に
お
い
て
、
五
七
条

ｃ
及

び
五
七
条
ｄ
が
追
加
さ
か
煙
。

２
　
解
約
権
の
制
限
規
定

こ
の
改
正
規
定
は
、
競
落
人
が
特
別
解
約
権
の
行
使
に
関
し
制
限
を
受
け
る
場
合
を
次
の
よ
う
に
規
定
す
る
。

ま
ず
、
①
使
用
賃
貸
料
が
、
賃
貸
部
分

（〓

Φ̈一Ｓ
ｃ
日
）
の
建
築
又
は
修
理
の
た
め
に
予
め
支
払
わ
れ
、
ま
た
は
そ
の
他
賃
貸
部
分
の
建
築
又

は
維
持
の
た
め
に
供
与
さ
れ
た
金
銭
と
清
算
す
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
と
き
で
あ
る

（
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ｃ
一
項

一
号
）。
こ
の
場
合
、
制
限
を

受
け
る
の
は
、
前
払
い
又
は
清
算
が
予
定
さ
れ
て
い
る
期
間
で
あ
る
。



つ
い
で
、
②
賃
借
人
又
は
第
三
者
が
、
賃
借
人
の
た
め
に
、
賃
貸
部
分
の
建
築
又
は
修
理
を
目
的
と
し
て
、
無
償
の

（清
算
の
な
い
）
建
築
費

用
供
与

（お
呵【９
８
８

”
”
口
庁
８
一８
ヽ
３
扇
８
）
を
年
間
賃
貸
料
の
一
年
分
以
上
を
供
与
し
、
又
は
支
払

っ
た
と
き
で
あ
る

（Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ｃ

一
項
二
号
）。
こ
の
場
合
、
供
与
が
契
約
の
継
続
に
よ
っ
て
償
還
さ
れ
た
も
の
と
見
な
さ
れ
る
こ
と
が
で
き
な
い
限
り
、
解
約
権
は
行
使
で
き
な

い
。そ

れ
か
ら
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ

「五
七
条

ｃ
の
規
定
か
ら
生
じ
る
結
果
に
よ
っ
て
損
害
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
る
競
買
申
出
人
や
競
落
人
を
保
護
す
る
た

め
の
規
定
が
お
か
れ
て
い
る

（Ｚ
Ｖ
Ｇ
Ｉ
七
年
ど
）。

執
行
裁
判
所
は
、
使
用

（用
益
）
賃
借
人
に
そ
の
額
と
合
意
に
関
し
報
告
を
す
る
よ
う
に
勧
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
使
用

（用
益
）
賃
借

人
が
、
こ
の
勧
告
に
従
わ
な
い
と
か
十
分
で
な
い
と
か
い
っ
た
場
合
に
は
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条
ｃ
の
保
護
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
た
だ
し
、

競
落
人
が
供
与
額
を
知

っ
て
い
た
か
、
も
し
知
っ
て
も
お
な
じ
申
し
出
を
し
た
で
あ
ろ
う
場
合
に
は
別
で
あ
る
が
、
そ
の
証
明
は
賃
借
人
が
負
う
。

一
一　
残
さ
れ
た

「建
築
費
用
協
力
金
」
の
有
効
性
問
題

解
約
権
の
行
使
制
限
①
に
関
し
て
は
、
処
分
が
競
落
人
に
対
し
て
有
効
か
又
は
無
効
か
は
考
慮
さ
れ
な
い
旨
、
明
文
を
も
っ
て
規
定
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
こ
と
か
ら
も
分
か
る
よ
う
に
、　
一
九
五
三
年
の
Ｚ
Ｖ
Ｇ
改
正
に
お
い
て
は
、
賃
借
人
の
建
築
費
用
協
力
金
の
供
与
が
競
落
人
に
対
し
て

有
効
な
の
か
ど
う
か
と
い
う
根
本
的
な
問
題
に
は
触
れ
ら
れ
な
い
ま
ま
で
あ
る
。

学
説
に
は
強
い
異
論
は
あ
っ
た
も
の
の
連
邦
通
常
裁
判
所
が
肯
定
的
な
立
場
を
明
確
に
し
て
い
た
こ
と
か
肥
、
こ
の
問
題
に
決
着
を
つ
け
る
こ

と
が
重
要
な
立
法
課
題
で
あ
っ（遭
。
し
か
し
ヽ
第

一
回
連
邦
議
会
の
会
期
が
切
迫
す
る
な
か
で
、
こ
れ
は
断
念
さ
か
理
。
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
に
は

物
的
信
用
の
利
益
に
対
す
る
配
慮
が
あ

っ（濯
。

こ
の
事
情
に
関
し
、
立
た
響
は
、
「用
益
又
は
使
用
賃
貸
借
さ
れ
る
部
分
を
建
築
す
る
こ
と
に
係
わ
る
資
金
的
寄
与
の
性
格
を
有
す
る
事
前
処

分
が
有
効
と
し
て
認
め
ら
れ
る
と
、
物
的
信
用
に
対
す
る
反
作
用
が
あ
る
」
こ
と
か
ら
、
で
」
れ
に
関
連
す
る
諸
問
題
は
詳
細
な
検
討
を
必
要
と

一
〓
三

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
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一
〓
一二

す
る
」
と
し
つ
つ
も
、
「
」
の
非
常
に
難
し
い
諸
問
題
に
手
を
着
け
る
こ
と
な
く
、
ま
ず
は
、
賃
貸
部
分
の
建
築
又
は
修
理
に
大
き
な
貢
献
を
し

て
い
る
賃
借
人
を
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ａ
の
解
約
権
に
対
し
て
保
護
す
る
こ
と
が
、
必
要
と
思
わ
れ
る
」
と
し
た
の
で
あ

っ
た
。
そ
し
て
、
「
か
か
る

も
の
と
し
て
の
解
約
権
保
護
は
、
物
的
信
用
の
利
益
を
害
す
る
こ
と
は
な
い
、
少
な
く
と
も
著
し
く
害
す
る
こ
と
は
な
い
」
と
の
認
識
を
い
だ
い

て
い
た
。

い
ず
れ
に
し
て
も
、
こ
の
問
題
の
解
決
は
、
そ
の
後
の
判
例
及
び
立
法
に
委
ね
ら
れ
る
こ
と
に
な

っ
た
の
で
あ

っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
こ
の
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ｃ
に
基
づ
く
特
別
解
約
権
の
行
使
制
限
に
関
し
て
も
、
金
融
機
関
は
対
抗
策
を
講
じ
た
。
こ
れ
が
抵
当
貸
付

の
さ
い
、
抵
当
債
務
者
で
あ
る
建
築
主
に
対
し
て
、
賃
借
人
が
署
名
し
た
建
築
費
用
供
与
と
賃
貸
料
と
の
清
算
条
項
に
基
づ
く
清
算
を
し
な
い
こ

と
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ｃ
及
び
五
七
条
ｄ
に
基
づ
く
権
利
主
張
を
放
棄
す
る
旨
の
次
の
ご
と
き
保
証
書

（”
２
ｏ『ι

の
差
し
入
れ
で
あ

つ（濯
。

「建
築
費
用
の
供
与

（コ
●
”
Ｒ
いΦ目
目
明
ぎ
】け８
器
）
と
賃
貸
料
と
の
全
部
又
は

一
部
の
清
算
が
契
約
に
よ

つ
て
予
定
さ
れ
て
い
る
か
、
又
は

そ
の
他
の
理
由
か
ら
な
さ
れ
る
な
ら
ば
、
使
用
貸
借
人
は
、
当
該
土
地
に
対
し
て
強
制
管
理
又
は
強
制
競
売
が
な
さ
れ
、
又
は
賃
貸
料
が
差
し
押

さ
え
ら
れ
る
場
合
、
Ｎ
Ｎ
信
用
銀
行
、
強
制
管
理
人
、
又
は
競
落
人
に
対
し
て
、
自
ら
及
び
権
利
承
継
人
の
た
め
に
留
保
さ
れ
た
賃
貸
料
と
の
清

算
又
は
相
殺
の
主
張
を
な
す
こ
と
を
放
棄
す
る
。
賃
借
人
は
、
さ
ら
に
Ｎ
Ｎ
信
用
銀
行
及
び
競
落
人
に
対
し
て
強
制
執
行
法
第
五
七
条

ｃ
及
び
第

五
七
条
ｄ
に
基
づ
く
権
利
主
張
を
放
棄
す
る
」
。

く〓〔」は勧噂畔鰤囃一報疇は』は制̈
几晟様緋〔″州時け論はい「】榊数「七条ｃ及び五七条ｄの目的に反する結果を招

例
え
ば
、
「
ｏ潤
”
目
計

は
次
の
よ
う
に
み
ど
。
ま
ず
ヽ
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ｃ
及
び
五
七
条
ｄ
は
、
賃
借
人
に
権
利
を
与
え
る
も
の
で
は
な
く
、
反

対
に
、
競
落
人
等
か
ら
権
利
、
と
く
に
、
か
の
規
定
が
な
け
れ
ば
問
題
と
な
る
法
律
上
の
解
約
告
知
権
を
取
り
上
げ
る
も
の
で
も
な
い
。
賃
借
人

が
締
結
し
た
長
期
の
賃
貸
借
契
約
に
よ
る
合
意
が
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ａ
の
規
定
に
よ
る
法
定
の
解
約
告
知
権
に
よ
っ
て
破
ら
れ
る
こ
と
か
ら
保
護
す

る
も
の
で
あ

っ
て
、
賃
貸
借
契
約
の
内
容
自
身
に
よ
っ
て
決
め
ら
れ
た
解
約
告
知
の
可
能
性
に
さ
ら
さ
れ
る
賃
借
人
を
保
護
す
る
こ
と
は
立
法
者



¨
調
ぃ
ぃ
裁
け
な（とは
』
一
御
蹴
ぃ
。
す
な
わ
ち
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ｃ
及
び
五
七
条
ｄ
は
、
賃
借
人
が
自
ら
引
き
受
け
る
リ
ス
ク
に
対
し
て
保
護
す

ま
た
、
か
か
る
保
証
書
は
、
賃
貸
料
の
前
払
い
に
対
す
る
権
利
を
放
棄
さ
せ
る
こ
と
に
よ
り
二
重
の
賃
料
支
払
い
を
賃
借
人
に
要
求
し
、
物
的

信
用
が
そ
の
地
位
を
利
用
し
放
棄
特
約
を
強
制
し
て
い
る
と
い
う
こ
と
か
ら
、
公
序
良
俗
に
反
し
て
無
効

（Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
三
八
条
）
で
は
な
い
か
、

と
の
見
解
に
対
し
て
も
、
次
の
よ
う
に
反
論
す
る
。

そ
れ
は
、
物
的
信
用
機
関
は
、
自
ら
の
利
己
的
な
利
益
か
ら
で
は
な
く
、
預
金
者
か
ら
信
託
を
受
け
て
管
理
す
る
金
銭
を
ま
も
る
こ
と
を
気
遣
っ

て
行
動
し
て
い
る
こ（型
、
ま
た
ヽ
登
記
さ
れ
た
継
続
的
居
住
権

（∪
，
８
■■
ｏ
Ｆ
日
０多
↓

が
抵
当
権
に
劣
後
す
る
地
位
を
有
す
る
に
す
ぎ
な
い
と

す
る
立
法
例
の
存
在
な
ど
に
鑑
み
る
と
、
強
制
競
売
等
の
場
合
に
、
物
権
的
に
担
保
さ
れ
て
い
な
い
賃
借
人
の
権
利
を
容
認
し
な
い
と
す
る
合
意

が
公
序
良
俗
に
反
す
る
と
見
な
す
こ
と
は
困
難
で
あ
る
と
。

〓
一　
小
　
括

連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
理
論
は
、
す
で
に
言
及
し
た
よ
う
に
、
厳
し
い
批
判
を
受
け
た
。
そ
の
批
判
を
め
ぐ
っ
て
、
①
建
築
費
用
と
賃
貸
料

と
の
清
算
が
抵
当
権
者
等
に
対
し
て
有
効
と
な
る
要
件
と
②
そ
の
効
果
と
し
て
の
、
賃
借
人
の
抵
当
権
者
に
対
す
る
優
位
性
と
い
う
二
点
を
め
ぐ

る
議
論
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

第

一
点
に
関
し
て
、
賃
貸
借
契
約
に
お
け
る
債
務
法
上
の
合
意
が
抵
当
権
者
の
法
的
地
位
に
影
響
を
及
ぼ
す
も
の
で
は
な
い
こ
と
、
あ
る
い
は

嘲
一
¨
つ れ
な
曙
時
中
椰
碑
「
投
下
さ
れ
た
こ
と
、
し
た
が
つ
て
土
地
価
格
の
上
昇
に
つ
な
が
っ
た
と
の
証
明
は
つ
ね
に
可
能
で
あ
る
わ
け
で
は
な

こ
れ
に
対
し
て
は
、
そ
の
性
格
を
別
異
に
解
し
、
所
有
者
と
賃
借
人
と
の
間
で
交
わ
さ
れ
る
合
意
は
、
単
に
、
債
権
的
な
性
格
を
持
つ
も
の
で

は
な
く
、
こ
こ
に
含
ま
れ
て
い
る
清
算
約
款
は
、
同
時
に
賃
料
債
権
に
関
す
る
処
分
も
含
ま
れ
て
い
る
と
一
だ
。
ま
た
ヽ
証
明
の
困
難
さ
が
実
体

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
〓
一



法
政
研
究
五
巻
三
。
四
号
含
一〇
〇
一
年
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一四

的
な
権
利
に
影
響
を
与
え
る
こ
と
は
な
い
。
こ
れ
は
証
明
責
任
の
分
配
の
問
題
だ
か
ら
で
ぁ
だ
。

ま
た
、
別
の
観
点
か
ら
、
価
値
の
上
昇
が
決
定
的
な
要
因
で
は
な
く
、
む
し
ろ
、
住
宅
困
窮
に
お
い
て
、
建
築
資
金
供
与
を
強
制
さ
れ
る
賃
借

人
が
社
会
的
に
弱
い
立
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
あ
る
。
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ｃ
や
五
七
条

ａ
と
い
っ
た
規
定
に
は
、
い」う
し
た
基
本
的
な
考
え
方
が
含

ま
れ
て
い
る
と
ヽ
判
。

た
だ
、
こ
れ
に
対
し
て
は
、
賃
借
人
が
建
築
資
金
を
提
供
し
た
と
い
う
こ
と
だ
け
で
特
別
に
保
護
さ
れ
る
こ
と
へ
の
批
判
が
あ
る
。
こ
う
し
た

信
用
の
供
与
は
、
経
済
取
引
へ
の
通
常
の
関
与
で
あ
っ
て
、
与
信
者
は
い
か
な
る
担
保
に
よ
っ
て
信
用
を
供
与
す
る
か
は
自
己
の
責
任
で
決
定
す

べ
き
こ
と
が
ら
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ｃ
の
規
定
は
、
例
外
状
態
か
ら
設
け
ら
れ
た
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
諸
関
係
が
平
常
に
も
ど
っ

た
現
段
階
に
お
い
て
は
保
持
さ
れ
な
い
。

第
二
点
に
つ
い
て
は
、
賃
借
人
は
、
結
果
と
し
て
、
こ
れ
に
関
す
る
こ
と
が
登
記
簿
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
な
く
あ
る
種
の
物
権
的
な
権
限
者
に

随
分
と
接
近
す
る
こ
と
に
は
な
る
。
し
か
し
、
こ
の
こ
と
は
、
例
が
な
い
わ
け
で
は
林
型
。
と
い
う
の
は
、
他
に
も
、
非
常
に
多
く
の
登
記
簿
外

で
成
立
す
る
権
利
及
び
制
限
が
存
す
る
。
立
法
者
は
、
継
続
居
住
権
の
内
容
と
な
る
、
そ
れ
ゆ
え
土
地
登
記
簿
に
登
記
さ
れ
る
か
ぎ
り
、
Ｗ
Ｅ
Ｇ

四
〇
条
二
項
に
お
い
て
、
同
様
の
合
意
を
抵
当
権
者
に
対
し
て
有
効
と
し
て
い
る
。
と
い
う
の
は
、
こ
の
場
合
、
内
容
の
規
律
に
関
す
る
登
記
は

な
し
得
る
が
、
本
件
の
場
合
、
か
か
る
事
実
は
登
記
し
え
な
い
か
ら
で
あ
る
。

こ
れ
と
な
ら
ん
で
、
連
邦
通
常
裁
判
所
の
判
例
は
、
関
連
諸
規
定
の
意
義
と
目
的
に
よ
っ
て
正
当
化
さ
れ
る
。
す
な
わ
ち
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
〇

条
以
下
は
、
―
Ｉ
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
三
五
条
か
ら
も
ち
ろ
ん
明
ら
か
な
よ
う
に
―
―
抵
当
権
者
の
負
担
に
よ
る
担
保
力
の
悪
化
を
防
ぐ
と
い
う
意
義
を

有
す
る
。
同
時
に
、
価
値
上
昇
と
こ
れ
に
よ
り
少
な
く
と
も
配
当
の
機
会
に
係
わ
っ
て
同
時
に
調
整
が
な
さ
れ
る
か
ら
、
か
か
る
合
意
の
無
効
を

表
明
す
る
動
機
が
生
じ
な
」
理
。
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国
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い
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（
５７
）
個
別
の
事
情
と
し
て
は
、
抵
当
貸
付
に
お
い
て
、
建
築
対
象
の
融
資
価
値
を
査
定
す
る
さ
い
、
積
算
価
格
に
関
し
、　
一
八
〇
％

（
一
九

一
三
年
に
は

一
〇
〇

％
）
の
建
築
費
用
指
数
を
基
礎
と
し
た
が
、
実
際
の
建
築
費
用
は
も
っ
と
高
か
っ
た
こ
と
が
あ
る
、
と
い
う
。
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”
暉
ヽ
い
●
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ｏ
Ｈ
り
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Ｏ
●
目
目
Φ
口
一
ｐ
『
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甲
円
Ｌ
「
Ｏ
【
い
の
一
Φ
い
り
ｏ
『
Ｖ
Ｊ
　
∽
・
Ｈ
『
∞
・

判
例

（Ｗ
Ｏ
国
Ｎ
９
８
じ

等

（ヨ
わ
日
●
ド

ω
”
ｃ
Ｆ
Ｏ
り
一ｏ
●
Ｎ
“
器
Ｆ
中
ａ
ｐ

Ｌ
”

い８
Ｐ

∽
・馬
ｅ

を
も
と
に
整
理
す
る
と
、
①
で
は
、
建
築
資
金
が
賃
貸
料

の
支
払

い
と
し
て
、　
一
定
の
期
間
、
賃
貸
料
全
額
又
は

一
部
が
前
以
て
支
払
わ
れ
る

（〓
いΦ
いく
ｏ
『
”
“
照
”
〓
“
●
し

。
そ
の
結
果
、
賃
貸
料
が
完
済
さ
れ
た
こ

と
に
な
る
場
合
に
は
清
算
は
必
要
で
は
な
く
、
そ
う
で
な
い
場
合
に
は
賃
貸
料
の
弁
済
期
ご
と
に
現
金
で
支
払
わ
れ
る
も
の
と
さ
れ
る
。
そ
し
て
、
賃
貸
借

契
約
の
早
期
解
消
に
よ

つ
て
根
拠
な
く
支
払
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
建
築
費
用
資
金
は
返
還
さ
れ
る
べ
き
こ
と
が
合
意
さ
れ
る
。
②
で
は
、
賃
貸
料
債
権
と
は

別
個
の
補
充
債
権

（日
覇
盟
Ｎ
♂
邑
ｑ
“
目
し

の
成
立
が
あ
り
、
弁
済
期
に
、
相
殺
の
意
思
表
示
が
な
さ
れ
る
か
、
相
殺
が
契
約
に
基
づ
き
当
然
に
な
さ
れ
る

と
す
る
も
の
と
さ
れ
る
。
③
で
は
、
二
つ
の
債
権
が
②

の
よ
う
に
相
対
す
る
が
、
そ
の
後
に
弁
済
期
の
到
来
す
る
賃
貸
料
債
権
が
、
そ
の
全
部
ま
た
は

一
部

に
つ
い
て
、
清
算
契
約
又
は
相
殺
契
約
に
よ
り
建
築
費
用
協
力
金
が
支
払
わ
れ
た
も
の
と
す
る
。

国
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目

Ｎ
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Ｎ
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口
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Ｈ
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こ
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Ｏ
］
『
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一
ｏ
い
●
０
■
Ｖ
ご
　
∽
。
い
『
∞
・

”以
薯
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、　
∽
一
い
【
］
ｏ
Ｏ
，
Ｊ
「
Φ
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”
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ヽ
ζ
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い
Φ
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∽
。
「
０
０
・

［
円
』
日
。　
コヨ
Ｆ
】
Ｆ
Ｏ
ｒ
Ｂ
【　
り
ｏ
ｏ
・　
』
‘
ヽ
　
い
Ｏ
ω
∞
・　
∽
。
い
Ｏ
ω
Ｏ
・

９
い】〕８
ｒ
ｌ
ｏけ
・
Ｐ
Ｐ
９
・
，
ぶ
ｐ
例
外
と
し
て
、
①
事
前
の
取
立
て
及
び
事
前
の
支
払
い
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条

一
項
及
び
五
七
四
条

一
項
に
よ
り
、
規

定
さ
れ
た

一
定
の
期
間
、
有
効
で
あ
る
が
、
こ
れ
を
越
え
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
②
賃
貸
借
契
約
に
よ
る
事
前
の
取
立
て
及
び
事
前
の
支
払
い
は
、
自
由
意

志
に
よ
る
譲
受
人
が
そ
の
合
意
を
知
っ
て
い
る
と
き
、
有
効
で
あ
る
。
③
譲
渡
人
と
賃
借
人
が
賃
貸
借
契
約
か
ら
生
じ
る
債
務
を
譲
受
人
に
移
転
さ
せ
な
い

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
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と
き
。
譲
受
人
は
、
権
利
を
も
た
ら
さ
な
い
賃
貸
関
係
を
直
ち
に
終
了
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。
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（
７２
）
こ
れ
に
対
し
て
、　
一
九
三
四
年
二
月
二
二
日
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
第
四
民
事
法
廷

（コ
Ｏ
Ｎ

いミ
ユ
Ｘ
）
は
、
用
益
賃
貸
借
が
設
定
さ
れ
て
い
る
劇
場

（ｒ
いｏＦ
り
，
ｏＨ，
ｏ
盟
ｑ
）
に
対
す
る
抵
当
権
の
基
づ
く
強
制
管
理
に
お
い
て
、
賃
貸
料
は
用
益
賃
貸
借
契
約
と
同
時
に
締
結
さ
れ
た
金
銭
消
費
貸
借
契
約
に

よ
り
貸
付
金
に
対
す
る
返
済
に
振
り
向
け
ら
れ
る
と
の
賃
借
人
の
主
張
が
強
制
管
理
人
に
対
し
て
認
め
ら
れ
る
か
が
争
点
で
あ

っ
た
。

こ
の
判
決
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条
の
意
味
で
の

「事
前
処
分
」
に
関
し
、
既
述
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
の
確
定
判
例
を
引
用
し
、
こ
れ
は
、
コ
使
用
貸
借
契

約
に
基
づ
い
て
』
使
用
賃
貸
料
の
前
払
い
が
な
さ
れ
る
べ
き
も
の
と
さ
れ
、
か
つ
前
払
い
が
な
さ
れ
た
と
き
に
は
、
存
在
し
な
い
。
使
用
賃
貸
借
契
約
自
身

か
ら
生
じ
た
か
か
る
事
前
徴
収
は
、
そ
の
性
質
上
、
使
用
賃
貸
料
の
決
定
に
関
す
る
取
決
め
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
は
、
と
り
わ
け
、
使
用
賃
貸
料
が
契
約
自

身
に
よ
っ
て
全
契
約
期
間
又
は
そ
の
一
部
に
関
し
前
払
い
が
な
さ
れ
る
べ
き
と
い
え
る
」
。

し
か
し
、
本
件
の
事
案
に
は
、
か
か
る
考
え
方
は
妥
当
せ
ず
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
四
条

（
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
三
条
）
条
の
一
般
規
定
が
適
用
さ
れ
る
と
し
て
、
そ

の
理
由
を
次
の
よ
う
に
説
示
す
る
。

す
な
わ
ち
、
「用
益
賃
貸
料
の
前
払
い
が
問
題
と
な
っ
て
お
ら
ず
」
、
「用
益
賃
貸
料
は
、
…
…
用
益
賃
貸
借
の
全
期
間
又
は
そ
の

一
部
に
つ
い
て
前
払

い

を
な
す
べ
き
こ
と
と
さ
れ
ず
、
契
約
に
よ
れ
ば
、
―
―
使
用
及
び
用
益
賃
貸
借
に
お
い
て
通
常
の
こ
と
で
あ
る
が
―
―
用
益
賃
貸
借
の
全
期
間
に
わ
た
り
分

割
さ
れ
た
時
期
に
定
期
的
に
支
払
う
べ
き
も
の
と
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
本
件
で
問
題
に
な
っ
て
い
る
の
は
、
用
益
賃
借
権
の
移
転
後
の
期
間
に
関
す



る
用
益
賃
貸
料
の
弁
済
期
が
、
用
益
賃
貸
借
契
約
に
よ
り
、
こ
の
移
転
前
に
到
来
し
、
か
つ
こ
れ
に
よ
つ
て
そ
の
支
払
い
が
効
力
を
生
じ
る
場
合
で
は
な
く
、

用
益
賃
貸
借
契
、約
に
よ
る
用
益
賃
貸
料
の
弁
済
期
が
、　
一
部
は
Ｚ
Ｖ
Ｇ
第

一
五
二
条
第
二
項
に
よ
り
生
じ
る
用
益
賃
貸
人
へ
の
移
転
前
、　
一
部
は
そ
の
後
に

な
る
と
い
う
、
―
―
通
常
の
―
―
場
合
で
あ
る
。」

（
７３
）

一
九
三
三
年
四
月
二
七
日
の
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
判
決

（』
ヨ

ロ田
”
〓
認
）
は
、
賃
貸
料
の
前
払
が
こ
れ
の
契
約

（
一
九
三

一
年
八
月
七
日
）
が
新
し
い
独
立

の
合
意
で
な
く
本
来
の
賃
貸
借
契
約

（
一
九
二
五
年
五
月

一
日
）
の
変
更
で
あ
る
と
し
つ
つ
、
本
来
の
契
約
の
潜
脱
を
目
的
と
し
て
い
る
こ
と
を
理
由
に
Ｂ

Ｇ
Ｂ

一
一
二
三
条
二
項
及
び

一
一
二
四
条
二
項
に
よ
る
制
限
を
免
れ
な
い
旨
説
示
し
て
い
る
。

（
７４
）
さ
ら
に
、
ベ
ル
リ
ン
州
裁
判
所
は
、
同
年
の
一
〇
月

一
七
日
、
賃
貸
土
地
が
強
制
管
理
に
付
さ
れ
た
事
案
に
関
し
、
同
旨
の
判
決

（ヽ
〓

い８
Ｐ
器
３
）
を

下
し
て
い
る
。

（
７５
）
ブ
レ
‐
メ
ン
上
級
州
裁
判
決
は
、
契
約
に
お
い
て
賃
貸
料
の
前
払
い

（〓
いΦ一く
ｏ
『
”
暉
照
り
，
巨
‘
口
”
）
と
表
示
さ
れ
た
建
築
資
金
供
与
が
、
そ
の

「文
言
、
意

味
及
び
目
的
に
よ
る
と
」
、
実
際
は
、
賃
借
人
貸
付

（〓
いｏ一ｑ
ヽ
”
『
］ｏＦ
ｏ
じ

で
あ
る
、
と
解
し
、
賃
貸
人
が
破
産
に
陥

っ
た
の
ち
に
は
、
Ｋ
〇
二

一
条
二
項

の
枠
内
を
越
え
て
、
賃
貸
料
債
権
と
抵
当
貸
付
に
基
づ
く
返
還
請
求
権
と
を
相
殺
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
旨
判
示
し
た
。
し
か
も
、
こ
の
判
決
は
、
真
正
の

賃
貸
料
の
前
払
い
が
合
意
さ
れ
、
か
つ
供
与
さ
れ
る
べ
き
場
合
に
も
同
様
に
解
す
る
と
し
て
い
た
。
そ
の
理
由
は
、
①

一
九

一
九
年
の
前
掲
ラ
イ
ヒ
最
高
裁

が
自
ら
の
見
解
を
基
礎
と
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七

一
条
以
下
の
成
立
の
経
緯
は
、
む
し
ろ
反
対
の
結
論
を
導
き
出
す
と
し
て
、
「
使
用
賃
貸
借
契
約
に
よ
り
前
払

い
さ
れ
た
使
用
賃
貸
料
も
取
得
者
に
負
わ
せ
ら
れ
た
契
約
に
よ
る
使
用
の
提
供
に
関
す
る
部
分
的
な
対
価
で
あ
り
、
し
た
が
つ
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
部
分
に
つ

き
、
取
得
者
に
も
当
然
与
え
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
る
」
。
②

「経
済
的
に
み
れ
ば
、
賃
借
人
は
、
破
産
財
団
に
存
在
す
る
物
的
価
値

（∽
，
ｏ，
１
８
じ

を
供

給
し
、
そ
の
反
対
給
付
の
ゆ
え
に
現
在
破
産
配
当
に
頼
ら
ざ
る
を
え
な
い
破
産
債
務
者
の
あ
ら
ゆ
る
他
の
債
権
者
と
異
な
ら
な
い
」
。

（
７６
）
ミ
ユ
ン
ヘ
ン
上
級
州
裁
判
決
は
、
建
築
契
約
に
あ
る

「貸
与
」
は
、
当
事
者
の
本
当
の
意
思
に
よ
る
と
、
賃
貸
料
の
前
払
い
で
あ
る
、
と
解
し
、
か
か
る
賃

貸
料
の
前
払
い
は
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
七
四
条
、　
一
〓

一四
条
二
項
、
Ｋ
〇
二

一
条
二
項
の
意
味
で
の
処
分
で
は
な
く
、
賃
貸
土
地
の
取
得
者
及
び
競
落
人
又
は
強

制
管
理
人
及
び
破
産
管
財
人
に
対
し
て
有
効
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

こ
の
判
決
は
、
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
の
確
定
判
例
に
従
い
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
根
拠
を
示
し
た
。
「
ラ
イ
ヒ
最
高
裁
の
見
解
は
、
今
日
の
住
宅
困
窮
の
時
代
に
ま

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一七
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さ
に
従
わ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
そ
こ
で
は
、
住
宅
の
需
要
者
の
利
益
及
び
建
築
費
用
を
提
供
し
た
賃
借
人
は
、
立
法
者
に
よ
る
望
ま
し
い
問
題
解
決
が
な
さ

れ
な
い
限
り
、
物
的
債
権
者
に
対
し
て
、
経
済
的
か
つ
社
会
的
に
適
正
な
方
法
で
保
護
す
る
こ
と
が
肝
要
で
あ
る
。
賃
借
人
の
助
力
を
通
じ
、
建
築
費
用
の

提
供
と
い
う
形
で
の
破
壊
さ
れ
又
は
損
害
を
被
っ
た
建
物
が
再
建
さ
れ
る
こ
と
は
、
不
動
産
市
場
が
国
民
経
済
的
に
非
常
に
注
目
す
べ
き
か
つ
望
ま
し
い
や

り
方
で
活
性
化
す
る
。
こ
の
と
き
、
住
宅
の
可
及
的
に
大
き
な
数
の
調
達
に
対
す
る
公
の
著
し
い
利
益
が
存
在
す
る
。
加
え
て
、
現
在
の
関
係
に
お
い
て
、

賃
借
人
の
建
築
資
金
供
与
は
す
こ
ぶ
る
必
要
で
あ
る
」
。
ま
た
、
「賃
貸
人
の
供
与
は
目
的
物
に
関
係
の
な
い
目
的
に
使
わ
れ
る
の
で
は
な
く
、
土
地
の
実
体

に
流
れ
込
み
、
そ
の
価
値
を
高
め
、
そ
し
て
こ
れ
に
よ
っ
て
物
的
債
権
者
が
請
求
権
を
有
し
な
い
物
的
担
保
力
を
強
化
す
る
。
不
動
産
の
修
復
又
は
改
良
に

さ
い
し
て
賃
借
人
の
助
力
に
よ
り
は
じ
め
て
、
住
宅
、
物
的
債
権
者
の
た
め
の
責
任
客
体
そ
し
て
果
実
が
流
れ
出
る
源
泉
が
調
達
さ
れ
る
。
再
建
が
賃
借
人

の
供
与
に
よ
っ
て
可
能
と
な
る
こ
と
が
稀
で
な
い
。
そ
れ
ゆ
え
、
抵
当
権
者
が
物
的
担
保
の
調
達
と
上
昇
に
役
立
つ
賃
借
人
の
供
与
を
認
め
る
必
要
が
な
い

と
い
う
の
は
ま

っ
た
く
正
当
で
な
い
。
し
た
が
つ
て
、
賃
借
人
が
結
果
的
に
賃
貸
人
に
代
わ
っ
て
な
し
た
供
与
を
も
う

一
度
支
払
わ
ね
ば
な
ら
な
い
と
い
う

の
は
、
ま

っ
た
く
も
っ
て
正
当
で
な
い
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（
８２
）
現
在
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
五
条
は
、　
一
九
六
四
年
の
第
二
次
賃
貸
借
変
更
法
に
よ
り
、
五
五
七
条

ａ
の
新
設
と
ひ
き
か
え
に
、
五
四
三
条
二
項
と
あ
わ
せ
削
除
さ

れ

た

。

こ

の

経

緯

を

概

観

し

て

お

き

た

い

（
以

下

、

「

６

●

９

，
ｃ
Ｐ

●
器

呵

∧

』

。
∽
ｏ
口
Ｂ
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ｏ
す

∨

・

パ
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日
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Ｎ
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庁
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０
８
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げ
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ｏ
Ｆ

Ｎ
ｌ
ｏ
い一８

ω
」
ｏ
Ｆ
”
８
Ｆ

口
ｑ

∽
ｏ
，
Ｌ
Ｏ
お
『
Ｆ
留
言
∽
い協
ｏ
Ｏ
醜
ｏ
一８
ｏ
Ｆ

Ｈ
ン

８
８
，
９
８
ω
に
よ
る
）
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
五
条
は
、
つ
ぎ
の
よ
う
に
規
定
さ
れ
て
い
た
。
「賃
貸
人
は
、
第
五
五
三
条
及
び
第
五
五
四
条
に
基
づ
き
解
除
権
を
行
使
す
る
場
合
、
そ
の



後
の
期
間
に
関
し
、
す
で
に
支
払
わ
れ
て
い
る
賃
料
を
第
三
四
七
条
に
よ
つ
て
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
三
条
と
五
五
四
条
は
、
い
ず
れ
も
賃
貸
人
か
ら
の
即
時
告
知
に
関
す
る
規
定
で
あ
る
が
、
前
者
は
契
約
に
反
す
る
使
用
を
理
由
と
し
、
後
者

は
、
賃
料
の
支
払
い
遅
滞
を
理
由
と
す
る
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
四
三
条
二
項
が
規
定
し
て
い
た
賃
貸
関
係
の
期
間
前
終
了
は
、
賃
貸
物
件
の
使

用
不
許
与
を
理
由
と
す
る
賃
借
人
か
ら
の
即
時
告
知
に
よ
る
も
の
で
あ

っ
た
。
そ
こ
で
、
賃
借
人
が
即
時
告
知
を
行
う
と
き
、
賃
貸
人
は
、
使
用
の
不
許
与

に
責
め
に
任
じ
な
い
場
合
の
み
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
四
七
条
の
責
任
を
負
う
。
こ
れ
ら
以
外
の
場
合
に
は
、
よ
り
責
任
の
軽
い
不
当
利
得
法
が
適
用
さ
れ
る
。
こ
れ

に
対
し
て
、
前
述
の
契
約
違
反
を
理
由
と
し
て
賃
貸
人
が
即
時
告
知
を
行
う
場
合
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
五
条
に
よ
れ
ば
、
つ
ね
に
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
四
七
条
に
よ
り
賃

借
人
に
は
重
い
責
任
が
か
か
っ
て
き
た
。
他
の
賃
貸
借
関
係
が
期
間
前
に
終
了
す
る
場
合
に
、
前
払
い
さ
れ
た
賃
料
の
返
還
に
つ
い
て
は
、
法
律
上
明
確
に

規
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。

Ｂ
Ｇ
Ｂ
五
五
七
条

ａ
の
規
定
は
こ
う
で
あ
る
。

「０
使
用
賃
貸
借
関
係
修
了
後
の
期
間
に
つ
い
て
賃
料
の
前
払
い
が
あ
る
と
き
は
、
使
用
賃
貸
人
は
、
第
三
四
七
条
に
よ
り
、
又
は
そ
の
終
了
が
使
用
賃
貸

人
の
責
め
に
任
じ
な
い
事
情
の
た
め
に
生
じ
て
い
る
場
合
に
は
不
当
利
得
返
還
に
関
す
る
規
定
に
よ
り
、
そ
の
賃
貸
料
を
返
還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

②
住
居
の
賃
貸
借
関
係
に
お
い
て
は
、
使
用
貸
借
人
の
不
利
益
に
な
る
合
意
は
、
そ
の
効
力
を
生
じ
な
い
。」

返
還
義
務
は
、
契
約
の
告
知
に
関
す
る
Ｂ
Ｇ
Ｂ
三
四
七
条
の
規
定
に
従
う
の
が
原
則
で
あ
る
。
し
か
し
、
賃
貸
借
関
係
が
賃
貸
人
に
責
め
に
帰
せ
ざ
る
事

由
に
よ
つ
て
終
了
し
た
場
合
、
Ｂ
Ｇ
Ｂ
八

一
二
条
以
下
の
多
少
厳
し
い
不
当
利
得
責
任
の
み
が
か
か
っ
て
く
る
。
そ
し
て
、
本
条
は
、
解
除
契
約
の
場
合
、

破
産
管
財
人

（Ｋ
〇

一
九
条
）
又
は
強
制
競
売

（Ｚ
Ｖ
Ｇ
五
七
条

ａ
）
に
お
け
る
競
落
人
に
よ
る
解
約
告
知
な
ど
す
べ
て
の
種
類
の
賃
貸
借
関
係
の
終
了
に

関
す
る
賃
料
前
払
い
の
返
還
を
規
定
す
る
。

（
８３
）
ロ
レ
「
０
『
σ
Ｓ
，
ｃ
ｏ
Ｆ

∪
”
り
因
一
●
●
い”
●
●
”
∽
『
ｏ
ｏ
Ｆ
一
ヽ
Φ
り

日
『
り
けｏ
Ｆ
ｏ
『
り

い口

Ｏ
Ｏ
『

Ｎ
ｌ
，
日
呻
∽
く
Φ
『
∽
一Φ
ぃ”
Φ
『
●
口
”
・　
Ｚ
ヽ
Ｎ

日
ｏ
ｏ
Ｐ

∽
Ｌ
ヽ
∞
ド
　
ロ
』
ミ
ｏ
い一口
”
“
ｏ
Ｆ

”
。，
・〇
〓

∽
ヽ
ｏ
が

（
譴
）
改
正
理
由
書

（ω
弓
‐∪
〓
ｏＦ
Ｚ
Ｆ
ミ
認

∽
・ｅ

に
よ
れ
ば
、
①
賃
借
人
保
護
法

（〓
∽
ｏＦ
Ｏ
）
三

一
条

ａ
に
よ
り
賃
借
人
保
護
か
ら
除
か
れ
て
い
る
第

一
住

居
建
設
法
の
意
味
に
お
け
る
自
由
な
資
金
調
達
に
よ
り
又
は
税
法
上
特
恵
を
う
け
る
住
居
、
②
営
業
建
物
の
た
め
の
使
用
及
び
用
益
賃
貸
借
関
係
で
あ
る
。

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
〓
一九
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一
四
〇

（
８５
）
”
↓
‐∪
〓
ｏＦ
Ｚ
Ｆ
ミ
認

∽
・０
‐ド
な
お
、
賃
借
人
保
護
法
に
関
し
て
は
、
鈴
木
禄
弥

『借
地

・
借
家
法
の
研
究
Ⅱ
』
貧

九
八
四
年
）
四
四
頁
以
下
が
詳
し
い
。

（
８６

）

こ

の

改

正

法

の

概

要

に

関

し

、

【

”
Ｌ

ω
【
ｏ
日

Φ
ぃ
ヽ

Ｆ

∪

８

Ｚ

ｏ
ｒ
ｏ
Ｈ
ヽ
口
暉
目
的

辟

『

Ｎ
ｌ

，
目
明

く
２

Ｈ
∽
一
器

キ

“
●
”

ω
ｕ

８

認

・

，

８

Ｈ
〓

国

ｑ

日

，
●
●

く
ｏ
”
ΦＦ
　
同
）”
∽
●
Φ“
ｏ
コヽ
Ｏ
Ｈ【り一『００Ｆ
‘
口
”
∽■Ｏｏ，
Ｆ
　
ピ
ロ
ヮ
国
¨
ド０００
・　
∽
・ＯＮＯ
・

（
８７
）
改
正
の
趣
旨
説
明
に
お
い
て
も
、
当
然
な
が
ら
、
こ
れ
に
言
及
し
て
い
る
。
国
哺
‐∪
日
ｏＦ
Ｚ
Ｆ
ミ
認

∽
。９

（
８８
）
ヨ
０
「げ
＆
”
“
ΦＦ

，
卜
・〇
〓
∽
■
一ω９

（
８９
）
選
αヽ
『げ
Ｓ
ｐ
ｒ
ｏＦ

，
・”
・〇
〓
∽
』
『ωＰ

（
９０
）
”
］９
ヨ
ｏЧ
ｏＪ

”
ｂ
・〇
〓
∽
６
ｏ
ｒ

（
９．
）
”
り
∪
ロ
キ

Ｚ
『
・ミ
認

∽
い

（
９２

）

り

Φ
『
”
”
り
Ｏ
ｏ
ヽ

「

い
口
”
●
Ｎ
い
ｏ
「
“
口
”
∽
げ
Φ
諄

『
鮮
”
ｏ

●
ｏ
『

】
≦

い
ｏ
一
ｏ
弓
‐
∪

い
Φ

Ω

Φ
”
Φ
口
員
Ｆ
，
ぃ
●
”
Ｆ
鳳

”Φ
口

ヽ
Φ
り

”

ｏ
，
］
Ｆ
『
Φ
ヽ
■

ｏ
Ｏ
・

”

Ｕ

【
ｏ
ｏ
ｕ
・

∽

。
Ｎ
Ｆ
い
。

（
９３

）

∽
一
ｏ
い
●
０
■
・

Ｎ
ｌ

，
口
”
り
く
ｏ
『
∽
一
Φ
い
”
０
■
ε
口
”

“
目
ヽ

Ｎ
電

、”
口
”
り
く
Φ
り
■

，
］
一
Ｃ
●
”

。

Ｕ

口
。
」
。

い
，
Ｓ

・

∽

。∞
Ｈ
ｏ
Ｐ

（
９４
）
り
Φ『”
”
●
ｐ
ｐ

ｐ
。”
・〇
〓
”
”

【ｏ
釧
Ｐ

∽
ヽ
ロド

（
９５
）
口
・ヨ
Φ
一言
，
暉
ｑ
。
Ｐ
Ｐ
９
ヽ
ｐ
Ｓ
”

内
田

。
前
掲
書
三
二

一
頁
以
下
は
、
そ
の
他
の
対
抗
策
に
つ
い
て
も
詳
し
く
紹
介
し
て
い
る
。

（
９６
）
内
田

。
前
掲
書
三
二
四
頁
は
、
「貯
蓄
者
の
財
産
を
信
託
管
理
す
る
金
融
機
関
が
賃
借
人
と
対
峙
さ
れ
、
終
局
的
に
は

一
般
の
貯
蓄
者
の
利
益
が
考
量
さ
れ

て
い
る
。
抵
当
権
と
賃
借
権
の
関
係
を
考
え
る
際
、
こ
う
し
た
ド
イ
ツ
信
用
の
在
り
方
も
看
過
し
て
は
な
る
ま
い
」
と
説
く
。
し
か
し
、
か
か
る
利
益
考
量

で
は
、　
一
介
の
賃
借
人
は
、
金
融
機
関
の

「公
共
性
」
の
前
に
あ
え
な
く
敗
退
せ
ざ
る
を
得
な
い
。

（
９７
）
ｒ
ｐ
“
Ｒ
口
”
ｑ
り
因
ｏ
日
８
ｏ
ュ
”
『
∧
国
。■
２
お
一ｏ
す
ｑ
∨
。
９
葛
ｐ

（
９８

）

で
昌

・
ｏ
，
ｏ
コ
Φ
『

パ

９

Ｈ

Ｂ

Ｏ
ユ

”
「

Ｎ
Ｅ

り

”

中
『
”
ｏ
Ｌ

片

Ｆ
ｏ
目

Ｏ

ｏ
ｏ
３

Ｎ
げ
“
ｏ
Ｆ

∧

Ｕ

ざ

ｒ

り

”
●
目

∨

・

”

Ｐ

，

∞
・
＞

“
口

，
”
Φ

い
０
０
が

∽

・
８

ｏ
ド

（
９９
）
〓
中
・
ｏ
Ｆ
ｏ
目
ｑ

バ
ｏ
日
日
０ュ
”
『
∧
日
いｏＦ
日
，
コ
ロ
∨
・
ｐ
ぶ
瑠
・

（
１００

）

国
”
暉
ミ

ｒ

庁

目
ｑ

”
∽
，
ｏ
Ｆ
ｏ
●
８

０
Ｆ

・
ヽ

。＞

ｃ
口
”
”
Ｐ

８

８

・
ｐ

ぶ

”

同

旨

〓

中
口
ｏ
Ｆ
口
ｑ

パ

ｏ
日

日

Φ
ュ

”
『

∧

日
い
ｏ
Ｆ
日

，
●
●
∨

・
ｐ

ぶ

瑠

・

（１０１
）
〓
中
口
ｏＦ
ｏ
●
８

因
，
日
日
Φ詳
，
『
∧
日
いｏＦ
日
”
ロ
ロ
∨
，
ｐ
ぶ
出
・



（
‐０２

）

〓

中
・
ｏ
Ｆ
ｏ
目
ｑ

因

ｏ
日

日

ｏ
ュ

”
『

∧

口

ｏ
Ｆ
日

”
ロ
ロ

∨

。

，

８

認

。

第
五
章
　
む
す
ぴ

以
上
の
考
察
を
踏
ま
え
、
ド
イ
ツ
法
に
お
け
る
賃
貸
料
債
権
に
対
す
る
土
地
担
保
権
の
効
力
に
関
し
、
わ
が
民
法
の
規
定
及
び
こ
れ
を
め
ぐ
る

議
論

・
状
況
と
対
比
し
な
が
ら
、
そ
の
特
色
を
整
理
し
て
お
き
た
い
。

１
　
土
地
担
保
権
の
効
力
が
賃
料
債
権
に
及
ぶ
こ
と
の
根
拠

土
地
担
保
権
の
効
力
は
、
担
保
土
地
の

「果
実
」
に
対
し
、
こ
れ
が
土
地
か
ら
の
分
離
の
有
無
を
問
わ
ず
、
及
ぶ

（Ｂ
Ｇ
Ｂ

一
一
二
〇
条
）
。

し
か
し
、
担
保
土
地
が
用
益
賃
貸
借
さ
れ
て
い
る
と
き
は
、
こ
れ
の
例
外
と
な
る
た
め
、
用
益
賃
借
人
に
帰
す
る
果
実
に
代
え
、
一貸
貸
料
債
権
に
、

土
地
担
保
権
の
効
力
が
及
ぶ
も
の
と
す
る
。
こ
こ
で
は
、
代
償
性
が
そ
の
根
拠
と
さ
れ
て
お
り
、
現
在
も
、
代
表
的
な
注
釈
書
は
同
様
の
説
明
を

し
て
い
る
。
も

っ
と
も
と
く
に
担
保
土
地
か
ら
分
離
し
た
果
実
に
土
地
担
保
権
の
効
力
が
及
ぶ
こ
と
の
根
拠
は
、
土
地
担
保
権
の
担
保
力
の
強
化

及
び
担
保
土
地
の
経
済
的

一
体
性
の
確
保
に
な
曰
。

わ
が
民
法
で
は
、
こ
の
点
、
異
な
る
ｏ
こ
草
者
の
梅
謙
次
貯
に
よ
か
岬
、
抵
当
権
の
効
力
が
抵
当
目
的
物
を

「使
用
ス
ル
ヨ
リ
生
ス
ル
所
ノ
対

鰤汁一制〔に
「と抑価「ほ（一至輝一はわれ崚嘲刺審】』う‐こ】暉ないけ〔一般「Ｐ動和颯］暉財帥糠け，詳細卜』岬嘲』嘲獅則は

崚
麒
瑯
嘲
什
蹴
清
』
は
画
〔
【
仰
儲
¨
あ
“
「
´
〔
を っ
は
ぃ
に
け
】
”
４
臓
け
は
〔
″
『
様
に
、
「賃
貸
料
債
権
等
は
土
地
及
び
そ
「
附
属
物
か

ま
た
、
「
果
実
」
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ぶ
と
す
る
ド
イ
ツ
法
の
規
定
は
、
「
果
実
」
に
抵
当
権
の
効
力
が
及
ば
な
い
と
す
る

（
日
民
三
七

一
条

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四

一
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二

一
項
本
文
）
わ
が
民
法
の
規
定
と
異
質
で
あ
る
か
の
よ
う
に
み
え
る
。
し
か
し
、
そ
の
内
容
に
関
し
、
実
質
的
に
は
変
わ
る
と
こ
ろ
あ
る
ま
い
。

土
地
担
保
権
者
は
、
産
出
物
か
ら
現
実
に
満
足
を
得
る
に
は
、
こ
れ
が
担
保
土
地
か
ら
分
離
し
て
い
な
い
場
合
に
は
、
担
保
土
地
に
つ
い
て
強

制
競
売
の
手
続
を
、
分
離
し
て
い
る
場
合
に
は
、
こ
れ
に
対
し
て
強
制
管
理
の
手
続

（Ｚ
Ｖ
Ｇ

一
四
人
条

一
項
、
二

一
条

一
項
）
を
行
わ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
。

一
定
の
要
件
の
基
づ
く
強
制
競
売
又
は
強
制
管
理
に
よ
る
差
し
押
さ
え
に
よ
り
、
初
め
て
現
実
的
に
果
実
に
対
し
土
地
担
保
権
の

効
力
が
及
ぶ
の
で
あ
る
。
そ
れ
ま
で
、
土
地
所
有
者
は
、
果
実
を
自
由
に
処
分
す
る
こ
と
が
で
き
、
抵
当
権
の
効
力
か
ら
離
脱
す
る
。
こ
の
こ
と

は
、
そ
の
手
続
が
強
制
管
理
で
あ
る
賃
貸
料
債
権
に
関
し
て
も
同
様
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
果
実
や
賃
貸
料
債
権
に
土
地
担
保
権
の
効
力
が
及

ぶ
と
規
定
す
る
も
、
こ
れ
は
、
潜
在
的
な
も
の
で
あ
る
。

２
　
土
地
担
保
権
の
効
力
か
ら
の
離
脱
と
根
拠

潜
在
的
な
も
の
で
あ
る
が
ゆ
え
に
、
賃
貸
料
債
権
は
、
こ
れ
に
対
す
る
強
制
管
理
の
た
め
の
差
押
え
が
な
さ
れ
る
前
に
徴
収
そ
の
他
の
処
分
が

な
さ
れ
る
と
、
土
地
担
保
権
の
効
力
か
ら
離
脱
す
る
。
処
分
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
譲
渡
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る
が
、　
一
般
債
権
者
に
よ
る
差
押
え

に
関
し
て
は
、
解
釈
上
、
争
わ
れ
た
が
、
こ
れ
を
含
む
と
す
る
の
が
判
例

ｏ
通
説
で
あ
る
。
所
有
者
の
経
済
的
活
動
の
自
由
を
も
っ
て
、
こ
れ
が

根
拠
づ
け
ら
れ
て
い
る
。

わ
が
民
法
に
お
い
て
は
、
物
上
代
位
に
よ
る
差
押
え
前
に
、
賃
貸
料
債
権
に
つ
い
て
「払
渡
又
ハ
引
渡
」
が
な
さ
れ
れ
ば
、
抵
当
権
の
効
力
か
ら

の
離
脱
す
る
。
し
か
し
、
「払
渡
又
ハ
引
渡
」
の
意
味
に
つ
い
て
は
、
規
定
上
、
非
常
に
狭
く
、
譲
渡
は
む
ろ
ん
、　
一
般
債
権
者
に
よ
る
差
押
え
も
、

こ
れ
に
含
ま
れ
な
い
と
い
う
の
が
、
学
説
上
異
論
も
あ
る
が
、
判
例
で
あ
る
。
既
発
生
の
賃
貸
料
債
権
で
す
ら
、
第
三
者
へ
の
譲
渡
の
み
に
よ
っ

て
は
抵
当
権
の
効
力
か
ら
免
れ
な
い
。
使
用

ｏ
収
益
が
、
設
定
者
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
以
上
、
抵
当
権
設
定
者
が
賃
料
を
徴
収
で
き
る
こ
と
、
こ

れ
に
よ
り
賃
料
債
権
が
抵
当
権
の
効
力
を
免
れ
る
こ
と
当
然
の
こ
と
で
も
あ
る
。
問
題
は
、
徴
収
以
外
の
処
分
で
あ
る
。
そ
の
意
味
で
は
、
わ
が

民
法
に
お
い
て
は
、
い
っ
そ
う
抵
当
権
の
効
力
が
強
く
解
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
反
面
、
抵
当
権
設
定
者
の
処
分
権
能
が
弱
い
と
い
え
よ
う
。



３
　
ド
イ
ツ
法
変
遷
の
特
徴

ド
イ
ツ
法
に
お
い
て
は
、
設
定
者
た
る
所
有
者
に
対
す
る
経
済
的
活
動
の
自
由
の
保
障
は
、
将
来
の
賃
料
債
権
に
関
す
る
処
分
に
関
し
て
も
及

び
、
土
地
担
保
権
の
実
行
後
も
、　
一
定
の
範
囲
で
こ
れ
の
効
力
を
認
め
、
土
地
担
保
権
者
に
譲
歩
を
強
い
て
い
た
。
し
か
し
、
こ
の
規
定
の
合
理

性
は
、
民
法
施
行
後
、
早
々
に
議
論
に
な
っ
た
。
民
法
の
規
定
に
比
較
的
忠
実
な
解
釈
を
行
う
判
例
と
土
地
担
保
権
の
危
機
を
説
く
学
説

。
金
融

実
務
と
の
対
立
、
そ
し
て
法
改
正
に
よ
る
事
前
処
分
の
有
効
範
囲

（期
間
）
の
縮
減
の
流
れ
が
ド
イ
ツ
法
の
変
遷
を
特
色
付
け
て
い
る
。

た
だ
、
土
地
担
保
権
の
危
機
と
い
っ
て
も
、
こ
れ
は
、
ド
イ
ツ
的
な
土
地
担
保
権
の
設
定
の
在
り
方
に
規
定
さ
れ
た
第
二
抵
当
権
の
問
題
で
あ

る
こ
と
に
留
意
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
ま
た
、
第
二
抵
当
権
の
「危
機
」
が
、
果
た
し
て
民
法
の
規
定
、
将
来
の
賃
料
債
権
の
頻
繁
な
譲
渡
、
こ
れ
に

対
す
る

一
般
債
権
者
の
差
し
押
さ
え

（と
い
っ
た
濫
用
）
に
、
そ
の
本
質
的
原
因
が
あ
る
の
か
に
つ
い
て
は
立
法
者
す
ら
、
疑
念
を
も
つ
て
い
た
。

こ
う
し
た
議
論
は
、
わ
が
民
法
下
に
お
い
て
も
、
時
代
背
景
を
異
に
す
る
と
は
い
え
、
抵
当
不
動
産
に
お
け
る
短
期
賃
貸
借
や
将
来
の
賃
料
債

権
の
包
括
的
譲
渡
に
関
し
て
、
そ
の
濫
用
が
声
高
に
説
か
れ
る
と
と
も
に
、
こ
れ
が
解
釈
論
の
レ
ベ
ル
で
は
あ
る
が
、
伝
統
的
な
理
論
に
よ
っ
て

い
た
判
例
が
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
、
抵
当
権
の
強
化
に
直
結
し
た
こ
と
と
対
比
す
る
と
興
味
深
い
。

一
九

一
五
年
の
Ｂ
Ｇ
Ｂ
改
正
な
ど
が
第
二
抵
当
権
の
危
機
を
解
決
す
る
に
至
ら
な
か
っ
た
例
証
と
み
る
こ
と
も
で
き
る
の
が
、
第
二
次
世
界
大

戦
後
に
ひ
ろ
く
行
わ
れ
た
賃
借
人
に
よ
る
建
築
費
用
協
力
金
の
供
与
で
あ
ろ
う
。

判
例
は
、
賃
借
人
に
よ
る
建
築
費
用
協
力
金
と
し
て
の
賃
料
の
前
払
い
が
土
地
担
保
権
に
対
抗
で
き
る
根
拠
を
土
地
価
値
の
上
昇
に
求
め
た
が
、

こ
れ
の
み
で
は
根
拠
と
し
て
不
十
分
で
あ
る
。
例
え
ば
、
建
物
建
築
の
た
め
に
追
加
融
資
を
し
た
債
権
者
が
こ
れ
に
よ
る
土
地
価
値
の
上
昇
を
根

拠
に
先
順
位
の
担
保
権
者
に
優
先
す
る
こ
と
は
あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
そ
れ
に
は
、
口
”
日

が
説
く
ご
と
く
、
賃
料
の
前
払

い
と
い
う
か
た
ち
で
建
築
費
用
協
力
金
を
供
与
し
た
賃
借
人
を
保
護
す
る
と
い
う
、
も

っ
ぱ
ら
政
策
的
理
由
に
求
め
ら
れ
よ
う
。

わ
が
民
法
に
お
い
て
は
、
担
保
不
動
産
に
つ
き
、
こ
れ
の
価
値
を
高
め
た
工
事
の
請
負
代
金
の
担
保
の
た
め
に
、
先
順
位
の
抵
当
権
に
優
先
す

る
不
動
産
工
事
の
先
取
特
権

（民
法
三
二
七
条
）
の
成
立
が
認
め
ら
れ
る
特
例
が
あ
る
。
そ
こ
に
は
、
政
策
的
理
由
が
伏
在
す
る
こ
と
い
う
ま
で

賃
貸
料
債
権
を
め
ぐ
る
ド
イ
ツ
土
地
担
保
法
の
変
遷
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
一
四
三
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も
な
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（‐０４
）
梅
謙
次
郎

『訂
正
補
訂
　
民
法
要
義
　
巷
之
二
物
権
編
』
Ｔ
二

版
）

一
九

一
一
年
、
三
二
八
頁
。

（‐０５
）
富
井
政
章

『民
法
原
論
　
第
二
巻
物
権
』

一
九
二
三
年
、
三
五

一
頁
。

（
‐０６

）
〓

μ
目
守
Φ
ら

ヨ
ｏ
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”
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ｏ
口
■
ｏ
ｏ
，
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Ｈ
Ｐ
＞
ロ
ロ
，
”
ｐ

目
ｏ
Ｏ
Ｐ

∽
“
０
，

追
記
　
本
稿
は
、
平
成

一
〇
年
度
文
部
省
在
外
研
究
に
よ
る
研
究
成
果
の
一
部
で
あ
る
。


